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超高層ホヲレに生きる. ノ

現代の建 物に 要求 されるもの 一一〈不燃性 ・耐震性・ 遮音性 ・施工

合理化・ 経済性・部材 の軽 量 性 ・現場管理容易〉一ー を満たす工 法 /

( 軽鉄間仕切壁工法)

仁京王プラザホテル ・帝国ホテル新本館 ・ホテル)

いTシフ ィック東京 ・霞が関ビル・世界貿易 センl

l タービル・神戸商工貿易 センターピル等に採用リ

Z ヨ =一@=夜空抗! f p パーティ ション・システム

躍すι 雪9>' 11イプ (乾式軽量遮 音間仕切壁)

E L富 山 (乾式軽量簡 易 間 仕 切)

E C/OJN) 'f - Pヲイ プ ( 湿式軽鉄耐火間仕切)

E CfOJNY  - Mタイプ (湿 式 軽 鉄 遮音間仕切)

軽 鉄 天 井 下 地 ネールロ y クシステム (釘打方式 )

モノレイングシステム (落 し吟み万式)

モノコンシールドシステム ( 差主 込み方式)
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製造・販売・責任施工
マ凶事凶

株式会社• 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3 - 2 電 話 (06) 632- 11 引 代

東 京 都 江 東 区 亀 戸 2 - 3ー 17 電 話 (03) 682- 3241 代

名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 1 - 3- 4 電 話 (052) 353- 3177代

福 岡 市 博 多 駅 東 1ー 12- 26 岩 瀬 ビ ル 電 話 (092) 43- 4356代

札 幌 市 北 三 条 東 5 - 5 岩 佐 ビ ル 電 話 (011) 261- 3181 代

( 〒542)

( 〒 136)

( 〒454)

( 〒812)

( 〒060)

本 社

東 京 支 底

名 古 屋 出 張 所

福 岡 出 張 所

札 幌 出 張 所
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日 本 建 築 協 会 会 告

4 実務に直結した建築工事別説明会(第 1 回)

「超早強セメントコンクリートについて」

そもそも建築工事においては工期の短縮は重要な課題の一つで・あり，

この目的を達成する一つの方法として，早強セメントよりも早期強度の

出るセメントを使用するという乙とが考えられます。すなわち超早強セ

メントは早期強度が高いという特性以外の諸性質は従来のセメントと変

りなく，きわめて安定したセメントであります。 われわれはかかる画期

的な特性を有するセメントについての認識を深め，コンクリート工事に

おいては一日も早く，活用して，工期短絡を図り，ひいては工事授の低

減に役立てたいと思います。

今回の説明会は大阪大学の奥島教授のど指導により，乙うした重要な

課題を取り上げて，開催する乙とにいたしましたので，多数ど出席を期

待いたします。

日 時 9月22日( 水) 13. 30→17.00 

会

定

A  

=  

申

場 大 阪 市 西 区 靭 1- 118

大阪科学技術センター 4 階， 401号室 ( T E  L  06-443-5321)  

員 笈わ名

費 3∞円( テキスト代他〉

テキストは当日会場受付で会費と引替えにお渡しします。

込 往復はがきに限ります。はがき 1枚に 1 名限りとし，氏名 ・

勤務先および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入の上 9 月10日( 金) までに事業課へ。ただし定

員を超過したときは抽せん lζ て決定し，ど通知いたします。

プログラム

0 開 会 の 挨 拶 社 団 法 人 日本建築協会事業副委員長三品哲夫氏

。説明題名 ・説明者

1. はじめに 大 阪 大 学 教 授 工 学 博 士 奥 島 正 一 氏

2. 超早強セメン卜

大阪セメント株式会社研究所

主 任 研 究 員 工 学 博 士 高 島 三 郎 氏

3.:' 超早強セメントコンクリ ー ト( そのー)

小野田セメント株式会社中央研究所

主 任 研 究 員 斉 藤 鶴 義 氏

4.  超早強セメントコンクリート( その二)

日本セメント株式会社研究所

主 任 研 究 員 塚 山 隆 一 氏

5. 超早強セメント コンク リー トの施工

附竹中工務庖技術研究所

主 任 研 究 員 土 岐 高 史 氏

。閉会の挨拶社団法人日本建築協会事業委員会幹事国中 隆氏

〔附記〕当日超早強セメントのカタログ( 字部セメント ，大阪セメント

小野田セメント，日本セメント以上4 社のもの〉を受付でお渡

しする予定です。

4 滋賀県下「希望が丘青年の城」をはじめ

マックスファクター・ I B Mの両工場新

築工事の見学会

日 時 9月 3 日( 金) 10. 30 ( 集会) →18.∞( 解散)

集合場所 大阪市北区中之島 ・中央公会堂西裏 ・目標会旗

大阪観光パス l 台( 提供清水建設と大成建設の 2 社〉

行 程 10.40 中之島公会堂西裏発，阪神高速→名神高速を栗東 I C

で下り ，国道 8 号線を北上して竜王町へ( 車中昼食〉

12.40→13.40 希。望が丘青年の城見学

14.∞→15. ∞ マックスファクター滋賀工場見学

15.20→16.20 1  B M野洲工場見学

16. 30 1  B M発，国道 B 号線を栗東 1 C で上り，名称 ・阪神

高速を通過大阪へ

18. ∞大阪駅北口着 ・解散

定 員 50名

会 費 3∞円( 昼食代) 当日受付でいただきます。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名限りとし，氏名

・勤務先および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番

号を記入の上 8 月21 日( 土) までに事業課へ。ただし定員を

超過したときは拍せん lζ て決定し，ご通知いたします。

〔附記〕参加者で当日欠席をされた方は会貨をど負担願います。

0 希望が丘青年の城新築工事概要

「青年の城」は青少年から中高年男女各階層の人々が，気軽に利用で

きる文化情報の交歓や情- 操教育の場として計画された施設です。 i青年

の城」は並列した 3 階建と平屋の R C建物を特殊ぺアグラスの屋根で結

んだ本館と直径 8 mのシリンダー留に，各階 8個のカプセ J レキャピン

(  1カプセノレ床面積約 18nf ，2人用または 2個室) と 1個のサニタリ ー

カプセル計 9個を 6 厨取り付けた高さ49. 6mの「青年の塔J からできて

います。

建 陵 地滋賀県精生郡竜王町大字業師字砂山1178- 488

施 主 滋 賀 県

設 計 ・監 理 都 市 科 学 研 究 所

施 工 大 成 鐙 役 紘 式 会 社 ( 作 業 所 電 径 074826- 2240)

専 用 敷 地 面 積 約50，0∞d

範 囲 青 年 の 城 ・背年の犠 ・屋外進国

内 容 研 修 議 ・体育館 ・宿泊施設

構 造 ・規 模 本 館 R C造 4階建，一部平家III

建築面積 4. 565. 22m' 

延床面積 8. 967. 39m'  

塔 S R C 造 6 庖 11階建

延床面積 1. 338.47m' 

合 計 延 床 面 積 10，305. 86m'

宿泊郎門 本館 3 階 40人部屋一5 室・ 20人部屋- 4室

8 人郎良一 3 室，針304人収容

塔 個室- 4 8室 ・2人部屋- 2 4蛮 針96人収容

宿泊定員合計 4ω 人

外装( 本館) ヨンタリート打放し

見 学 時 状 況 工 事 の 進 捗 約70%・答のカプセ Jν キャビンは 9 月末より取付着手

工 期 昭 和45年 6 月27日→昭和47年 4 月30日

0 7 ツクスフ ァクター滋賀工場新築工事概要( 化粧品)

所 在 地滋賀県野洲郡野洲町大字上屋

建 築 主マックスファクター株主f 会社

設 計 ・監 理 妹 式 会 社 日 建 段 計

施 工 滑 水 建 投 株 式 会 社 ( 作 業 所 電 話077588ー 7- 3366 - 7 )

敷 地 面 積 102. 995.  21m' 

建 築 面 積 13. 561. 38m' 

延 床 面 積 29. 860.  22m' 

構 造 ・規 模 R C 造 3 階建

工 期 昭 和45年 9 月28日→昭和46年 8 月20日

O I B M野洲工場新築工事概要

所 在 地滋賀県野洲郁野洲町市三宅800

建 築 主 I BM株式会社

役 針 ・監 理 株 式 会 社 日 強 股 針

施 工 清 水 建 役 妹 式 会 社 〈 作 業 所 電 話07758ー 7 - 3071- 3) 

敷 地 面 積 170. ∞Om'

建 築 面 積 15.279. 47m' 

延 床 面 積 25. 775.  47m' 

権 造 ・規 模 R C造 2 階建他

工 期 昭 和45年 9 月15日→昭和46年 7 月 5 日

3  



4 兵庫県立近代美術館の見学と美術展示品

の観賞会

日 時 9月10日( 金) 14. ∞( 集会) →15. ∞( 解散 ・後は自由観賞)

集合場所 神戸市灘区王子町4 丁目

近代美術館入口前 ・目標会旗

〔参考〕… - 各自負担( 交通貨，阪急梅田より往復220円 ・入館料おO

円→集合前IC各自で券をお求め下さい。〕

13. 10 阪急神戸線梅田発特急乗車，西宮北口乗替え，普

通電車で「西灘」下車，西へ徒歩 200m動物園前

建物の見学 14.∞→15.00 兵庫県建築部営繕諜のど案内により見学

美術品の観賞 15. 00→16. 30 建物内で解散. 9 月11 : 開催中の「現代

美術秀作展J ( 日本画 ・洋画 ・彫刻)

を自由に観賞。

〔美術館電話 (078) 80- 1591)  

定 員 30名

申 込往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1; 名限りとし ，氏名

建築概要

・勤務先名，および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入の上 8 月28日( 土) までに事業課へ。ただ

し定員を超過したときは拍せん 11 : 決定し，ご通知いたします。

所 在 地 神 戸 市 灘 区 王 子 町 4 丁目

施 主 兵 庫 県

設計 ・監理村野藤吾，兵庫県建築館営舗謀

施 工戸岡建設株式会社大阪支底

敷 地 面 積 6. 559.42111'

建 築 面 積 2.894. 41111'

廷 床 面 積 6. 524.19111'

構造 ・規 様 展 示 部 分 鉄 骨 造 2 階慾

監 理 部 分 鉄 筋 コンクリート造 5 階建

工 期 昭 和43年12月20日→昭和45年 3 月31日

‘ 大阪東郵便局庁舎新築工事の見学会

日 時 9月29日( 水) 15 ∞( 集会〉→16.30 ( 解散)

集会場所 地下鉄堺筋線 「堺筋本町」下車，北東上り口より本町橋の方

へ約三∞m 歩いて北側，東区役所袈，庁舎東南通路入口前 ・

目標会旗( 連絡電話 ・大林組備後町工事々務所

06- 261- 4502. 4559)  

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚11: 1名限りとし，氏名

工事概要

- 勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号を記入の上 9 月17日( 金) まで'IC事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せん ICて決定し，ど通知いたします。

所 在 地 大 阪 市 東 区 備 後 町 1 - 1

発 住 者 郵 政 大 臣 宮 房 建 築 部

役針 ・監理 向 上

施 工 株 式 会 社 大 林 組

敷 地 面 積 3. 323.20111' 

建 築 面 積 2. 751. 55111' 

延 面 積 13. 246.  59m' 

構 造 規 模 S R C造 4 階建，地下 1 階一部 2 階

塔屋 2 階付

軒 高 一 般 階 18. 2 2 m 

塔 屋 26.32 m

4  

日 本 建 築 協 会 会 告

外 装打放しコンクリートの上エポタイル吹付

見学時状況 建築工事大半完成 ・1 階オープンカウンタ一方式と各階搬送器段備を見学

工 期 昭 和45年 2 月15日→昭和46年 9 月初日

4 新しい コラム「 レポート」欄の設置につ

いて

本誌では読者からの投稿によって構成される頁として. i読者の頁」

を継続してまいりましたが，近年「読者の頁」欄も内容が多様となり，

レポ ー ト・論評等の労作も多くなりましたので，新たに「レポー ト」欄

を設けてより広く読者からの論文投稿の場とするととになりました。

従来通りの「読者の頁J . 新しい「レポート」櫛に加えて「ニュース」

も投稿掲載頁となっておりますので，どしどし原稿をお寄せ下さい。

「読者の頁」 レター，エッセイ ，オピニオン，誌上論争，新刊紹介等

の自由な投稿欄とします。

「レポート」 読者からの生々しい記録や論評，本誌，特集11 : 関連する

レポート，論文掲載の頁とします。

締 切 毎月末

お 届 先 日本建築協会編集委員会

大阪市東区北浜 3- 37 T E  L  06- 231- 9648 

4 作品作風欄掲載作品公募

乙のたび「建築と社会」編集委員会では，作品作風欄掲載作品を公募

するととになりました。皆様の積極的など協力をお願いいたします。

募 集 要 項

1. 趣 旨

臼本建築協会誌「建築と社会」では，毎号「作品作風欄」において，

すぐれた作品を紹介してまいりましたが，乙れらの作品の他にも，編

集委員の目にふれない作品が数多く残されているものと恩われます。

編集委員会では，作品作風欄掲載作品を協会会員のみならず，広く一

般の建築家 ・技術者からも提案していただき，活動の領域をさらに拡

げたいと考えております。 え

皆様の積極的など協力により，建築を通じて広く社会K 貢献しようと

する本協会の活動が，より一層充実するものと期待しております。

2. 対象作品

原則として最近 6 カ月聞に唆工した作品。

3. 掲 載

提出された資料を作品作風小委員会にかけて，掲載作品を選定しま

す。なお選定もれの作品は本誌スケッチブック欄に掲載する乙とがあ

ります。

4. 提出資料

a ) 写真( モノクロ ーム〉キャビネ版数枚。

参考資料としてカラ ー写真を加えられでもかまいません。

b ) 基本設計図

c ) 建 物 概 要 建 築 地 ・面積 ・各階主用途 ・構造 ・階数 ・設計者

施工者 ・工期他

d ) 設計意図 2∞字- 400字程度

5. 提出期限 毎月 15日( 掲載月の前々月〉

6. 提 出 先 大阪市東区北浜 3- 37

日本建築協会「建築と社会」編集委員会



4 昭和46年度- 若い会員の集い一企画につ

いて

とどまる乙とを知らない成長のエネルギーが若さのシンボ J レであるな

らば，私たちの若い会員の集いも然り ，勇敢なる行動者として，それを

結集して，花を咲かせ，実を結び，受け継いでゆきたいと思います。

木年度はその主題として，古い伝統を引継いで生き永らえているもの，

あるいは今やとの時代の中で滅びてゆとうとしているものと ，現代から

未来へつながる新しいものを対象1<:: ，交互に見聞を広め ，体験し，ある

いは体験者との対話をもち ，その比較の中で，人々が建築や住居あるい

は地域社会K いかに対応し，意識をもっている かを採り，日常のなれあ

いを拒否して，現実を直視し ，その批判の中か ら，人間あるいは人聞社

会の幸福追求において，明日への方向づけを求めてゆきたい と，そして

乙の集いのみにとどまらず，広 く対話の中から問題を提起し ，ある いは

建設者として提案する場をつくるよう ，お互に努力したいと思います。

若い会員の集いの発展のために一層の御協力をお願い申し上げます。

本年度の企画予定

第 l 回 ・ロサンゼルス大地震の教えるもの 5 月28日ゲスト高橋慶夫

氏，参加者 130名 ( 開催済) / 第 2 回 ・第 3 回( 別記の通り) / 第 4 回

~第 6 回 ・ふるいまちとあたらしいまちシリ ーズ ・古い民家集落を見る

会 ・新しいまちを見る会 ・総括の座談会/ 第 7 回 ・建築人ボウリング大

会/ 第 8 回 ・船のできるまでを見る会/ 日本の伝統工芸を訪ねる会/ 超

高居建築のプロセスを見る会/ 原子力発電所を見る会/ 逸翁シリ ーズ。

第 2 回若い会員の集い

中国の古代美術と名園をみる会

京都東山の近くにある住友本家に所蔵されている中国古代( 股 ・周時

代) の国宝 ・重要美術品を含む反幻余点の銅器を展示している有芳園函

館の見学および前記美術品と名閣の鑑賞を企画しました。なお木建物は

一般に公開されておりません。

・有芳圏西舘概要 : 所在地 ・京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町24/ 設計 ・

日建設計/ 施工 ・鴻池組 ・住友建設/ 敷地面積6，621. 48nV建築面積

1，159. 81 n: V 延床面積2，203. 4 9 n V構造規模 ・R C造・地上 2 階( スキ

ップ方式) ・地下 l 階

日 時 9 月 4 日( 土) 13. 30 ( 集合) →18.∞( 解散 ・大阪駅前)

集合場所 大阪 ・中之島，中央公会堂西裏 ・大阪観光パス ・目標会旗

会 費 3∞円( 貸切パス代の一部，当日いただきます)

第 3 回若い会員の集い

宗教建築( 修道院・教会) をみる会

土と建物が一体となって自然さをあらわせないものかと試みられた教

会。祈りと労働の修道女ICやすらぎと ，美しい自然環境とが一体化し た

修道院。 日どろ の煩雑さから離れて宗教建築とともに半臼を過したいと

企画しま した。

・宝塚カ トリック教会 : 所在地 ・宝塚市南口 1丁目/ 設計 ・村野森建築

事務所/ 施工 ・聖和建設/ 敷地面積1，342. 1 8 nV延建築面積418. 8 8 n V

構造規模 ・R C造 1 :部 S 造 2 階/ 竣工 ・昭和41年12月

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一 一

4 有芳圏西館

4 西宮トラピス

チヌ修道院

- 西宮 トラピスチヌ 修道院 : 所在地 ・西宮市鷲林寺町/ 設計 ・村野森建

築事務所/ 施工 ・竹中工務庖/ 建築面積( 聖堂及本館 ・司祭館 ・門番館) 2，312 

n V延床面積4.406nr /構造 ・R C造 l 部 S R C造/ 峻工 ' 44年 3月

日 時 9 月 11 日( 土) 13. 30 ( 集合) →18.∞〈解散，大阪駅前〉

集会場所 大阪，中之島 ，中央公会堂西裏 ・大阪観光パス ・目標会族

会 費 2∞円( 貸切パス代の一部，当日いただきます〉

申 込 ( 両固とも) 往復はがきに限ります。各国別ではがきは 1 枚

に l 名限りとし ， ( 往) には「若い会員の集い第 四」と氏

名，勤務先名 ・所在地 ・包話番号を明記し ， ( 復) 1<:: は宛名

郵便番号を記入して ，8月25日までに卒業課へ願います。定

員( 両固とも EIJ 名〉を超過した際は抽せんで参加者を決めて

お知らせします。

ｾ＠ i会員章」代金値上の件

当協会会員章( 純銀，造幣局製) は従来 ￥3EI J 円にて会員希皇の方に

配布 して まいりましたが， 製造原価等高騰により， 8月 1 日より l コ

￥反ゅに改訂させて頂きます。なお郵送の場合は，別 1<:: 簡易書留料共実

質￥ 85 を申受けますから ，あわせて御了承下さるよう願います。

4 万博写真集「架構・空間・人間」特別頒布

建築 B団体で構成しました第 2 回日 本建築祭実行委員会編さんの上記

写真集は公式記録として定価2C別 円で一般に市販されていますが，ち ょ

うど万博最盛期から 1 カ年経ました今日 ，会員の中で上記写真集の特別

頒布を望む声が大きいので，特別に下記により 8 団体会員に限り頒布す

るととしました。乙の機会1<:: 多数ど利用下さるようお願いします。

1. 特価 凶∞円 ( 送料を含む)

1. 期間 昭和46年 12月末固まで

( 申込は振替又は現金笹留にて所属団体に直接申込んで下さい〉

1. 日本建築協会会員の申込先 ・大阪市東区北浜3- 37 日本建築協会
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青年技術者のみなさまヘ

一一 「建築と社会」昭和46年11月号の

「第18回青年技術者特集号」の応募について一一

日本建築協会誌 「建築と社会」は毎年 「青年建築家特集号」もしくは

「青年技術者特集号」を企画 し，すでに 17固にわたって優秀な背年技術

者を紹介してきました。今回も . i青年技術者選衡委員会」を設けて，

選衡の上掲載する乙とにしております。

その選ぶ分野も ，設計だけにかぎらず， 都市計画，構造，施工，設備

などを含み，それぞれの分野から ，優秀な青年技術者を選んで，その不

断の研究努力とすぐれた業績を 「建築と社会」に掲載して顕彰するとと

にしております。

ついては，下記応募規定を参照の上， ふる って応募されんととを/

応 募 提 出 規 定

1. 応募される人は満35才までの青年技術者であって，本会会員に限る

乙と。

2. 原則として，本会会員であ るすいせん者を通じて応募の乙と。すい

せん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司なり上長

であるとと。すいせん者が学校教官である場合は乙の限りでない。ま

た本人が組織の代表者である場合は自せんとする。( すいせん用紙は

事務局にありますので，ど請求ください)

3. 応募者は，設計，計 画 ( 都市計画な ど) . 施工，構造，設備，その

他の分野にあって，なしとげたすぐれた実絞について，すいせんをう

け，下記の所要の資料を本会11 : 期日までに提出する乙と。

4. 提出された資料は 「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する。

5. i青年技術者選衡委員会」において選衡されたものは 「第18回青年

技術者特集J ( 昭和46年11月号) に掲載するともに ，記念品を贈呈す

る。

6. 提出資料

(1) 略 歴

本人の写真，氏名 ，生年月日，最終学歴，業歴，作品略歴など

• i 建築と社会J 特集予告

以下の特集テーマに関 して，投稿( 形式自由) を歓迎 します。

9月号 「軟弱地盤と震災」特集

1. 関西地方における史料から みた震災の可能性。2. 地質構造の特性( 大

阪湾にわたる断層問題な どを含む) 0  3. 大阪湾における表層地盤の特性

(埋立地 ・宅地造成地の土質分布などを含む) 0  4. 土の動的性質。 5. 軟

弱地盤と基礎構造物の地震応答。6. 地盤の震動特性と震害。

技術の頁 N 値の利用 。

10月号「変貌する建築生産」特集

1. 建築技術の変貌と方向。2. 建築材料の変貌と方向。 3.建築労働の変貌

と方向。 4. システム( ソ フト技術・管理手法) の展開。 5. 座談会一変貌

する建築生産と建築労働。

11月号「第18回青年技術者」特集

日本建築協会の行事として，すでに 17固にわたって行な ってきた青年

技術者の「建築と社会」誌上の紹介である。 設計，都市 ・地域の計画，施

工，構造，設備，その他新材料開発 ・著作など， あらゆ分野から青年技術者

を募り ，選衡のうえ掲載するも ので，例年15名程度の紹介となっ ている。

12月号「自然とレジャ空間」特集

沖縄から関西，長野にいたる島，海. 山の リクリエーション開発の諸
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(2)  選衡資料

(  i  ) 建築設計の場合

鮮明なる写真，主要平面図，概要，設計要旨，その他必要な

資料

( ii ) 計函の場合 ( 都市 ・地域の計画など)

計画図，計画要旨，その他必要な資料

( ii i) 施工，構造，設備の場合 ( それぞれの設計計画など も含む〕

上IL準じた資料

( i v) その他 ( 新材料開発，著作などを意味する)

それぞれにふさわしい資料

(3)  青年技術者としてのことば

青年技術者としての抱負，考え方，信念，建築観等々 (4∞字て

いど) 。

(4)  すいせんのことば

原則として，すいせん者によるすいせんのことば ( 120字ていど)

を添付の乙と。自せんの場合は不要。

7. 提出期間 昭和46年 8 月25日

8. 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9. 青年技術者選衡委員会 (46年度〉

委員長 鳥 国 家 弘 ( 神戸大学工学部教授 ・工憾 ・編集妥員長)

委 員 ( 股計郎門〉薬 袋 公 明( 日 1主役計 ・取締役大阪事薮所副所長)

11 11 山 本 純 孝( 安井建築設計事務所 ・取締役神戸事積所長〉

11 ( 計画部門) 今 西 祥郎( 大阪府企業局 ・調査室長〉

11 1/ 藤 田 邦 昭( 都市問題経営研究所・代表取締役〉

グ ( 緯造部門) 石 田 正( 竹中工務庖 ・超高層工事本館副本部長〉

/ 1  11 平 田 定男何回建築構造研究所 ・取締役所長〉

グ ( 設備部門) 長谷川 幸 雄( 接井建築設備研究所 ・取締役所長〉

11 11 山 本 憲、 三〈ヤマト電気商会 ・専務取締役)

グ ( 施工部門) 井 上 司 郎( 松村組 ・工務部長)

11 11 三好歓之進( 大成建役 ・建築部長)

問題をとりあっかう予定。

正月号( 昭和47年) =  i冬季オリン ピックと札幌」特集の予定。

2月号 ( 昭和47年) = 建築と社会誌は創刊 ( 大正 6 年) 以来本号をも っ

てぷね号に達するので. i600号記念号」として編集の予定。

- 日本建築協会事務局案内

日本建築協会に関するお問い合せは下記担当課へ願います。

社団法人 日本建築協会

〒541 大阪市東区北浜 3- 37 T  E  L  06- 231- 9648・9649. 9640・5936

振 替 口 座 大 阪39975番

取引銀行住友銀行高麗橋支庖・三和銀行高麗橋支庖・大和銀行北浜支庖

・事 業 課 見 学 会，講演会，展示会，説明会，懇親会，若い会員の集い，

講習会，工高生デザイン コンク ーJ レ，建築データシ ート の編

集出版，図書の編集出版，ゴルフ同好会

・編集課 「建築と社会」編集と広告， 法規委員会

・庶 務 課 総 会，評議員会，理事会，住宅委員会， 建材委員会，住宅展

会員の入退会文書の受付

・会計課金銭出納一切( 会費，広告料その他)

執務時間 9:  30- 5 :  30 
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- シ グ マ ー 卜 に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

・ 特 殊 絶 縁 防 水 工 法 ( 特 許 出 願 中 )

. メ ル タ ン 防 水工 法

題 ⑮ 年 の 実 績 が生

ｾ，ｾ・ト Ｎｳｐ 悶 ｊｾ ド ｊｾ ・フイン， .. 
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工工 事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別 ｾ＠ ヰ土 名 電 昔話 地区 ｾ ｉｊ 会 キ土 名 電 言活

北 海 道 日 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 幌 23 1ー 75 11代
東

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 清 水 45 - 2 2 2 1代

地 区 日 新 建 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所 札 幌 22 1- 5015
三 f言 建 材 工 業 株 式 会 社 盟 締 45 - 8 2 11 代

i毎 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 76 1- 6 18 1代

東 ｾｴ＠ { 言 栄 工 事 ( 株 ) 仙 台 出 張 所 仙 台 2 3 - 1735
東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 411 - 6 6 2 1

地 区 日 新 主 主 工 ( 株) 仙 台 支 庖 仙 台 25- 543 1代 1也 日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋571 - 554 1- 4  

伊 藤 建 材 株 式 会 社 東 京 842ー 143 1代

三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 85- 9 15 1- 3

区
宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 33 1ー 153 1代

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 387 1代

金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 363- 434 1代

近

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372- 0250- 3

関

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 082 1代 東 洋 建 材 株 式 会 社 京 都 36 1- 9 17 1

協 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433ー 196 1
4朋 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 22- 9 182代

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 東 京 883- 3 13 1代
歯車

中 村 j歴 青 工 業 株 式 会 社 神 戸 34- 5884

日 新 建 工 株 式 会 社 東 京 803- 2411 代

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 54 1- 3785- 6

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0 17 1代

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 2 2 - 3 9 2 2  

フ 空 パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 385- 278 1代

東
聖 子 ロ エ 材 株 式 会 社 東 京 444- 3531 代 1也

マ サ J レ涯青工業( 株) 大阪営業所 大 阪 303- 024 1代

掛 田 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 486 1代

マ ル 工 ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 458- 4841 - 3

藤 井 工 業 株 式 会 社 東 京 94 1- 027 1
日 新 建 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 54 1ー 1607- 8

富 士 工 材 株 式 会 社 東 京 634- 0 16 1代

区

日 本 綜 合 紡 水 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 329ー 1023代

i ai i 歴 背 興 業 株 式 会 社 東 京 362- 5697代

株 式 会 社 三 洋 技 法 大 竹 2- 5 155代

北 条 〉 歴 背 工 業 株 式 会 社 東 京 55 1- 2676
中

東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡 山 23- 118 1代

1也 マ サ J レ 波 菅 工 業 株 式 会 社 東 京 842- 63 11 代
国

設 永 建 材 株 式 会 社 広 島 6 1- 637 1- 3  

大 手 口 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 475 1代
i也

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 広 島 7 1- 4687

i歴 奇 怪i 材 株 式 会 社 東 京 861- 2706- 8
区

株 式 会 社 巴 商 会 宇 部 2 1- 0760

i歴 育 建 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 22- 9737 

大 三 工 業 株 式 会 社 高 松 5 1- 68 11代
四

石 田 題 材 工 業 株 式 会 社 高 崎 22- 330 1- 3

国

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 后 高 知 83ー 7328- 9

石 田 健 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖 埼 玉 3 1- 1225- 7 徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 徳 島 54- 4 16 1代

区

石 田 建材 工 業 ( 株) 宇都宮 出 張 所 宇 都 宮 33ー 7697

i也
株 式 会 社 マ J レ マ ス 河 野 商 庖 今 治 2 - 5000代

問 手 口 建 業 株 式 会 社 新 潟 45- 2251 代

区
株 式 会 社 山 本 商 会 松 山 3 1- 626 1代

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 4 1- 5 14 1代

九

安 藤 工 事 株 式 会 社 福 岡 28- 5207- 9

オヒ 石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23- 0775

株 式 会 社 北 原 建 材 商 会 鹿 児 島 23- 9395- 6

州 株 式 会 社 工 材 宇土 北 九 州 38ー 1468- 9

R違 有 限 会 社 折 僑 政 次 郎 商 庖 高 岡 22- 0999

i也
株 式 会 社 大 二 商 会 宮 崎 24ー 1625

1也 有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 23- 039 1
日 注 工 材 株 式 会 社 福 岡 74- 6665代

区 島 屋 建 設 株 式 会 社 金 沢 42- 5 15 1

区

日 新 興 業 株 式 会 社 延 岡 3- 2455- 9

、、

- 建設省東計第 240号 認 可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 干 f主点 2 - 21  - 28 日新工 業 株 式 会 社 内 地J古 ( 882) 2424 ( 代)

関東支部 東京町i足立区干f上京 2- 21- 28 日新L 業株式会社内 -;:1l i! 孟 ( 882) 2424 (代)

関西支部 ) c 阪市点淀川 18 : 端光通り ' -30- 2 1111 i 工業株式会社大阪支山内 ・ 世， ＡｾＨ ＳＲＹ Ｉ ＷＷＳＷ Ｈ 大代Ｉ

九 州 支 部 初 防l市大手門 1 - 6  Uffr 工業株式会社九州出張所内 電J 孟 ( 74) 3  4  6  1  

7  
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アスファルトの常識をこえた床舗装材

ココポ己 ｕ ド・マス ［Ｚｉ Ａｊｾコロ ｰ ・
( フリントコート )

福 高 工 業/ 札 幌 (561 ) 3217 

川 陽 光 建 設/ 仙 台 ( 22) 6278 東 京 (260) 2609

三 玄 産 業/ 東 京 (573) 7138

名 建 商 会/ 名 古 屋 ( 261 ) 3671 

ヒ' チ ュ メ ン 興 業/ 名 古 屋 ( 762) 1185

シ ェ ル 石 油 ・大 阪 発 売 所 / 東 京 (562) 4646

大 阪 (303) 7131 福 岡 ( 77 ) 1961

森 川 工 業 所/ 姫 路 ( 73) 3691

宝 辺 商 后 / 下 関 (31 )  1  152 

弾 力 性 ・復 元 性 ・耐 久 性 ・防 湿 性

にとくに優れ、常渇ての使えます。

各種工場、 倉 庫 、 駐 車 場 、 船 舶 な

ど の 床 面 に 広 く ご 活 用 く だ さ い 。

屋 根 の 防 水 に は コ ン ポ ジ ッ ト 防 水

( Compos i t es  Roof i ng) ・コ ンポジ

ッ ト・モ ノ ホ ー ム 防 水 ( Compos i t es  

Monof or m Roof i ng) を 、ど うぞ。

* 皆 様 に 御 愛 用 い た だ い て い る 「 フ リ ン ト コ

一 卜」 の 11乎び名が来庁しく「コンポジット」に

変 更 に な り ま し た 。

Ｎ［Ｎ，ＱＮ 厄誼椋ｾ書誌
本社・土木建設部

東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3-2- 5

電 話 (580)0111 大 代 表

札 幌 支 底 01 ト22ト 0141

仙 台 支 庖 0222-23- 7147 

名古屋支庖 052-582- 541 1  

大 阪 支 后 06-203- 5251 

広 島 支 庖 0822-28- 0581 

四 国 支l苫 0878-31 - 1821 

福 岡 支 庖 092- 28-8141 
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1 ' ( 疑などの投稿をお待ちして必ります.

道路位置指定の基準について

基準制定の 背景

処築基準法地行以来、「私道j' こ|期する規定につ

いては何ら具体的な基準もなく、特定行政庁の

内規としての「技術基準らしきもの」をもって

税証まで運用されてきた。それゆえ、再三にわ

たり具体的技術基準の略立が要望されてきたわ

けであり 、 また一方、近年の都市への異常なる

人口集中により生みだされた大部市周辺のスプ

ロー J レ化した市街地のほとんどは、この 「私道」

の指定によって生まれたといっても過言ではな

いとさえいわれている。そのために従来からの

右、ill の指定は、ともすれば例々の，建築物の接道

義務だけを与えて行なわれてきたきらいがある

ため、純々の問題点をかかえており、 J十両{ がJ な

市街地の形成が図られるような指定基準の (1判定

が望まれていたが、今回の改正基準法の施行令

にようやく指定基準が設けられ、都市計画法に

よる H日発許可制度の運用とあわせて、秩序ある

市街地の形成に努めることとなった。 だ が政令

の基準も全国一律にわたり運用されるために、

過管に悩む街と過疎に悩む街とは同一に 扱うこ

とには無理があり、それらの地蛾の特性に応じ

た令理的な私道網の構成が々えられるべきであ

り、大阪府 においてもこれを機会に政令の基触

をより具体化し、また大阪府の実情にあった- l ' . L .

i立の指定基準を制定し 1 月1 日より通用してい

る。なお各特定行政庁においてもそれぞれ基準

を定めているので注意されたい。

指定基準の要点

1  配置設計の原則( 指定基準第 2 )  

都市計画法の開発許可制度により、広道の指定

できる規t尖は 1，000m
2

までに| 恨られており、そ

れ以上は 開 発許可となっている 。それゆえ、大

|駒内‘ 下の ili 街化区域内について航慨がJ に秋i'{: あ

るIJ 日発を促すために、現在、市町村は幹線街路

網の務制 ｩｩ とともに、細部にわたる紺 ｬ 街路網のｾ，［長

11mにも力を注いでいるので、これらの街路網Jt.

阿に適令するよう配置すること 。

2 . 接続道路の性格( 指定基準第 3 )  

指定道路か核続できる道は中日只が 4 m以上のも

ので

①道路法、都市計画法、土地区間務理法、 In

11定地造成:i' J;;:m法によりっくりだされたもの

②n ! 1市計1国法が創刊される| 祭、卯こ相生したもの

③道路法、都市計画法、上地区画税理II 法によ

る・1 ' ; ; 震計画のある道路で 2 ヵ年指定をしたもの

位置指定をうけたもの

さらに中市長が 4 m米I怖の道で、

⑤都市計画法が適用される| 務に現に建築物が

立ち並んでいたもの

などの，怨築基準法 ｾ￬ＴＲ 条に規定する道にｼ拠って

いるが、その中で、とくに⑤に該当しない 1.8m

未満の車道などの取扱いについては、才r特子寺fA定主行政

庁によりまちまち也な点l

して 、 これらの巡は Ｎｭ ｫｾＱ 道路として認めないｽＭ［

}I である。

しかし市町付の釧街路計阿の' 1 ' で、この 1.8m

未満の皇道などを利用して 6 m以上の細街路を

築造しようとする ';1下町のあるものに限つては、

接続を認めることとしている 。

3  袋路状道路の基準( 指定基準第 4)

指定道路は原l ! J J として、その両端が法第42粂に

規定した道に接続しなければならないが、その

一端のみしか按統できない場合について、袋路

状道路の技術基準を定めたものである 。

1  . 一端が法第42粂の道路に媛統し、他の一端

が公図広場等避難上、通行の安全上支障をきた

さないものに接続できる場令には、その指定道

路の延長に対応した幅只の道路( 開発区域は、

1，000m
2

以内に| 浪られている ので、最大でも幅員

は 6 m位と思われる ) をつくること ( 図 1 )， 

凡 倒 閣 指 定 道 路

仁 コ 開尭区域

図- 1

II. 一端が法tii42条の道路に後続し、他の一端

が完全な行止まりのよ地か、または隣接敷地が

回、畑等となって将米宅地化される可能性をも

っ土地の場合、

①指定道路の隔只が 6 m未満の場合

指定道路の延長は 70mを限度とする。

延長が35mまでは行J i : りでもよいが、 35mをこ

えると 35 mの場所および終点にホ自動車の転回

減

できる広場等" を設けなければならない( 図-

2 ， 3 、 4 Ｉ。また隣 ｾ ｊ 也が問、畑等の場合 ｬ 立 、

隣接敷地境界まで指定辺路を t延長することを義

務づけており、その| 燃にはー毛地分( 約10m)

までは延長することを汗されるわけで、図 2  

の場合は延長は45 m、図 - 3 の場合は延長は80

m ま で と な る ( 図- 5)。

来 昭和 ＴＵ 年 ＱＲ 月 ＲＸ 日 ｩｬｬ ，没ＧＨｪ ｾＧｦ ，式首 Ｑ 同 ＳＷ 号により規定され

ているが、大阪府においては災怖にあわせ、道路形態とし

ての転回広場で総定した

同…

法

第

日

車

道

路

l 旦. .旦1

通 ｆミＺ一一 Ｇｗ 一 一一 一 ｾず

首n，.. -..............、 ノ忌)，_ ｾ ｬ，｜Ｚ Ｑ＠
ＧＲｾｾ 豆 ｚ ヲ 百 空 ｚ］ 空
車 Y 二ふ二 一一ニム ーど絹

遭 J . - / 〆- - . . . . . . 、、 応3

路ト-<::. . 一一一ーー 一一ーーー一一ー 二=“ 。

A '五35m C 孟 6m

ｂ ｾ Ｔｭ 図 Ｍ Ｓ

図 - 5  

②指定道路の l隔只が 6 m以上の場合

指定道路の延長は 100mが限度である 。

延長が50mまて・は行止りでもよいが、 50 mをこ

えると 50 mの場所および終点に自動車の転回で

法' - / 1  

飢 ¥ ノ 〆 1

‘12r?:亨7777ヲ7' 77777: l .

剣併記手引ｾ

道I /  ' - :  

路 / '- 1  

-
A 孟50m

図 - 6

ド?‘ ・ ..... 吋

;樫号
A お Om C ;: 6  mγ  

B 孟 . m 図- 7

;弱者
A 孟50m- z C 孟 6 m

B 孟 . m y 孟 6 m

図- 8 図- 9

る広場等を設けなければならない( 図- 6 、

7 、 8 Ｉ。さらに旗竿Ｇ｜ｾ ＱＱｾｊ 発 Ｈ 図 Ｍ Ｙ 参ＡＡＨ｜Ｉにお

ける進人道路で分111支点までの距自It が70mをこえ

る場令には、 50mの位世に l当動 !I1の転阿できる

広場等が必要となってくる 。 また隣接地が111、

知l等の場令には 、隣按敷地境界まで指定i立Eちを

延長することは幅只 6 m未満の| 努と同憾であり、

一宅地分 ( 約 10m) までは延長がJ午されるわけ

である 。

4  指定道路の延長の j去り方

指定道路の延長とは起点よリ終点ま τ' の距離を

いうが、既存の袋路:I}¥道路に彼絞する場イトには、

知定道路の起終点の長さに既存袋路:I}¥道路が法

m42条の道路と般紙している，1.1人までの距離を }JII

えた長さが延長とみなされる ( 図ー10 )， したが

って奥地の開発が予忽! される場介には、 卜分な

る検討をしてからでないと ITi Ii Uは決定されない

し、また道路に篠している‘ 上地の所有名ーとその

奥地の上地の所布者が 一 体となってｉｬｦ ｈｾ ，［Ｑ￯刊を

一一一『 巧ーえない| 浪 IJ ! 築地1m

Ｕｾ はできない状ｩＷＱ， Iこ

なるので注立を裂す

る。

5  道 路の各4構造 と幅員の j去り方等( 指定基 準

第 5 - 第 9 )  

il! j 告の交差古11分および1:11IJJI l'iI l分て' のすみりj の設

置 ｊ 主ｾＺ￭ＵがなされていることおよひＧ道路 ｎｬｩｩｬｩ の詳

細1が決められた。 また、 i道直邸E路各縦断勾配の-上1-.1限i浪民な

らぴに道E路各およひ

められた。一 万、 l隔只の法り }J は図一 11 に示す

.ilfl l) であり、 1' ，( /J 、l隔uは有効 4 m でI l 日発許可の

」がｾ｜と同 ー である 。 また、指定される範聞につ

いては、道路ITlii 只 4. 4m以上の道路については

辺路ITlii ｲ Ｚｴまでであ ＮＱＩ 、故Ａ止はイ ｔ 効 ｉ￞ ＯｊￌＮｬｾ 4  m まで

で。ある 。

U 型側溝

「こ2512二 1

図 - 11

6 . 標識の設置義務( 指定基準第11)

花、巡のti: J' IlJ.' i iT:を lよく w極的に知らしめる. ¥J ":I味

で、彩、 iti であるという得減を設泣することとし、

その設置位置については 図ー12のように指定道

E持の起終点の 11 につ

ー 「 阻 位 置

法l _ _  II  くような場所に ，没;泣

m し

剖: 二三室璽ヨ白: することとしている。

道r ...， 

路 L 一 一 一 一 一 . _ j 図 12

( 大阪府建築部開発指導課 鈴木映男 )

9  



ここにも生きている

匝=回:1 f 陥嵐

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

どんな 地 域 でも ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 地 工 実 結 を 示 し て い る の が

くビニロイド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っても 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビルにも ビ ニ ロ イ ド 2 号 による |リJ 水 工 事 を ご

J采 用 い た だ き ま し た

10 

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド |りJ 水 工 事 ・ ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事
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. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ
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読者の頁

口 「山パラスと山砂の活用を叫ぶ」

近くに，)'ftlHされ、無尽蔵ではないが、多hi に: 1¥るの

に、なせｾ ii1 i 問きれないのか。処築技師j./¥の111<を疑う .

山パラス、 lは山i幻l凶石3歩レは少な〈とむ j洗先t品縦4保若されねぱコン

ク リ 一 ト 工

てはいけ主な. い、 とｾｾＺｻｩｊ格化機 ＮＧＢ ｾこに ｊ 己主 ｼ 在してあるの

で 、 そ の と お り だ と 一 般，出築技術将はいじ込ん

で し ま っ て い る 。 だ が 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト エ ιJ';

でも、左官工事でも、i J f O 公はいけないとし、われ

ながら、ポゾラン、 ｦ､ｾｩ 楽土、戊此」 二 、その他を

ｩ｝ Ｎ ｕ ｉＧｬして、作業世 ｩ ニの ￞ｾ Ｚ ｩＱ室、その他の Ｑ Ｍ Ｑ (I(J で 使 用

されていることも・J' ; :J;fだ。

一 万 山 パラス、山高少は、たくさんあるのに洗う

こ と が で き な い 。 洗 え ば 泥 土 を 含 ん だ 水 が 、 田

畑 に 流 れ 、 者I1市 住 宅 に 流 れ 込 み 公 害 の 対 象 に な

る の で 、 そ れ は お そ ら く 不 可 能 に i丘、、。だから

建 築 技 術 者 は 、 た く さ ん あ る の に 、 海 洋 ま で 出

て、パラス、砂を求めて、漁業の ｉｬｬｾｾｾＺ を起こし

た り 、 人コン〈ラスと i1主 ん だ り 、 時 間 か ら の 輸 入

しかないと l叫 ん だ り し て い る 。 こ れはおかしい。

山 パ ラ ス 、 山 砂 を 、 そ の つ ど 土 木 建 築 に 使 用 で

き る 方 法 を 、 前 向 き に な っ て 研 究 し 、 実 験 を し

て、使用に踏み切ってみることを、. f ' L は IUI ぷ。

こ れ の ほ か に は 少 し で も 怨 築 資 のf直 下 げ の 方 法

はないし、今後の，往設工 ｾ ｊ Ｚ［Ｚ をより易〈すすめる

j j 法 は な い と 思 う し 、 や れ ば で き る こ と で あ る

とfヨずるからでもある。

花、は、 111 パ ラ ス に 附 着 し て い る 粘 土 ぐ ら い で 戸 斤

婆 の コ ン 7 'J ート 'irtH交を，' t ' ，せないことはあるま

い 、 多 少 減 退 は あ る と し て も 、 保 用 不 可 能 と ま

で に は な る ま い と 信 ず る 。 次に左' r -U 二'J'; の モ ル

タノレ続で山石少を Ｑｾ 用して、 ｬ 耐久 Ｇｩｲｴｬ ｬ 交の点で、お

そらくた住恨の姿するものを消失してしまうこと

もあるまし、 。 要 はtfμl ! i 仕機内の改訂のほかない

こ と で あ ろ う 。 だ が そ れ よ り 、 生 コ ン メ ー カ ー

のやる気にJ ¥}J待 し た L 、。要は、所裂の 'irtll 立と判

官1: をn1せれば、反対されることはないからである。

この公 述 を 盛 上 げ ま し ょ う 。 そ し て 大 阪 近 く に 、

無尽蔵に近し、 111パラスの採州場を数多く| 泊妬さ

れ 、 砂平IJ の 不 足 、 川 砂 の 不 足 の 緩 和 の で き る よ

う に む る こ と を 望 む も の で あ る 。 111ノ〈ラスむ地

表 l市 に あ る も の な れ ば 、 有 機 物 L 合イ了してもい

るカヘおそらく 50cmもt集いところのものは、キ屯

粋の中o' i t が 友 l耐 を 被 税 し て い る だ ろ う 。 そ れ ぐ

らいの村」ュの泣は、決して、コンクリ ー ト必 J交の

減 i且 に ど の ぐ ら い 作 用 す る か 、 あ る い は 食 品1子干

のコンク リ ートならかえって ｾｧｬｬ Ａｴを別すことに

も な り か ね な い と 考 え ら れ る 。 とくに L，， '8 工 ι J' ;

の モ ル タ ル 検 に は 、 も ち ろ ん 1; 少う〉と中，'d ニづ〉の' ，lflJ

令 に む よ る が 、 山 砂 と 称 さ れ る ，ml 立のものなら 、

セメントの訓慌て' 、あるいは他の令成砂11mの 添

加 でIljj ぐ こ と も 不 可 能 で は な L 、。 こ れ を 産 地 別

に、 111砂 と セ メ ン ト の モ J レタ J レと、 一 般 使 用 さ

れているいわゆるJ 1 1砂 入 り の モ ル タ ル 、 同 一調

子干のモルタノレ実験をしてみればわかるが、おそ

ら く 大 差 の な い 結 果 に な り は し な い か。 と なる

とあまり ｩ Ｇｬ ｾｩｬｬ しすぎたということになるか、ま

たは ｾｉ ｉ￬ ， ￯ｅ すれば差支えないと、あるいは左官工

事 は そ れ で 卜 分 と な れ ば 、 そ れ こ そ コ ン ク リ ー

卜界、友行; / ! ; の朗報になるだろう 。 だ が 、 現 実

に は か な り { 応 用 し て い る こ と も あ る こ と は つ け

JJ ll え て 泣 き た い 。

裂 は 、 大 手 を 振 って 使 用 で き る よ う に 、 山 パ ラ

スの J.J日発に、{ 七機舎の改訂に、 li 可11可きに望まれ

る よ う 、 建 築 界 に 希 望 を し て や み ま せ ん。 明日

といわずに現点からの出発を J UH寺する次第である。

( 鈴木忠五郎)

口全国初のアルミ合金製のアーケードー 一三宮センター街

仲 戸 製 鋼0r が 神 戸 di -=，p; センタ - l l i か ら 会IJi lfiJ

の ア ル ミ 令 金 製 ア ー ケ ー ド を 受 注 、 こ れ を 機 会 に

ア ー ケ ー ド の 設 計 、 崎 工 の一 指 受注 に 来 HJ した。

アノレミ合金をアーケードの締造材に使うことは、

消 防 法 上 不 可 能 と さ れ て い た が 、 千 子 成 繊 維 キ ャ

ン パ ス の 自 動 IJf. H別 装 世 や 、 消 防 JTJ の 鉄 製 橋 を つ

け る な ど の 技 術 開 発 で 日 本 処 築 セ ン タ -fi Wj 立得

伐会の市伐をノぞス。

ア ル マ イ ト JJll . J このため、而 f食 性 が 'irtl <、 r全 装 が

不! 革J。 悦誌のため、岡↑ I t I J のピノレのひさしにのせ

る だ け で よ く 、 工 費 は 安 上 り 。 プ レ ハ ブ 榊 泣 の

ためコ二JUJ も傾斜i できる 。 立 作 が い ら ず 、 銀 向 色

が 似 て る の で 尚 r，
t
fl1i の フ ィ ー リ ン グ づ く り に 役

立つという 。 こ の ア ー ケ ー ド は 、 市 街 地 改 造 ビ

ル の 31析と釣 l l W災 ピ ル の 41: 皆を結ぶむ の で 、

，'，':j さ 11m、111日11m、長さ 86m で、 ＪＧｐｾ コ 二 Ｇｩ Ｇｩ は Ｗ ， ＰＰＰ

万円。 7 JJ 点、 完工の予定。

( 写真 は 完 成 予 想 図 )

口 中之島センタービル近く着工

大 阪 市 お よ び そ の 近 郊の 都 市 再 開 発 な ら び に 環

境 務11iii に協力する・J'; : 1 f として計画された "1 ' 之μ

センタ ー ピ ル が、 竹 中 工 務 府 大 林 組 共 同 企 業

体 の 地 工 で 着 工 さ れ る 。 市当 }"j 、日本' ; I l ' ，[ e公主1:

の パ ッ ク ア ッ プ の も と に 大 阪 地 区 IJf. J ! i I ' ; ( 仰が処 .llt

す る 同 ピ ノ レ は 、 百 億 円 近 い 総 事 業 費 を 凡 込 む 大

引 プ ロ ジ ェ ク ト て ¥ 地 上 129 m 、351: 符処てとい

う 西 日 本 ー の 超 高 層 ビ J レになる 。

設計は、躯休部門を円本総: 合処築 'J';;{; Y 所、ぷ11ili

音I1門を日，怨，没，i 卜がれ l 当、昨年夏以米、作業ーをす

す め て い た も の。

建設予定地 の 大阪市中之 ｽ［ｊｾｊ 也区は、これ まで 北

の ビ ジ ネ ス 街 の 心臓 部 と し て rl' 似 機 能が 集 '1' 、

ｼ品 ｬ 西経済界に大きな ｾ［ｦｾ 特力を持 っており、現代

で も シ ピ ッ ク セ ン タ ー と し て 僚 め て 瓜 裂 な I也J説。

そ れ だ け に 同I也 区 イ 作 の 再 開 発 は 、 大 阪 の 近 代

都市脱皮 への，＼ロメーターにもなるため、 ｲｲ ｬｾ

イ 本 と し た 開 発 が 必 要 と さ れ て い た。

一昨 年 4 丹、日本' ，[ e ' ，! L 公社近畿電気i UI f.l! "j が '1'

之 ぬ 6 丁目にあった旧庁合から、; l ミ区! 馬場11I T の

新庁合に移・伝。 そ の 際 の 跡 地 約 11 ，161. 95m
2

を

利 用 、 組 ，Oj] 首ピ ノレを主j ) ; 設すること で l見1] 1可財界 の

ｾｾ見の ー 欽をみて泡、速に怨設計四が具体化した 。

手 始 め と し て 11;; 年 9 }-j 1 日に大阪地区J ) 日発株パ

会 社 が 設 立 さ れ 、 関 西 屯 力 、 住 友 銀 行 、 ==' 1' 11銀

行 、 大 和 銀 行 な ど が 似 鋭 的 に 参 加 し 、 ぷ 主 党 起

人にも l期 間 経 済 界 の ill 鋲 が 顔 を そ ろ え て い る 。

中 之 尚 セ ン タ ー ピ ル は 、 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 、 地 下 31:荷、 地 上351: 皆 、 延 べ 約 8 万m九 七 地

の 山 j交 利 用 を 踏 ま え 、 市 の 文 化 交 流 お よ び 経 済

発 展 に 氏 献 す る こ と を 目 的 と し た ほ か 、 ピ ノ レ の

公共性、 1丘公j凶f . i'r¥..)監 の発展、 r1j' の ns r1i  ，1I i 町、

再開発関与 ｦｬｗｾＱｽｭ に協力、 ､ ｪＧ民への税徒Ｇ， ＢＱＧＱＺ にポイ

ントを泣くなどの 内符を雌り込むこ とにしている。

地 下 は パ ー キ ン グ と す る ほ か 、 'J';13蛙 宅 、 ホ テ ル

(  般 と ユ ー ロテノレのミ ックスで714 ' 主) 、 会 議 セ

ンタ一、 i本fi 地 . { 生、名 j州 民 な ど を 収 谷 、 オ フィ

ス: 4! : 1日! とレ 7 リ ェ ー シ ョ ン を 有 機 的 に 結 び つ け

た米米/ 1 i ldi への機 能 形 態 を 網 羅 し て い る 。

.ij!，止 C'!I¥fifllll より

完 成 予 想 図
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住 民 参 加 の 都 市 計 画

高 橋 久 栄 ( )， lliZl(.fl 日m m導 諜 )

行 ＱＱ ， ｬ￭ の Ｇ Ｑ 三川王ｾＧＡ境 Ａ日 Ｑ 巡 ｪ が地 ｽＧ￮ 退学、知ー ｊ Ｇ［ 選挙の争点となり、産業優先政

策に大きなj } t'I'IJ が下されたことは勾新しし、。 人 II¥Jが 人 川 を 疎 外 し た 政 策

( 行 政 ) 一 一i，l，un知1・]¥の 万 築 を fH り れ ば 「サカ サ ? 行 政」 を 行 っ て き た

4占 拠 が 、 公 :; I;: I:.nMu であり、 1ト.宅1m地i で あ り 、 交 j泊11，:]題 であ リ、 こ れ に 対

す る 住 民 i!1ufi)Jの l長 IlfJ で あ り 、 そ の f:.'f#!ーがi越さi生の車N栄 である 。

さ て 、 大 阪 府 の 行 政 の 'k悠 を い 〈 っ か 拾 っ て み よ う 。

公 害 問 題一一一ブ ル ー ス カ イ ，11- 1'1可と3 う ス ロ ー ガ ン は 良 か っ た が 、 日 本

一 多い公: 占認定忠. r ，- を j 三み、 小 さ な 臼 は M と 太 防 が 欲 し い と IUI ぴ 、 カ ド

ミユウム米は ｪ 込Ｑ｜ＧＺと ｩ ￬Ｇ￭ＱＧｕ Ｂ￮ を，俗らせる ｩｯＺｾ［ ー、 ｌ 足立 ｽｊ があがらなかった 。

住 宅 問 題一一一千 単 ニ ュ ー タ ウ ン は た し か に 日 本 住 宅 i) fJ 発 史 の バ イ オニ

ア で あ っ た が 、 持 家 政 策 の if( 税 は I( ，f 1';; の 持 て る 府 と 持 て な い I習の 格 差 を

拡大させ、 (j '. 可三慎11' を似J 染 (I(j に 解 決 す る こ と に な ら む か っ た ば か り で な く 、

人}，J;.I; 仰向や住宅環境を与一服しない公符住宅の他設は、公在、j J j j 勤等屑住

条 ('1ーを似j交 に 低 下 さ せ つ つ あ る 。 またす号. r ，" I-'心 の 7 ス タ ー プ ラ ン や 戸 数

ｩＩ Ｇ￭ 化 主 義は、，ｧ［人や身ｆｩＧ ｾ ｉ ｾ ｻ￭Ｇを ｪＡ 付比する住宅処 ， 没とな り、 Ｇｪｾｬ '、 批 判 を う け

るが; 米一を '- 1ミん だ。

交 通 問 題一一一 )i 仰 の おかげで兵しし、 J 、 ィ ウ ェ イ が 鍛 怖 さ れ 、 歩:j 芭析も

f  

iN，山 できたが、この結決、 'I f . は. ; v，・しく m大 し 、初 公 ガ ス や 交 通-' J川主が乏g

m した 。 産 業 活 協 と 'Ii に，'; ｴ 処されたｻ， ＱＱＱＱ￯ 宅川は人 ＱＱＱＱ を路地ｾと地下に追

いベコることになった 。

こ の よ う に ゴ ー ス ト タ ウ ン と 化 し た 大 阪 の II rrを11T民 の も の と す る た め

に大改造する必裂があり、 ｉ ｬＧ ｩ 新行政のｾＧ￭ＱｔＺは市大という外はな ｌ 、 。

行 ＱＱ 市，ｩｊ阿 Ｈ ＨｕＮ［［ の正 ｾＱ 境づくりＩは、人 Ｑ ｭ を大 切にする ｵ 汀づくりであり、

他 肢 で 安 全 て"1，ん迎な生前環境を全ての人 川 に 保 障 す る j益法 25条 ( 生 存 権

一 邸 J党総 ) の /l J j題 として f立ii 'i づ け る こ と が 必 裂 で あ る 。

したがって、これは仰i I i ，J I凶 を 行 う た め の 、 法 :Iilll 付谷 や 執 行 者 の イ デ

オロギーカ' ) c きな 1/ 1] 足j となる 。

Ilf-J発のために、 U ! 也 や 文 化 財 が 破 壊 さ れ 、 産 業 の た め に 大 気 汚 染 や 水

質 汚 濁 が 行 な わ れ た た め 、 生 活 環 績 が おーし く 悲 化 し 、 こ れ が 人 I:¥J の 生 命

を ら む し ば み 大 き な 社 会 問 題 と な っ て い る 今 日 、 :1':11i I J づくりへの法本理

念 に ついて』工世IJ なJ ・J;i / l t をす べきである。

- 新 都 市 計 画 法 の 登 場

行II"i 計 画 法 は 大A 8 .11工にililJ A ! されて半世紀近くその役' ，'flJ を は た し て き

たのであるが、行 ｉｉＢｪ 化の ｦｾ ｬ Ｎ 激なＧｊ ｴ 展がいま、での法律の内作では処且Ａし

き れ な く な っ て き た 。

刊に過衝と過血ｉｩと凶土 Ｚｾ ｉｉ ｜ｪが Ｒ 分化されているとき、これに適応した

i-Hi l J が必裂であり、ニれがし、わゆる "j 街化反主主と訓i 終| 丘主主の区域区分と

な って あ ら わ れ た 。

"i 街 化 区 域 は 、 公 共 投 資 を初 版 (1リにh ，、荷11 ，li(l(j _U 也利 m を進める 一 方、

ｩＩ ｦｬＩｾ ， ｩＧｬ Ｇ＠ Ｂｦｩｬ ｩｬ ｬ ｬ 交をぷけ ｬ 己ＱＯ ＱＱ ｩＩｦｊＩｾを乍 ｉｉｉｗｪ にコ ントロールする区 ｉ 或であり、

他 ) j "i 街化，Ol ，j 1，l符区 I或は、 IlfJ 発を IJ;(IIIJ と し て 然 " し、 J; ! kH( I'-j 土 地 利 ITI を推

進 す る 区 J或である 。

この di 11i 化 I;{ 主主と "i i l j 化，a.' ，1快 I文 械の「似 ';1 きJ には 多くのI f IJ 紅i が あ っ た 。

まず、この医主主 ｬ 三分 は ＱＰ ＮＱＮ Ｑ 三 後の ｎｩｾ 、人 Ｑ Ｑ をｽ ＮＧ，透 すというアーパＯサ

イド の 問 題 をしてのみ処J " I ! されたため、ルーラ J レサイド 、ナチュラノレサ

イ ド の プ ラ ン ニ ン グ サ ー ベ イ が 全 〈 行 な わ れ ず 、1I .1j h [ i があったこと 。 っ

きＧに、 Ｂ￯Ｑ 釘化区域は公共投資をｦｬＧＨ阪 Ｈｉ Ｈｪ に行い生前五五Ｇｬ ＢＧｊｾ を終 Ｑｬ ｩｩｩ することに

な っ て い る が 、 公 共 投 資 の プ ロ グ ラ ム が i別 総 に さ れ ず 鋭 的 て あ い ま い に
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j")1か わ れ て い た こ と。さらに、 市 街 化 調 務 区 域 は l災 林 業 を 振 興 す る こ と

になっているが、 1災 林l政 策 の 不平Eは そ の ま 、 踏 製 さ れ た た め に j災民 の 峨

い不信と不 ｩ ， ｾｪ を ー ｊ ｦＱ激化させた 。 百 ｬＴ に、私権の ｉｦｪ ｉ ｊｬ浪 が大きく働き 利 告

がl 立 の 激化 が 行 主 わ れ よ う と し て い る と き 、 住民 の 1' 1 : 見は公聴 会 と い う

セ レ モ ニ ー で 士f じられた 。

このように ｲ ぉ ｊ ｾ｟ｊ の権力による強引なやり方の ＧＭＱ ｟ Ｇ で 押 しｪ｟ｦｦｩめながら

裂では地域ポス、公団、公社 ＧＺＮｴｩ 椛カ ｩ ｬｊｬ ｬ の喧 ｾ ［ ｊ＼は大中高に受け入れられ、市

街 化 区 域 が 大 き く ふ く ら ん で し ま っ た 。

料 Ｇγ イ ｉ Ｈｊ に ｌ 作ＺｅＱＡ ｬｦｬ 守 にも欠陥だらけの ｲｫｊ ｾ 引 き」は、づい 、 たことの芯一義

に JUl t#を か け ス タ ー 卜 し た と 言 っ て よ か ろ う 。

大阪府が ｫｾｬ￮ｬ きの伴示をした のが 、ＱｉｩＧＺｬ［ｦ日 ＴＵ 年 Ｖ 月 ＲＰ 日であるから、そ

れ か ら 早 ゃ 年 を 経 過 し て い る 。 この '1' で ど ん な 問 題 が 起 り 行 政 は 何 を

し て き た の で あ ろ う か。

まず、今回の ｫ､ ｾｬ［ 1きでネグレク卜されていた、ノルレ一ラノルレサイドカか、らの

フプρ ランニンクグ，サ一ベイを午特干に 1市!打i1街1釘削f刊イ化ヒ

ｦ域或ｼ内付の ｩ戦ド淡主闘時品削 ＨＱ的ド内《甘 ｊ川 Ｒ弘技［，ｾ例刈州辛列列 ｦ申制 ｬ ｬｩＱ 三手子法と して、 「屯 点 地 区 11日発プロジェク トJ という「大

阪 } J 式 」 を 従 楽 し 、 災 地 し て き た 。

. 市 街 化 区 域 の 戦 略 的 整 備 手 法

大 阪 府 の ，I-j街 化区 域 は 、 大 阪 市 、 位 '-1' 市 、 吹 111 -m 、守口i I l 等全域市街

化 区 域 の 郎T打 を 含 め て 全 体 で 約86 ，000ha ありこの '-1' に 未 利 用 地 が 3 万 ヘ

クターノレあるとされている 。 河 川 敷 、 池 などヂIJ) 羽不適な百1I 分 が 含 ま れ て

い る も の の 、 も し 住 宅 処 i設 で 組 め つ く す と す る と 150万 戸 が 可 能 で あ る 。

また、過去の ｊｾ 基地 紙 ｭｲｭｭ がＱｉｩＧＺｬＮｦ ｄ ＴＴ 年 Ｑ ， ＶＶＰ ヘクタール 、 ＴＵ 年 Ｑ ， ＶＲＲ ヘ

ク タ ー ル と な っ て お り 、 年 11'，) の 宅 地 i)日 発 ifo-h' WJ  2，400ヘ ク タ ー Jレである

ことなどから、{ ，II "i化 圧 力 を 受 け る 7 ス と し て 大 き 過 ぎ る と い わ ね ば 主

るまし、。 そ し て こ れ は 地 万 財 政 の JJl 状 か ら し て 公 共 地 設 の 経 備 拡 充 は と

うてい-mf : を干Tてるも の で は な L 、。

このことは、 昨日市計同法の目的である、 ( 1)道 路 、 下 水 道 の 務 備 を 効 率

的 に 実 施 で き 、 公 共 投 資 効 尋主の ri'l ヒが可能、 (2) ス プ ロ ー ル の II}J 止、 (3)都

市 機 能 の 低 下 の 防止と! 日l復、 (4)lclll lll トm の 計 間 的 誘 持。 (5)11日発 然 "ニ区 域

の 設 定 に よ る そ の 地 域 の 地価 の，官、惑fドJ上- 1l の li J J止、 (6)1災 地の!!¥f，f_止1子主的

廃 の 11)] 止、 (7)百1I "i 周 辺 紋 地 の 舵 保 等 を 向 ら な か1; 1 ; " 以来したことになろう。

こ の よ う な 大 き な 問 題 の '1' て吹}J 率的な地区強制I i 手法として巧ーえたの

が rITI/'!. 地 区 IJ fJ発 プ ロ ジェ 7 トJ *11i 助金ilillJ 文である 。 この ifi lJ I交 は 市 町 村

の 市 街 化 区 域 内 で 屯 .... 1. Ｈ ｉ ｾｊ 、 Ｑ 廷先 ＨＱ せ にＮｦｊ［ Ｑ 境計 画 プログラムを従定すべき地

区 の ，iJ i ，1可作成 1'i をl任が 2 分 の 1 flli WJ す る も の で 、 地 区 桁 定 の 基 準 と し て 、

( 1  ) 地 区 riIT-h'1が 20- 50ha であること 。

( 2) 百Il iIi 汁 附 が 策 定 さ れ て お り 、 緊 急 に 計 一 向 す べ き 区 域 で あ る こ と 。

( 3 ) 地 区 民i境 が お し く 怒 化 し 、 & 普 す る 必 袋 が あ る こ と 。

( 4 ) 地 区 の -1' 1:給 及び。れた の 同 (I(j が IYI縦 で あ る こ と 。

Ｈ Ｕ Ｉ 公共団 体 の ・ｬＧ ［ｾを供うこと 。

( 6) 地 区 住 民 の 協 力 が 外 ら れ る こ と 。

( 7) 地 区 住 民 的 安 求 が あ る と c 。

( 8 ) 地 域 開 発 の 波 及 効 * が 大 き い こ と 。

( 9 )  1泊先 がた が 5 ヵ ij 三1111 で 完 了 す る 見 込 み が あ る こ と 、 ヤ ト を 目 安 と し た 。

地 区 選 定 の J レールとして 、 「 司 Ｑ Ｎ 山ｊ 也 区税制 ｬ￬ 委Ａｾ会 」 を設誼し、府、， ｉ ￯

の行政サイドと住 民サイド の ヰ ｉｉ ｉｉ の， ｾｍ ｾｈｾ をとり協 力体 ￭ｬ ｩｉｉ のもとに行うこ

とにした 。



11(1手[145年 11: 9  n の 布Ii J Eチ n で実地が決定したため、 11年川 fド:J iI日WJ から、

"，. 1111 村 に地 区 選 定 を 依 頼 し、 IIIul 1fされ た65J也i乏 の な か か りJJ U也在147;さを 行

い 、 実 験 的 に 6 J也|玄を 決 定 し、 ' k 泊 した。 ニ の た め 、1付陀n民己参 }J加JI川の Ii川!日川!リ胤巡刈j に

つ い て は J地也区 i選芸主定i主Zカか、ら

き る も の で は な かつたが、 ff託会Jーを 2 地 区 に つ い て 紹 介 しよう .

地 区 選 定 の た め の 機 構図 1

1  . 信太 東 地 区 和 泉 市

1  ) 地 区 の 概 況

キ[f 泉 市 は 大 |仮 母 都 市 よ り25kmに {立 i丘 し、 織 物 とミ カ ンの 1111 として、

た、 絵 尾寺 、 地 福寺 な ど に 知 られ る如1< 歴 史 的 に Ib紡 ある IIIT として主" ら

れ、 JJL在者11市 化の彼 は そ れ 位大 き く な い がl ( !i llIJH5，と が 徐 々 に 進 め ら れ つ

つ あ る 。

，ｬｉ ￯ ， Ｑ 可 する 信太京 ｊ 也 区は 、 ｉｉ ｉ 欽 ｼ坂和 ｫ ＩｪＡ Ｎ ｬｴＱ ， ［ 太ＡＡｩ Ｑｾ ｊｬ ｕｈ ＡＮ ｊ 500 mにあリ、 It.j

fI聞 に住 宅公 団 的 山 内 同 地 ( 77 . 9ha ) がIJ f. 1発 '1 ' であ リ、 これに誘ゴとされて

民 11¥1企 業 に よ る 低 伎 の処 './13. Ｈ ￬ ｾ 定が Ａ日 ｬ 党さ れ つつある 。

地 区 内 の 土地平11I日は 、)(.f 件 住 宅 220戸 、 厚 生年 金f主' 1: ; 79戸、必 I也3，000

m
2

がある 他 は 凹知l'未fll ll lJ山 で あ る 。

道路 ｼ弘 ｬ 係 は 、地 区の 北 部を 求問 に松原 泉大ｩｊ 吋， ｾ ( ' PiHH Om) がー 百IIIl J
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地ｾＺｩ収 が ｩｬ 主 められて い るが 、地 区 内既 存 道路未税 制 ｩ￮ で ｬｾ いとはぷえない 。
出百11 ，打 ，iJ i ifij カ ウ ン セ ラ ー は 、' 手打、研 究 将 、 ')ミ:f:l5家てT て' 椛 jえ させ 、 行

2  ) 計 画 の 内 容

地 区 の 土地平IJ I日を大 きく 二 つ に 区 分する 。 つは 大| 如何 の 卜) c 放射 二

政 およひ' 1: H 己へ の ア ド バ イ ザ 一 、ア ンケートに 対 する わけ科 、 テ ー 7) J IJ デ

ス カ ソションへの参 ｽｉ ｉｉ 、ス ｉ ［ ｾ Ｇそ のプロジェタトの 作成指持句 、 打 ＱＱ 市 づく り へ

正当1状 線 で あ る 松 n;{泉 大 i Itk)j! が北 削;を .il!i i的 し、 大 阪 相 次 )i!1材料{の バ イ パ ス

で あ る 抑 小 回 線と 7 ロスする I也点 をIJ' 心 としたエリアと、 L う

ｮｬｲＨｾｬｉ ｌｩ ｆ￬ ｬ Ｎ ｊＱｊ 也 を 中 ， 心 とした ｉ 何百 Ｑ Ｑ エリアである 。

」ヒ;百;エ '1 ア ( C 地 区 ) は 、 l;玲線道 路 との |昨日系 から 、 if! j ［ｴｾ Ｎ＠ $ X6 、 ifiU凶

つは♀T

の プ ロ モータ ー の 役'，'IIJ を は た す もの で あ る 。

つ ぎ に 、，; Ii刊 の 巧 え ) i と し て は 、 |支1- 2 に示しているが、 一 つは l宇都

市 Ｈ 大阪市 Ｉへ 泊 Ｑ り ｾｦｬｊ 似 のため ｾＡｉＮｦ， 秋 ｲＭ ｲＭ な ｦｩ ， Ｇ 創出 発が ｩｾｩ しく ｩ 並 行 している

地区 で 、上ヒ鮫 Ｈｉ ｾ ｊ ｊｊ ｌ イ ｅ 未利 ｉｉｊｊ 也 Ｈ，ｩ ｬ 市町地 区 ｦＨｲ ￎ ｦｬＧＱ の 約 ＷＰ ＥＩ があ リ、下 をう

つ こ とに より miITj的 な fiコ宅地 を形 成 さ せ る こ と が l可能 な 地 区 一 「住 宅丘

地 型 」 、 もう 一 つ は、打11､ Ｂｉｉ｜ Ｑ 怜線道路沿 いにあ リ、 ｩｦｩ ｾ Ｎ￬ｬＡ￭、 業 務、 ショ ｹ

総，I立を 門己; 泣 し、南 大 阪 の ilI [i !u J.よイ万 セ ン タ ー と す る 。

ｉｈ ， Ｇ［ｬ ￭ エ リ アは 、 公 ｬ 才 ｪｦ ｪＺＧ 七 の ｊｬ ｾ ｦ ｮｲ ｊ と ｉ ｉ ｌｪＱｊＡ リに分け 、東 Ｑ ＱＡＱ ｊ ( A  J也l玄) の A 'J! I'

「 信 太 東 地 区 」 基 本 計 画

ピング 、ア ミューズ メ ン ト てｾｾ er-:; 3 次 産業 の 立地 が可 能 な地 区 一 「機能 立

地 型」 、さ ら に は 、 ill Jl!. 市 街 地や IJ' 小 高11r1i  ( 人 115 万 一 30万人 ) 駅 前 可

で再開発、 スラ ム ク リア ラ ン ス を 含 め て地 域 '1' 心 伎 を形 成 さ せ る ニ と が

可 能 な 地 区 一 r }jGj 設 税制ii ＡｦＱ ｊ の 三 つの ノ マ タ ーンに 分 ｾ ｮ して 行 う こ とにし

子 抜机イEi l日!J!.r として 相側I11
1
である

~。

.  

- ‘  
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計 画 の 考 え 方
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池 隣 接 地 は 、 池 か ら の 水 路 を 手IJ J I i して円 11 の あ る i丹地J を，il-jihj する 1住

吉 形 式 は 111ｉｾＧ ， ｩｪ 腕ｻ主宅で戸数はが Ｚｊ 1，500，; を処 J止する。

11司IIIIJ ( B 1也l疋) は、 i舞小回線沿いにゲタパキ，:':j} 内fO: 定 を 配 ;i'i し、彼り

の古1¥分 は コ ー ト ハ ウ ス を 500戸 ill ぷ す る 。 い ず れ ら l込Lt 同 地 万 式 を 巧 え

る

怜総 ｪｵｩｻｾ ｬＭ、はグリーンベルトを， ｩ 止け、 ｦｩＺ ' VJ; l  }J i : に文1; 択のないよう円山42

するととむに、 Ｇ ｉＡＮ ｪ 丘、ノ Ｇ ｪＨｾ 性 呼をＮｦ ｉｊＩＱＱ して ｩ 忙な ｉ 也 ｬ 人 ｬ にｍ＼ ｪｵ を ｅ 泣け Ｇ Ｑ ＧＮ 十円ｪ｟ ￻ｾ持

1長光を d 本とし、 I! [ 公ソ干の胡| 徐に勿めた d

3  ) 公 共 投 資 計 画

公 共 )jι 止| 見H : 系は、道路、公 1，(1 、 1.. ド水 jli を税制ii するむのであるが、

総・ ｉｾ ＧＮｻＮ［ＧｻｾＵ ，＠ 035( i  J j 川 に な る な か で L 、 道 路 関 係 が 1，385 ( i Jj 川 で む っ

とl ，' f ，いカペつぎに公 1，11 が 3 ヶ! 叶で564 (i );'1' 1、 F ノj( j uカ' 195 (i Jjl 'l ‘ 手と

ｾＺ＠ -) ている ＧＨｾｭ の Ａｈｬｬ 区分は、 ｬ 正 Ｑ ， ｬｲ ｪｾ ， ＢｈＧｉＡＧ Ｑ ト業で行うむの、第 Ｓ セクタ

Ｈ 手 ｕｊｪｈｈｬｲｬ ｩｉ ［ｦｊｾ ｋ K ) で 行 う も の な と IVI { i 在ではないが、利氷山ーが 5 (i 

);'1'1 J(.f 1，09U i J i l lJ、 IIi J が39 l i )j 川 と な っ て む リ 、 残 り は 他 人 全 で ま

か な い 保 川 地 処 分 で 似 i認 す る こ と と し て い る 。

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー J レについては、 A 1也|えの，'::j 1M ｦｩＺ 宅は弘ｾｾＮに Ｉ ｉ Ａｬ也 ｭＩＨ

をh ぃl I (l 利J49$1ーまでに完 f する 8 1也|天のf J I.;}11 tt ち| 司地 (J込ft トJj 1也) は、

1(11¥1エ ネ ル ギ ー の 活)IJ と特に住宅' ，M吹ーの 111 ] 凶から H行平1I 52年 ま で に 他 ぷ す

る も の と す る

C 1也lメの iAUlU"1: ; イJ l 、ンヨ γ ピ ン グ 、 ア ミ ユ ー ス メ ン ト と い う 惚 介(I(J1也

城小心十五は. 絵 JJ;tJ J.t 大 il¥線の処，; 止と、 I(.hi'fi ，' 七のill て 伴 え ，11'1，1'1 とのタイ

ミン 7 がI 1U組 で あ る が 、 い ず れ に せ よ fj ソむの跡地を干IJJTI す る こ と か ら II{l

干1150年 11 ＫｾＨに， ＺｉＧ ｬｉ ｬｲｬ をす、めるむのと Ｑ る 。

4  ) 実 現 へ の 道

E  こ のｼ日川 ｩ川 ｈ ゴ免 ｾＷ 口 ジ エ 7  卜f門作4乍"1成，)(: ，け|ド: に" ＱＧＱＧ州， Ｑ山川ｉｲ川 ｩ刊 ｬυｊ 地也ｼ以ベ山 ｬ件内人付 ｬ てＮｾ ＯｊＮＮ他 ｬιｩ 必 Ｑ印 ｬ巨，ＧＧＨ［色‘ ｾ［ ｉ ｩ の ｩ欣放 Ｗ党 ｅ釘ｻ的内 ｬ日附 ［ｈ制 ｾＮ ｊ ｾ允

カず勺Jι グ的〉らt L ておリ、 こ tれL をスト γ 7 さ寸せ士る

1バ巾山h打j宇，， 1川1，1川lii.υj，の 1I附;H別トH1，党/，;，;作午 11可r:J ill 伎 の '1' に、 .Ti..'，'.U山|メーJ l fl 党 7 ロ ジ ェ ク ト に j血イトする

j且Hリならびに条例の策定が必波: である ← つ ぎ に 今 1" 11'(1'111快. f ' 1¥予法を '1'心
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にJ j ' えているが、法王l UrJを 'j 'jl)J (I (J に で き る よ う に す る 。 た と え ば |二物 in

ｉ ， ｬｲ ｪ が雌￭Ｎｅした地区については収川対象 Ｇ ｉ ｾ :!/'i 及びゴポー抜き: i : i 収に 刈 する

i!iX -111.11'，' u' (を f' T う淳である。また liili fi'j 主N:i に つ い て は 、 ス ー ハ ー プ ロ ッ ク

リミイ子J免J也、品企 jrr ，l l'l ll 司l止ぴ1;ミfi ，1・Ijl 也の必! .f:..tカ
f

て

e

きるようにしなけi L ( ; f なる

ま L
、

フ ロ ジ ェ ク ト の 'J:i 坑 は ま ず 令 の 111山 i となるが、 補 助 金 ili ll 伐の的立; と、

J( .f' が 先 行 lf il. ｦｾ ｩ Ｇ を行うか、全叡 ｬ 先 行 Ｑ Ｑ 正 ｦｾ ｬ Ｇ -:'It を{米j : 市 し て ゆ く 必 't，ーがある。ま

たニi L と‘ ド行して本，;1ー酬 の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー J レに絞J j ;l 京 大 ij r線 写 の J(.f '1';  

淀 川 1
，
1' 1をf J f せて行うことがより効ヰ1的と巧・える。

公 I.fjil必山台! 司 J也と.-jI:，; 1聞によリ当，波駅句、 l羽人口は; 急速に W:JJII す る も の

と 与 え ら れ る の で 、 こ れ に と も な い 北{， ￬ 太駅前の広場の雌 仇 γ ，す ｐ ｦｬ ｬｦＮｭＧ ｬ ｾ

業の必ｾがでている。これについては ｬ 昭 和 ＴＶ 年度 ｊ 司貨を下Ｚ［，ｩｩしている。

2 . 下 馬 伏 地 区 一 門 真 市

1  ) 地 区 の 概 況

|勺兵 r1i(;!: 大 阪 J{.f でも I1企も早〈 行11r1'i i じめ);(YI 'j l を受けた n1Sr1i で あ る 。 こ の

ためn 11r1i ｊ ， ｾ然のないところに人 ＱＱ が洪 水 の 鉱 Ｑ < 流れ込み、 71<. 111 、i l l imは

また、くまに不良住宅で組ｾめつくされ、人 ｌｉｾ 缶 ｬ 文も Ｕ ＰＰ 人 Ｏ ｨ ｡ - 600人 /ha

と 門 点 の イ メ ー ジ は 日 本 イf 数 の ス プ ロ ー ルJ也
.m: となっている。

ドＮＧＮＡｾ伏地区は、 Ｑ 京阪証ＤＺＱ＼大相ｊｬｊ ｉ 駅と岡鉄ＩＧ，Ｍ ｉｉｉｈ ｏｩＡ ｦＮ 主道駅の Ｇ ｬ Ｇ ｉ ｬ｜ Ｑ でいづｩＮ ｌ

l， k
，'.
J  2  ｫｭ 離れており、ｾぃ駅勢閤外に立 地 しているため Ｑ｜Ｐ ＱＺ ｜ Ｑ 文化住宅、

住先住' 色町佐官没むそれ位. i f f i んでいず、地区内尚南隣の 1. 2haの小 'γ: 校 m

ｊ 也をｼ徐いては、 Ｘ Ｐ Ｅ が水 ＱＱ Ｑ 、 ｩｬｬｩ 池ｾ［の未利用 地 である。

地 区 の l相f ! l 1は 来 洋 ス レ ー ト そ の 他 の 工 場 群 が あ り 、 j J t:j ll1lJ は 大 阪 府 住 宅

供 給 公社 の 門 点 団 地 ( 31. 3ha 3，073戸) がある。

2  ) 計 画 の 内 容

地 区 は 、 市 街 化 法 十11区域の低品itJ 也である。 高11市 J 計画道路は、 」ヒIIIIJ に「会

ＮＮｪＭ ＧｮＮｂ 伏線」束Ａ日 ｉｊ に「八尾校万ｾ［ｬｪｬ ｊ がある。土地手 ｉｊｭ ，n- I，lij は1佐官を主体

と す る モ デ ル 住 区 椛 成 を 巧 え 、 住 宅 は 1 問 地300 ｭ Ｇ を ｴ 京市とする ｲ ｾＧ ， ｩｪ 級分

門真市土地利用計画



ＢｦＡ住宅 を Ｓ ＹＸ 戸， 辿設し、小Ｇ下校、 ＧＱ ド γＺ 校をは じめ 、保有 Ｑ ＮＺＱ Ｑ 、幼稚 ｉｾ ｉ ｉ を 作

1 ケ j好投 i丘する 。 近 隣 公 開 、 近 隣 セ ンターは 尚 業 施 設 の他、 医療施設、

rli 11':サ ー ビ ス 他 殺 等 を 配; 近し、地区外 とのコミュュティ形成を- ' 5'1. 邑し、

広 械，: li ，1ij と し て 位 世 づ け る 。 児 童 公 1，11 の 住 区 小 ブ ロ ， :7 4ft にーヶ戸川|ー114

ケ，i)j-を ，没凶 し、 こ れ を 結 . ;'*，kjli を 約 2，000 メートル設け、 di 11': の プ ロ ム

ナ ー ドとする 。

3  ) 公 共 投 資 計 画

公 J Ui 也ぷ税制i J の主主i記 れ が 、 ス プ ロ ー ル を WJ l と さ せ た こ と を 思 うと、 i自

路、 公 |州、 |ーf 71<. j uの 4問Ilil は lH42. に行うことが必吹: である 。 然 し 、 dilllf

村l ! - t 政 は 3 '，IIIJ (1 治 に 象 徴 さ れ る ご と く 依 然 と し て 厳 し い 王 礼 状 で あ る 。

公 共投資古n は 、 教 育 地z没'1'( 1 ，080 (i }il' l 、 近 隣 セ ン タ - 612( I }jl 円、公

1，11 ｾＡ， Ｇｈ ｉ ｉｩ￬＠ 1  ， 100 ( i  } j  ｲ Ｎ ｊＺｪ、ｻ好 ｾｲ ｴＧｬ ｩ 評 判 ｩ￬ Ｔ Ｒｕ ￯ } j l' J' !H，¥t 古fi35HH' . j となる 。 ニH を1(11

fl '1"' ，りに J央卸ーすると 14，300円 1m' となリ、 し か も こ れ は 現 地価li の" 式1下で

あ る か ら I也側の 一兆 常 な 」二列はこれを与I! に 刷 大 さ せ る む のと 巧ーえられる

4  ) 実 現 へ の道

J) ，J発，l li ，"jが j HI': ( 権平IJ ./"i ) の .ti: lI.!ii に 作 欽 し て い る か ;1i' か は 、 今 後 こ れ

を 実 税 す る ー1:: で 屯 裂 な で: 義をむつ. 勿 J例代似 (I() な P R 、;:1I. 1!} により怖平IJ

. n の な ，r置の }j 向転換を，j J るこ と む 場 介 に は 必 裂 で あ る が 、 権 利l将、 fj ，11':

を ｾＡｉＮ ｆ［似した， ｩｬ ・｜ｉ Ｇｩｪ は、地域社会を ｩＱ ｴ｟ ｦｩ しさせ、実現性をｼ珂難にするばかりで

なく、H 1J づく りのプリンシプルに反することであり| 点むべきとみえる。

こ こ で は 、 終 協 の 協 力 を 作 て 住 民 の .Q:II 波，UI，J伐 を し た 。 同 収 率 が29% と

低いため全体としてのな見として Ｑｻｾｩ Ａｬｬ ｊ することは危険であるが参巧まで

に 述 べ て み よ う 。

|泊先 を希 望! す る 人 が 圧 倒 的 に 多 〈 、 そ の '1' で い li の 指 却 の も と で 共 I，;J

して J)目 先 を 苛むき泣する人が約50% を II:jめ て い る。 ま た 土地平IJ)日の刀法とし

ては 、 一 戸雄同級ｻ玉三臼也が多〈、 ｊ ， ｬ ｩ ＱＺ Ｑ Ｑ￬ 、ＺＨＧｲｊｯｬＱｾ干の平 ｉｊｭ がこれにつぎ比較

ＨｉＨＩ ，ＺＧｾ＠ ， 、比 E字を示している。

し た が っ て 、 今後 は プ ロ ジ ェ ク ト を 地 iミl土ぴI l f m;業.ri に 術 倒 的 に P R

し協力を立芸品'1してゆく 必 裂 が ある。

5  ) 今 後 の 課 題

民ｊＱ｜ｪｊＩ ｦｊ 党 の誘導で 田 ｔ づ く り を進めることになると、ｾ ＧＱ Ｑ にきびしいコ

ン トロ ールが 必 Ｒ 兵であ ろう。特に ｉｬｦ ｊ ｾｕＱＧ ＧＧｲ で々える場介は、 ｉＩ ， ｊ ヲｉｴ， ｬＧｦ "T )主

主悼の l耐 1' 1を 1，000 m' から 300 m' ま で |マげる 、 f主宅}TJJ 也の j此f!l ; "IIH也m. 校 ( 1  

80 m' /  1  ｾ ｬ ｩｪ ｊ 也 Ｉの ｭＮ定、些 Ｑ (IH:Jil の J 行主E 、 I' ，': j さの Hl III 浪、 i立E特，マターンの 規

定 、 な ど j E主環境が維持されるためのi -Hi II J二の技術的 ，:/'; tJ . l . 定を B没 け る 必

裂 がある。 あ 2 に 公 共 用 地 確 保 の lll 阻 i である 。 公共 用 地 の Jr"仰を主宰劫に

す る た め 、行11 ｲｬ￯ ，￬ｊ問 決定を行う。 ＧｴｦＮ＼ＧＡＩＺ 倣似 ｊ レートのｾＡＱ Ｑ 化、強制収ｊｲｊの可

能 性 な ど が 巧 え ら れ よ う 。 加 3 に川 途 純 化 以 び 環J克 維 持の開催j である。

地 区 内 工 場 、 介1・II 等 不 通絡 主.I! 築 物 の 地 区外紗転とこれを惟i 1 主するため代

符 ｊ 也の碓ｻｾ、移転ＧｻＧＨに対する ｾｉｉ 山 Ｇｊ Ｚｊ ｩｉｉｊ 史、 Ｗ リヤーした跡地 の 処分刀法、

ｾｩ＠ 1  H(I 主t.，IJ- の i直川 の 可 能 性 な ど で あ る 。 第 4 に j5: ド森センタ一、コミュニ

テ ィ セ ン タ ー などの設世，n- ，凶を実現させるために l ( I/ IJli ;，(;"; 与をどう い う か

た ち で 行 う か で あ る 。 知 5 に I U己. 4hf占の ，，" 卜'.fT> I/ lH在j である。 ，l! -附 にわl し

て 参 )) 11 と協 力 は 勿 J命 で あ る が 、品ki 且17の 公 J 佐官 I也の官官! を di 11': :!lZ川 とし

て柿平IJ をfi ' {似 す る た め に 住 民 の j，j本(1()Ml 織 ( f 1治会 ) で こ れ を 行 う こ と

が可能かどうかの点である 。 ｴｮ Ｖ に ｩ 丘路燃や ｩｉｩ の先行に ｦ￯ Ｇ う不公ードの ｈｾｊ 泌

で あ る 。 街 路 に 沿 う権利J .fi' とjf t わ な い 怖手IJ .fi との 川 に 不 公 平 が 生 じ て く

る が 、 こ れ を ど う 弘 正 す る か で あ る 。 加 7 に 地 区 の 南 側 及 び*111リに工場

がi L J也 し て い る が こ れ を 附 i維する川越i で あ る 。 た と え ば グ リ ー ン ベ ル ト

を 確 保 す る 場 介 、 市 が や る の か コ ニ ぬ fltlJ に '{'efll を 持 た せ る か 、 持 た せ る と

し た ら ど ん な か た ち で 協 力 さ せf出るかである 。

以 l上- 多 〈の 向附'(.iυ決j犬とす べき }Hm川!日川!リJM逝I耳且必i.心!点4

エ 7 トを，ソj とfJ凡Lす る た め に は 、H川1日lけ ｉ 也 Ｖ附甘ｪｻｾ以 Ｔ の ｨ仰州 ＱＱ 川州 ｦやＢリ ｉ にか、つている。 この. ( . . ) の

Ｑｴ［ ｄｊｊ 、 Ｑ マＧＮＱＱＺが Ｇｪｾ < 望 ま れ る 次 第 で あ る .

- 住 民 参 加 の 都 市 計 画

百11市 計 画 は t HI': と 行 政 が J 長100J て。作成するものであ り 、 こ れ を夫 J. II. する

ために各地成地区，lli 銅 ( ン ピ ル ミ ニ マ ム) を 策定する必吹ーがある 一一ーと

いう忠 ｾｴ￟ のむとて Ｇｾｾｉ 回した ｲ ｊｦ ｻｬ Ｎｾ 地区 ｉｬ ｦ ｊＩＱｴ プロジェ Ｗ ト ｊ は ， ｪ ￭ｪｪ 主の如 ｉ <  

以と っして IJX; J); したとは; : ; えなし、。

これは、 ( 1 ) ，町村正の i三円 が di &ぴ コ ン サ ル タ ン ト に U!位ほ していなかっ

た こ と がj比大の IJ;-': 1人! であるが、 ( 2) ，制作 JUJ 川が制か、 っ たこと、 ( 3) ，iJ 

阿 にあたって Ｑ ￬ＺＱ ＱＧＺ との 按触がむたれず、 ｬ［ｴ ［ｦｾの刀法 Ｈ ｦＮ ＲＢ ｉｦ，Ｇ， Ｚｊ￯ ｬｨ ｬ t .筏) よ

リj丘少していないこと、 (4 ) 市川: f l() に地区，1 I i ，1I1を 行 う こ と 浮 ( モ デ ル プ

ラ ン ニ ン グ ) を 住 民 に 必 lijj ( P  R ) して いないこと. ( 5)  ，01，111: の私可決を

フィ ー ド パ ， : 7 していないこと 、 ( 6) ｉｬ ｦｊ Ｉ￪ｾ Ｍｨ は ， ｪｊ阿にｼ見 ｩ 係主＼ IjI .1e( I() 

に I)f J発 を し て い る こ と 、 ( 7) 1  J也l玄 100万円のぷl 1正刊では少ないこと 1・7

が! 瓜! 刈と辺、われる。 46if- I支 は ニ れ ら の 経 験 を ふ ま え 、 生 か し 、 の リ こ え

て j. f f i めることにしている。

きて、紙数の| 比l係 |ー結 論 を 12. ぎた L 、。 住 民 の LE' T : 柄環J -ft に 対 す る 不 1，時

や 吹ーボ が 集 I.I W) 、 組 織 的 に以イE化 し た も の が 都 di ，jJ ・阿 に お け る fi :. 1I': ill !UiJ

で あ リ 、 こ れ が 住 民 の 環 境 づ く り へ の エ ネ ル ギ ー に 転 換 す る こ と が{一E 民

参 加 の 郎市，n'iilij で あ る . そ し て こ れ に 市 新 自 治 体 が 日 'i 片 執 務 と し て 対 応

す る こ と が 必 袋 で あ り 、 住 民 の 自 治 体 へ の 協 力 と 参 加 、 つ ま り 、 住 民 参

) J 1 1 と行政参) J l l c 7 ) 相互の傍点こそ都市. j ! ' 阿の理念として位 i丘づけたも、。

然し、ｴｅ Ｑ ＱＧＺ安ボ は立場や 問題 Ｎｕｾｉ 放の ｪ 支介、職業や収入 Ｑ［ 初 日 などにより

バラバラであリ、J n 約化や統一化は| 狙維なことがある。特に、 foll d，地i没

収 1ijii.i 十回ゃ機能立地 ，l [ - 画のフィジカ Jレプロジェクトになると、 f' t 成派と

反 対 派 に 住 民相l' 花で乎IJ ｾｾ￬Ｍが対立することがあり、これら地域エゴイス・ム

をどう ｊ ｾ Ｑ ｪｩｬｬｩ し、判断す るかが ｩｦＨￎｾ な ｉｍ ｪ 組と主る 。 行政が行 ＱＱ 市［ｾ ｉ ・ ｾ ｉ 可 のイニ

シ ア チ ブ を と る t晶子千はこれらを公正に決断する主主任があり、これ を は た

す た め に は 従 米 の 上 位 下 迷的 都 市づく りか ら 、 下 位 上 達 的都 市づ く り と

いうアプロ一千の転換、 即ち、 よ り 住民 の 立場で者11市 を 考 え る トレーニ

ングが行政側IJ で 必 婆 となる。

き て 、 住 民 参加lの 行11 市 ＱＱＱ・ ｾｉ 可 の可能性はあるのであろうか。「線引き」と

い う 緩 め て 豆 大 な 問 題 に 直 而 したとき、 地 域住 民 の 代 表 で あ る di 、 l(.f;泌

会 議 只 の 発 言 や 行 動 は 有11 ，1，問 題 に 対 処 す る 長 期 展 望 と骨: i . J馴 攻 略 を 断 え た

も の よ り 問 先 の 利 益 に 億五官し た特 定 の 問 題 に 限 定 さt l ていたこと。 百11 ，打

/l JJ誕百や住宅 問 題句、にたづきわっている' 下おや研究- h や夫イ' f ，家 ( コン サ ル

タントＩの 中 から本質的かつ，治 則的 な ＺｏＺ ｪＮ ｉ ゃ ｉ ＭＺｊ ｊ 題 ＱＩｾ 起 がで、こなかった

こ と は 既 に ジ ュ リ ス ト No.476 で燃浜市の内総作之氏がi A べていたi I U リ、

大 阪 府 に 於 て も 然 り で あ る 。

このように、 都市環境、 foll r! i ，lI i'l 可に深 い問 題 ; UJ 離を持つべき」工場の人

i主が|比l心 を 示 さ な か っ た こ と は 何 を 芯 l味 し て い る の で あ ろ う か。

指 Ｑ Ｑ 市計画に対する住 民運動 は公害反対辺動をはじめ、区 Ｑ ＱＱ 可税理 ι ｊ ｾｾ 反

対、高速道路建設反対、文化財、* ' k J也破壊反対、市' ，[ l 撤去反対等，A題 に

・ ｊ ｾ 欠ぬが 、これらのー ｩ 阜の ｩｬｬｩ Ａｦ ｾｊ を 見 るとき、 休ｈｩ ｉｊ fIl lJ の 倣 憾 な 布Ildi ，ni'''1の

紡 栄 怨 起 す る 生 前 圧 迫 の Ifl 1収集 に対 する I;tl ，t 行 動 であ り 、 住 民参 )JII 'η 附

市 計 四 という 、w悩 的 、 主 体 的 に 山鹿 づ く り を 先 取 す る 姿 勢 に は 料 泣 い

! 惑がするのである。

これは反対運動をプロモートする指導. n あるいは組織の能力や体' l ' t (I(J

な 欠 陥 が あ る た め と す れ ば 大 安 な 11円胞 と 去 わ ね ば な る ま い

い づ れ に せ よ 、 行 政の占IITIl J I固 に 対 す る 広 報 活 動 を 千代似 (I(J に 行 う こ と

が 必 要 で あ ろ う し 、 住 民 サ イ ド む 行 政 を 民 税 し 、 発 言 し 、 行 動 す る 悠 J!X

を身 に 付 け る こ とが必攻・である。まして学 将 、研究- h ' は仰 ，Ii ，; ] i ，町は大γ ー

の キ ャ ン パ ス の ，ｉ ｾ Ｇ にあるのではなく、行 ｉｬ､￯ そのものであリｼ人 ｮ［ＱＱ に深〈汁＿

人 す る こ と が 必 必 で あ ろ う 。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

15  
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

上七:ill O. 5

断 熱

而七k

法 定 i耐 火 材 料

。

当

⑨ P O R Eぎ〉

和 歌 山 経 済 連 セ ン タ ー ・ 和 歌 山 市

設置十 鰍 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  コ":' 1!J J  J; 'Hii 'i を裂 す る す べ て の処 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 . :(1-) .'-11  'j'; .務 所 住宅 等

3  鉄 十! 大づk ll りの こじよよさ ・イ本行自' 1"; 等

4  'Ii 壬 吐 化 を要 す る 日 肘 位築 物 ・秋 ω地 慌 の 往 物

5  ｊ［ ｊｾ Ｇￌ ｴｬ 師、 ｊ Ｇ 火中 ＱＧＱ［ Ｚ ［ 立 の ｩｬｬｾ 勿

; 5- ポレ11/ ' 7ス 服 売 株 式 会 社

本 社 ー東 京 支1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピ J レ)

電 話 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4 5 I  

大 阪 支 1苫 大 阪 市 西 区 立 売 掘 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ピ ノ レ )

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 0 5 2 I  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビ J レ)

電 話 名 古 屋 ( 5 8 1 ) 代 表 7 4  2  1  



'Ii 孔と概安全としとしお送リ〈たさい

凡(flJ :  a.  ， ［ｲｲ ＱＧｊＧｊ 也 ｢ 主ｾｾ拒 ｉｍ ｉ ＡＧＡ C . 延 IMh'! d  

676 .  亀岡中小企業レクリェーションセンター I  677.  京 都 産 業 大 学 第 2 体 育 館 I  678 大阪日刊スポーツ新聞社北大阪支社

ム" . : K K 久 米 建 築 事 務 所

地一[ : KK 松 村 組

a.  )j ¥ r.! 11(. f(I色 1，Y.j rli 本 怖 町 千松

b.  1，512. 144  m'  

c  .  2，891.1 7'1 m倉

d .  R  C ;立、 2 F 、 1i m3 F' 

e .  II({ 引1'15t
ド7 J J -II 日制146tl'.3 I  J  

"止，，1- : 7 ジ タ 工 業 K K 大 飯 支 底

地 r. : 7 ジ タ 工 業 K K 大 阪 支1吉

a.  ＩｪＨ ｲＮｊｩ ｲｬｩＮ Ｑ ヒ ｬ メ ｊＢＩｊｉ ，， ｾｉｾ ｉ 抑 ｦＷｬｦ ｦｊ 也

b.  1，443.50 m'  

c.  3，:1&; .4.1 m'  

d.  S  R  C; 立、 2 F 、 1 ｭＩ ｒ ｃ ｪ｟ ｩｾ＠

e.  11日制1. 15$1三時 H 一日目制14611' 3  JJ 

ぷ，， 1' : K K 三 座 建 築 事 務 所

地iT . 松 井 建 設KK 大 阪 支 庖

a.  ｽ［Ｎ阪 ｲｬｪｾ ， ｩｾ Ｚ，ｩ元ｾ ＱＺｉＩ，ￍ ＱＺｾｾｴｬ 了 ｦｬ ＸＷ の Ｓ

b.  99.18  m'  

c.  810.36 m'  

d.  R C;;i、 7 F 、s 1 .  P  H(. J  

e .  11円相45年 5 J  J  ＭＱｉｻ ｻｦＱｬ Ｔ Ｖ￭ ｬ ｾ＠ 3  H  
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679 .  白 根 市 斤 舎 I 680 大阪市生野厚生年金高層共同住宅生野ハイツ I  681 .  四菱( 株) 箕面配送センタービル

ぷ，，( 坂 本 箆 名 夫 建 築 研 究 所

l品二[ : K K 干富 田 車且

a 新m U I 十Hrl i 大' { ; 仁3tH 1，235 

b.  1，695.43  m'  

5.199.68 m'  

R C;丘、 4 F 、P H 3

e.  II{{ 有1441
ド12}J - 1昭和 16i lニ3 JJ 

，st ，;1 大 阪 市 建 築 局

KK 大 阪 建 築 事 務 所

施工 : KK 竹 中 工 務 底

a .  ￀ 阪，ｉ￭生野区 ｬｾ 西足代町 ＵＱＳ の ｬ 品 Ｇｊ 血

b.  992 .521  m'  

c.  9，28卜343 m'  

d.  S  R  C  造、 I I F  

e.  II{{ 利 1.1"1' . 11 J  J  -l I f H1l 46
t
l'. 3  }j 

.{1;H : 住 友 建 設K K 大 阪 支 底

地主 住 友 建 設KK 大 阪 支 庖

a.  }c而，IiA阪船場繊維却期間地 25- G

b.  765.068 m'  

c.  5，164. 4ω m'  

d.  5  R  C品 G. HIA造， 5F . BI ，PH 4

e .  11日朝145$1' . 3 J I-II (l有146$1' 4 月

682 出 光 夙 川 社 宅 I 683 加 悦 町 農 業 協 同 組 合 農協 会館 I 684.  

設計 : K K 日 建 設 計

地 工 : 大 日本 土 木K K 大 阪 支 底

｡ ， 兵 ｊｩｉｾ ｾｉｉｉ 商 Ｇｈ ， ｬ￯ 他 Ｏ池町 Ｑ ＰＶ ー ｬ

b .  462.77 m'  

c.  2，313. 85 m'  

d.  R  C 造、 5 F  

e.  ＱＱ 自相 ＴＵＱｾ 9 月-11円相46年 3 F1

品 ，1 郷 田 建 築 設 計 事 務 所

京都府経済農婁協同組問連合会

地主 : K K 松 村 組

a  . 点目1I I(.f 日 淵 m; JJ l l 悦田I

b .  532.665 m'  

C .  1， 186.729 m'  

d.  R  C ;主、 :1 F  

e.  II({ 初15
1
j'. 7 J J - I 昭和461ト3 }J

大阪府営 岸部 1区高層耐火構造住宅

ぷ111' : 大阪府建 築 部 住 宅 建 設 謀

総工 ・7 ジ タ 工 業K K ; 大阪支庖

a  大 阪 府 吹 川 rlill ‘日1; 小路 352

b .  2，338 m'  

c.  19，827 m'  

d.  S R C;1i. 14 F .  P H  1  

e.  II{{ 千1I .llt j'. 12J J - II円相1.16tl" 5  }J 
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洗顔・化粧・はみがき用具がきちんと納まります

東 問 機 器 株 式 会 社

旧社名 東 洋 陶 器 株 式 会 社

阪市東区高際橋 5 の32 干 541

(06 ) ー 203 - 5701 

. 佐粧キャピ本v ト

Y3503 露出形 ・円形

￥7.  800 意匠登録出願中

直径582X厚さ 12白m

色 ・ア イ ボ リ ー ホ ワ イ ト

Y3502 露出形 ・角形

￥8.  800 意匠登録出願中

515 X 5 6 5 X 135mm 

色 ・ ア イ ボ リ ー ホ ワ イ ト

※ 浴室での使用はお避けください



クラスメート

75 ( 神 戸 高 等 工 業 学 校 昭 和 10年卒〕

すわっている人 左より (敬林略)

米 国 浩 太 郎 野村越えli 工業KK

島 田 儀 大阪府主 ｬｬ ，ｕｴＧ， ｾ ｾ ｦｬｬ 協会

勝 部 文 雄 KNill 築設計事務所

山 本 ト 塞 KK I珂相工務前

大 北 哲 夫 一三機工業KK

三 回 一 男 宅1m注築設計・IC務所

後列の人 左より (敬柄、略)

鳥 居 一 彦 Ｎｲ｜ｦ，ｩ ｡ｬｬｾ 設計・ ｉｾ 務所

大 熊 久 雄 ｋｋ 安井建築設 ｾｴ Ｂ ｊｾ 務所

川 上 三 男 KK 渡辺建築 Ｇ ｉ ｾ 務所

中 国 竜 輔 中If l主Il設KK

和 田 周 二 日本建設KK

越 田 正 勝 大阪市住宅供給公社

左 納 一 郎 兵一郎県住宅供給公社

Jに阪偽1 i I ( iii - 世 命 好 文 クラブ 町i 制46年 6 月22 日

1I ?1千1I 10年 3 凡 、 勝 取 ILJ 1Aの' 手合を巣立 っ たH干の 7 ラ ス メ ー ト は 27:r，であったが、 JJL街 地 や か に 清 限 し

て い る の は 2 1 r，の l侃々である 。 i五 秀 だ っ た 6 r，の学 友 を な く し た こ と は 、 同 窓 会 の }st ごとに i林 し く 忠

ｌ 、 ￭ｾ こしてはいるものの、 ｌｉ 文明変 、 大耳 ＺＡ＾ ｉ ｅｬｪ 成 主 Ｈ ，、そして終戦と、変動の激しかった ＳＶ 年を思えばや

む を 符 ぬ も の と あ き ら め ざ る を 符 な い こ と だ ろ う J 亦 球 会』 と: r，f. J け た 、 懐 し い ゆ か り 深 い 亦 瓦 の 校

合も、校長E も今はなく、 "1 巾 に'-; I'"f者 を 詔 "伏 し た 楽 し か っ た "1 生 生 活 は 、 泣 い 思 い で と な っ て 我 々 の 記

憶の ー隅 に 焼 き つ い て い る の み で あ る 。 か つ て は ふ さ ふ さ と し た 黒 髪 の 美 子T年 も 、 写 真 の よ う に 白 袋 、

禿 頭 の 1'1 " 株ある糾' 1: : に変 っ て い る の を 見 る と き 、 各 人 ど ん な 感 慨 を 持 つ こ と で あ ろ う 。

勝宮部日 文 雄 来京工大を半半業業f後表、 満 dチ州外州'"叫|トN、'1にわたり1 、終 l戦l践戎を外I地也でで弘むむ. カか、え込 食に買窮可しf往街主釘iii .頭R で似顔絵を{ 子川丹lけ咋iF. き、

引き t揚易げてきた。 1峨i減戊射f後圭一 H

4必佳i韮: 築‘ lβl可す務斉所に入社。 戦時， t，、川 111な航空機( 捕の現場で被爆、九死に 一 生 を 得 て 終 戦 を 迎 え る 。 戦 後一 時

建設会社にいたことがあるが以前の' f . - 務所に返り咲き、目下元気に有闘中。 越 田 正 勝 石 川 県 を 振

り!'H し に 大 阪 府 、 奈 良 県 、 大 阪 市 と 、 主 と し て 処 築 行 政 を 411当。 45年 4 月 、 大 阪 市 建 築 部 長 を 最 後 に

35年 の 役 人 生 活 を ま っ と う し 、 目 下 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 の 建 設 部 長 と し て 活 蹴 中 。 中 図 書室輔 卒 業

後 処 設 会 社 に 勤 め て い た が 、 持 ち 前 の i務オをさi三かして横浜市で金物商を開〈 。 そ の 後 建 設 会 社 を 創 設。

目 下 社 長 と し て 脊|湖rl '. 大 北 哲 夫 卒 業H寺は未 l摘発の j比 戦 先 と し て 場 逃 い の三 機 工 業 に 勤 め 、 規 格

サ ッ シ ュ の 開 発 の 先 鞭 を つ け 、 現 在 も な お 同 社 の 取 締 役 と し て 活 躍 中。 大 熊 久 雄 卒業ーと同時に満

州国に司苦戦。 戦 後 は 往 設 会 社 に 勤 め た こ と も あ っ た が 、 目 下 安 井 建 築 設 計 事 務 所 で 蚊 迎 業 務 に た ず さ

わ り 、 元 気 で 活 縦 '1' 。 三 国 一 男 生 粋 の 神 戸 っ 子。 終 戦 時 、 往 設 会 社 に 却J め た こ と も あ る が 、 設 計

予 務 所 を 自 営。 観 光 地 の ホ テ ル ， 悠 築 な ど に 独 特 の 作 風 を も っ て 活 隊 中。 左 納 一 郎 卒 業 後 の ほ と ん

どを岡山県、兵庫ｾｾの役人として勤務 。 目下兵庫県住宅供給公社の役員として住宅，勉設の 一 役をかっ

ている 。 島 田 儀 終 始 大 阪 府 の 建 築 行 政 に 参 画。 目 下 大 阪 府 怨 設 監 理 協 会 の 役 只 と し て 公 共 建 築 の

獄 埋 業 務 の か た わ ら 若 い 技 術 者 の 育 成 に 務 め て い る 。 和 国 周 二 戦 前 徳 山 哲 迷 附 に 勤 務 、 戦 後 は 建

設 会 社 に 転向。 ク ラ ス メ ー ト で一 番 年 少 で 美 青 年 だ っ た 彼 も 、 目 下 営 業 部 長 と し て 競 争 の は げ し い 建

設 業 界 で 脊|鈎: 札 鳥 居 一 彦 戦 後 Irhij州 よ り 引 き 防 げ 、 建 設 会 社 の 役 員 と し て 頑 張 っ て い た が 、 目 下

建 築 設 計 ギ 務 所 を 自 営。 生 来 の こ り 性 を 生 か し 、 個 性 の あ る 設 計 で 活 躍 し て い る 。 山 本 ト塞 戦 前

朝 鮮 総 管j符のお役人であったが、戦後北) ( ，司: より '1 1き 妨 げ 、 建 設 会 社 に 転 向。 学 生 時 代 剣 道 で 鍛 え た 休

力 と 気 力 を い か し 建 設 業 界 で 前 躍 中。 米 国 浩 太 郎 学 生Hキ代の新聞音[1の実紡をいかし、大手耳に入社

し た が 、 戦 後 は 建 設 会 社 に 伝 向。 目 下 野 村 建 設 の 役 只 と し て 頑 必 っ て い る。 ( 左 納 記)
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防水層の保護と軽量、断熱に

共 栄 の 1¥0ーヲイトコ〉タリート (歩…坊水下地用)

共 栄 パー ラ イ ト コ ン ク リ ー ト P C - D 工 法 保 用 的 京 都 工 ぷ 繊 紺 大 学

( 般刑 教 育 施 設 研 究 所 、 施 工 K K大 林 組 )

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1防水層めれj I えに使用し仕上モノレタ ノレの要らない金ゴテー

ノマッ仕上工法

・ デ y キ プ レ ー ト の 軽 設 化 ゃ 露 出 防 水 下 f也 、 ま た は 貼 物 下

地 に ナ ラ シ モ ル タ ノ レ の 安 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳下 地の省 力化と塩ビ系 タイル下地 の防湿 、防温、 軽量化、断熱( 結露防止) に

共栄の，芯ーヲイトモルタル

共 栄 J マ ー ラ イ ト モ ル タ ル P Mー C ( 符 iill タタ ミ下地 )r.i<J n

町住友1 1 1 . 工商品社宅( 設計施工 K K竹 中 工 務 院 )

P M- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボリ ュ ー ム の節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料の た め l汲温、 j広

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡 の 共 栄 パ ー ラ イ ト と 防 水 液 を使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 i混 気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材並 1 3  

( 比重0 . 85kg/ t 、 熱 伝 導 率 0. 14kcal / mhc)

姐・ｾ岨，、Ｍ 、ｾ・ ｨ ・夙Ｍ 、ｾ、Ｍ・ ｍ・ ｍ ・ ｍ ・ ｒ ・Ｍ、Ｎ民Ｍ岨Ｎ、ｾ・ ｾ・ｾ・Ｍ 、ｾ・Ｍ岨ｾ ・Ｍ・ 帆 Ｍ 岨ｾ ・ Ｍ・ｾ向田ｾ・Ｍ・ｾ帆Ｍ・Ｍ岨，、Ｍ岨，、ｾ民Ｍ幽唱民Ｍ、 ｡ 臥Ｍ、 Ｍω ，

遂 に 出 た ・・・ ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ンク リー ト下地の か ベ 、 天 井 のー パ ツ 11欠付仕 上 工 法

本オIf-'... .xキS4

化粧、吸音 、防湿、断熱( 結露防止) と多目的用に

- ベ ニ ヤ 仮 粋 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 l次

付して刺自It の 心、自己がない

・ かベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 否 定 洛 壁 タ イ プ の 表 面 強 度 の あ

るソフトでデラックスなムードである( ネオノ守ーノレスキ

ン の 特 徴 )

・ー 工 程 で 仕上 る の で工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・下 地 は ボ ー ド 知 、 鉄 板 頼 、 石 綿 板 、 モ ル タ ノレなど何 ん で

もよい

- 糠 i終色 20色と' 持別色もできる

ネ オ パー ル ス キ ン を ベ ニ ヤ fti 作 コ ン ク リ ート 下 地町天J 1 '

{ 吹肱し) 日空( 余ゴテ l'l' え仕上) 採mの凶' i ! . i トラピスト修道院

は主計 村野際主II 築 事 務 所 、 地 エ K K 竹 中 工 務 府 )

〉々炉
共栄パーライト販売株式会社 l

大阪市東区森之宮西の町ｾ｟ｅ J . ; I I . 代表 (941) 9 2 4 3
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。 土 地 は 誰 の た め に

戦 後 は も は や25年 を 越 え た が 、 こ れ は 日 本 近 代 史 のX 以 上 に あ た る 。 か く も 長 い 間 住 宅 型fg -IJ <M. い た し 、 そ し

てな お 当 分 解 消 し そ う も な い が 、 思 え ば 笑 に 大 変 な こ と で あ る 。 し か も 、 通 勤 雄 、 公 害 に さ い な ま さ れ る と

きで は 、 わ れ わ れ は 、 文 化 を つ く り 出 す 人 聞 の 英 知 自 体 に 疑 念 を い だ く 気 持 に も な っ て く る 。

以 上 は 、 土 地 所 有 権 の 絶 対 性 否 定 と し て 、 民 法 学 者 水 本 教 授 の 著 の 前 文 て “ あ る 。 大 都 市 周 辺 の 地1illi は 急 ピ ッ

チ で 上 げ 続 け て い る 。 土 地 鑑 定 委 員 会 の 第 2 回 公 示価 格 に よ る と 、 大 阪 地 区 の 住 宅地 々側 は こ の 1 年 1111で 20

% も 急 腕 し た 。

物1Il l i問 題 、 日H目 権 や 公 害 、 は た ま た iliiJx縫 築 等 諸 惑 の 根 元 と な る 土 地問 題 の 改 革 な く し て は 解 決 し な い の で

ある 。 土 地 改 革 は124地 改 革 の み で は な い。

わ れ わ れ 建 築 関 係 に た づ き わ る も の に と っ て も 問 題 は 重 大 で あ る 。 海 へ 逃 げ る 前 に 、 埋 立 て る iii rに 、 考 え な

くてはならない司王なのである 。

l { j i Xi にもど っ て 、 わ れ わ れ 人 1mに は そ の 様 な 英 知 は な い の だ ろ う か。 ( W )  

ＮｾＮ宮＾ＭＭ / ; ト量三

• I ‘ 辺、' - - 、0 = 司

.iill主)j 、. i i l l 学め屯11工、パスの室内 !J; i 筑 は 冬 よ り 夏 の 方 が は る か に 惑 い 。天 井 の 扇 風 機 が け た た ま し く 生 ま 払 よ い 風

と ほ こ り を 吹 き つ け て く る の に 、 : 容 がIJ 日い て い な い こ と が 多 い の は ど う い う 理由 だ ろ う か と 考 え て み た。 来

符が、

1 )  ｾ気が汚れていることを知らない。

2  ) 材ーいと感じていない。 鈍 感 で あ る 。

3  Ｉ 快 Ａｾｩｍｊ Ｚ交が高い、私だけが低いのか Ｗ

4  ) 不 快 と 感 じ な が ら し ん ぼ う し て い る 。

5  Ｉ 窓からの ｊｩｩｩｾ は援を乱すので好まない 。

6  ) 窓 か ら の 風 の 方 が 快 適 で あ る こ と を 知 ら な い。

7  ) 窓 を |剥 け る 方 法 を 知 ら な い。

8 )  ｲ めんどくさい、誰か ｉ ｾｆ ｊ けてくれるやろ」と考える 。

公 符 で い く ら 外 気 が 汚 染 し て い る と い っ て も 、 人 聞 の H乎l汲 で さ ら に そ の 上 に 汚 れ る も の で あ る こ と を 、 小 学

校 の と き か ら 教 え る 必 袈 が あ る と 思 う 。 窓 の 椛 迭 を 7 ) たやすく IJf. J き、 5 ) 座 っ て い る 人 に 迷 感 に な ら ぬ よ う

な 、 う ま い 設 計 の ljI の 中 でも、 8 ) と い う 建 築 の 学 生 の 答 を 11日い て 過 保 護 も こ こ に き わ ま れ リ と ，E、った。 少

し で も 快 適 な 環 境 を 求 め よ う と す る な 慾 と 行 動 が 、 今 の 学 生 に 乏 し い な ら ば 、 公 害 問 題 の 先 は H音い。 ( M )

令 夏 を む ね と す べ し

砕 き が こ た え る の で 、 今 年 は ク ー ラー をJ : ( うことにした 。 最 近 、 戦 場 の ビノレ、商底 、電 車 、 タ ク シ ー な ど 、

す べ て の 場 所 に 冷 房 が き い て い る の で 、 冷 房 装 訟 の な い わ が 家 で の 暑 さ が 余 計 き び し く 感 じ ら れ る 。 と し の

せいばかりではなく、人! 日lの 自 然 適 応 力 が 減 退 し て い る た め だ と 思 う 。

文明の発達は、車をｾｉｔＮ気や石 油 で動かすことによって、人Ａ日 Ｑ から歩くことを省こうとしている 。 自動機械の

発 ｉｾｾ によって人 ｉｬ Ｎ ｜｝ は力を使わなくなった 。 エネノレギーの 利 用が進んで、来さ暑さを省くことができるように

な っ た。 さ ら に 、 コ ン ビ ュ ー タ ー に よ っ て 与 え る 機 能 ま で 省 こ う と し て い る 。

そしてすべての建物は、省歩、省力、 ｦ 省来ｾ化に合せて建築されている 。 最近では住宅までに及んできた 。

冷 暖 房 の 効 率 を 考 え た 低 い 天 井 の 密 室 、 全 自 動 化 の 台 所 、 装 置 化 し た 勉 強室。 果 し て こ の ま 、 で よ い の だ ろ

うか。

一 方 わ れ わ れ は 、 自 然 の 適 応 力 を つ け る た め に 、 リク リ ー エ シ ョ ン や ス ポ ー ツ を す る 。 ア メ リ カ で は 「新 貧

乏 主 義 」 と い う 走rr 動 が 起 っ て 自 然 の 中 に 自 然 に 適 応 し て 住 む 人 有が地えている。

住 宅 を 含 め た 居 住 環 境 を 「 哀 を む ね と す べ し 」 と い う 徒 然 草 の 住 居 論 を ふ り か え っ て み る 必 要 が あ る の で は

ない fごろう均、 (  1  )  

や 富 士 山 と 空

珍 ら し く 天 気 の よ い 日 に 伊 丹 空 港 を 飛 び 立 っ た 。 行 き 先 は 羽 問 、 飛 び 立 っ と も う 琵 琶 湖l が 見 え そ の 先 の 北 陸

の 山 々 迄 見 透 し だ。

じ 何 11寺 も な ら 眠 っ て 居 る 処 だ が、 そ れ 処 で は な い 。 快 IIj 'f と は こ ん な 天 気 を 言 う ん だ ろ う 。 見 渡 す 11.艮 り 雲一 つ な

JJ 

サ

よ

n  

号

ま

で

上

J己

|川

氏

で

tl [  

d  

'" 

〈 、 空 気 も す ん で 居 る 。 何 も か も 笑 に は っ き り 見 え 、 山 の 色 がH良 に し み る 様 だ。

し ば ら く 飛 ん で し 、 る と ず っ と 左 手 に ア ル プ ス の 迷 山 が ク ッ キ リ と 見 え る 。 富 士 山 は 勿 論 で あ る 。

処 が 機 が 房 総 半 島 の 上 空 に さ し か 、 り 羽 田 に 向 っ て 左 ヘ タ ー ン す る あ た り か ら 、 東 京 、 徽 浜 のーヒ2Eにた、' よ

っ て 腐 る 赤 茶 色 の 人 工 雲 が 見 え て 来 た 。 い や な 色 の 雲 fご。

機 が 高 度 を 下 げ る に つ れ 、 71; 士山 を 人 工 芸 ご し に 眺 め る 結 果 と な り 、 さ っ き 見 た あ の き れ い な 12士 山 と は 別

人 の 、 赤 茶 色 の 茎 を い た だ い た 、 ぽ や っ と し た 第二 の 'l :X士 山 が 其 処 に あ る 。

東 京 、横 浜 の 街 は こ の 人工 芸 の下 にある。 しか も 其 処 に 私 達 の 生 活 が あ る ん だ か ら や り き れ な い 。

機 は ぐ ん ぐ ん 高 度 を 下 げ 滑 走 路 に 入 っ た 。 何 と な く よ ご れ た 世 界 に 足 を ふ み 入 れ た 感 じ だ。

空 港 か ら 車 に 乗 り 街 の 姿 を 眺 め て 居 る 内 に あ の 美 し い 富 士 の 姿 を 眺 め さ せ て く れ た 世 界 は 別 世 界 の様 に 思 え

る か ら 不 思 議 で あ る 。 ( K )
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本 社 大阪市北区梅ヶ枝町 1 0  8 番 地 新 悔 ヶ 怯 町 ピ ル 電 話 大 阪 ( 363) 3 3 7 1 代表
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資 料 請 求 カ ー ド

業本誌に拘載されている広告の詳しいカタログを御希望の方は下に明

記して下さい。

- 品名 ・社名

- 品名 ・社名

米本誌以外のカタログ入用の時は品名 ・社名をご記入下さい。

( 氏名) フリガナ : ( 年令)

( 勤務先) : ( 役職)

( 勤務先所在地) 郵 便 番 号 (
: ( 電話) 言市己外局番も

入のこと

( 自宅住所) 郵 便 番 号 ( : ( 電話) 市外局番も

記入のこと
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建言語と社会

表紙デザイ ン: 表紙デザイ ン小委員会 & 山元清量

転換期のニュータウン
即 時 Vol . 52 8  

会 告実務に直結した建築工事説明会( 第 l 回) r超早強セメントコンクリートにつ

いて」 ・滋賀県下「希望が丘青年の城」をはじめ 7 ツクスフ ァクタ ー. 1  B M 

の両工場の新築工事の見学会 ・兵庫県立近代美術館の見学と美術展示品の観賞

会 ・大阪東郵便局庁舎新築工事の見学会 ・新 しいコラム 「レポ ート」 欄の設置

について ・作品作風欄作品公募 ・昭和46年度一若い会員の集い一企画について

/ 第 2 回若い会員の集い「中国の古美術と名園をみる会J / 第3 回若い会員の

集い「宗教建築( 修道院，教会) をみる会J • r会員章」代金値上の件 ・万博

写真集「架橋 ・空間 ・人間」特別頒布 ・青年技術者のみなさまへ… … … … … … 3  

法令コーナー48. 道路位置指定の基準について( 鈴木映男) … ... ・H ・..… …… ...・ H ・. . ……… 9  

読 者 の 頁 「山パラスと山砂の活用を叫ぶJ C鈴木忠五郎) ・中之島センタ ー ピ

ノレ近く着工 ・全国初のア J レミ合金製ア ーケード一三之宮センタ ー街… … 1 1

レ ポ ー ト 住民参加の都市計画 (高橋久栄) … ……………・ ・… … … … … … … … … … 1 2

スケッチブック 最近竣工した新建築 9 点 CNo. 676- 臼4) … … … … … … … … … … … ・・ ・…… 1 7
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転換期のニュータウン

今 西 祥 郎

1. 団地からニュータウンへ

戦 後 の 宅 地 開 発 は ，公 営 住 宅 の 集 団 建設用 地 の確 保 に始 まった 。 そして昭和30年 の 日 本住宅 公 団 の 設 立 に

よって ，大都市周辺に集団の住宅建設が行なわれ，団地および団地族という言葉がジャ ー ナ J レズ、ムにとりあ

げられ，住 宅 対 策 に あ ら た な 第 1 頁 を 加 え る と と に な っ た 。 そ れ ま で の 住 宅 問 題 は ， シェ J レタ ー としての往

の確保と ，住 の 中 で の 食 寝 分 離 ・就 寝 分 離 と い う 住 ま い 方 が 問題 であり ，居住環境を対策としてとりあげる

ほどにはいたっていなかった。ただ，最 低 限 の 基準 ともいうべき「冬至 4 時 間 日 照 の 確 保 」 と 「 延 焼防止」

が公営住宅の建設指導方針として規定されていただけであった。 したがって集団としての住宅建設は ，た だ

平行に並べるだけのレイア ウト に終っていた。

昭和27，28年 の 朝 鮮 ブー ムをきっかけとして ，わが国の経済は，成長への道をたどりはじめ ，国民所得も

上 向 い て ， 基 礎 的 な 欲 望 が 充 足 さ れ る に つ れ て ，住 宅 問 題 は 深 刻 で は あ る が，単 な る 住 ま い だ け で は な し

住プラスアルファを求める気持が国民の中に生じてきた。ちょうど公団住宅は公的住宅でありながら ，公 営

住 宅 に 比 べ て 高 家 賃 と い う ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を も っ と と に な っ た た め ，その埋め合せとして団地の中に遊園

地 ，集 会 所 ， 商居等の公益施設が住宅とともに 整備 さ れ る 乙 と に な っ た 。 当 時 の 新 聞 に は ， 団地に住む乙

と，いわゆる団地族になるととが，新しい住まい方を享受できるものとして ，談 望のまな乙で見られた乙と

を報じている。

とのような住環境として必要な公益施設は，支持人口が増加すればするほど ，施 設 の 内 容 が 充 実 さ せ や す

くなる。大きな団地ほど ，教 育 施 設 ・購 買 施 設 ・医 療 施 設 ・厚 生 施 設 ・娯 楽 施 設 ・宗 教 施 設 等 が 整 備 さ れ，

スケ ーノレメリッ トの原理が働く。いわゆる団地からニュ ー タウンへと移っていく。

最 初 の ニ ュー タウンとも呼ばれる団地は ，昭和31年 に 大 阪 市 の 東 ， 枚 方 市 の 旧 陸 軍 火 薬 庫 跡 地 に 建 設 さ れ

た 住 宅 公 団 の 「 香 里 団 地」 をあげる乙とができる。面積45万 7 千 坪 ・住 宅 戸 数 約 5 万 戸 ・人口 2 万 人 の 計 画

で ，公 園 11， 小 学 校 3 ，中学校 1 ，市役所出張所 ・郵便局 ・マー ケット 等 の公共，公 益 施 設 が 建 設 さ れ た 。

表 - 1 ニュータウン計画の概要 ( 500ha以上) 昭和46年 4 月現在

| 千 葉 北 | 多 摩 | 千 里 | 泉 北 | 北 摂 | 西 神 | 港 北 | 平 城 | 高 蔵 寺

千葉県

東東給日本公京京都住都社宅住公宅団供

大阪府 大阪府 兵庫県 神戸市 日本住宅公団 日本住宅公団 日本住宅公団

事 業 主 体 日本住宅公団

千船葉橋市県印施郡
東八岡市京王都寺市多摩町

豊大阪中市府吹田市 大和泉阪市府堺市，
兵庫県三田市 兵庫県神戸市 市神奈川県横浜 奈良県奈良津市町

愛知県春日井

所 在 地 ，町
京精都華府町木

市

面 積 2，912  ha  3，014 ha 1，150  ha  1，520 ha  1，101  ha 642 ha 1，324 ha 636 ha  702 ha  

計 画 人 口 340千人 410千人 150千人 188千人 130千人 70千人 220千人 75千人 68千人

事 業 期 間 昭 ＴＴ ｾ Ｕ Ｑ
第昭 Ｔ Ｐｾ Ｔ Ｗ
Ｈｾ＠ 1次分)

昭 ＳＹ ｾ ＴＵ 昭 Ｔ Ｐｾ Ｕ Ｐ 昭 ＴＴ ｾ ＵＲ 昭43- 50 昭 ＳＸ ｾ

新開住発宅法市街地
新整開住発理宅法市，街区地画

新開住発宅法市街地 新開発住宅法市街地 新開住発宅法市街地 新開住発宅法市街地
区画整理 区画整理 区画整理

開 発 手 法

成線田空港新幹 京王線 阪急 泉北高速鉄道 神戸電鉄 神戸市営地下 横浜市営地下 近鉄京都線 国鉄中央線

多本摩新川線一橋
千里山線

鉄 鉄

南海高野線 国鉄福知山線

交 通 機 関
東鉄京都営地下

北大阪急行

小田急

大鉄阪市営地下
(計函中を含む〕

摩百合新丘線一多
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その後ニュ ータウンといわれるものは，千里 ・多摩 ・泉北 ・高蔵寺など続々と誕生している。( 表一 1)

〈註) ニュータウンは，次の四つに分類するととができる 。

① スプロールの防止と健全な市街地の整備および大量の住宅供給を目的としての総合的に計画された郊外住宅都市の建

設で， 既存の大都市を母都市とするベッ ドタウン

② 過疎地域の振興を目的 とし， 地域発展の核として開発するもの

③ 大都市の過密化対策と して，大都市からあふれる人口と産業を，都市施設の計画的整備と合せて独立した市街地とし

て収容するもの

④ ①，②および③のおのおのの性格を兼ねそなえた中間的なもの

千里ニュー タウンなどは①の類型に属する 。最近50粁圏外lζ 計画されようとしている大規模プ ロジェクトは，①，②の

複合的なニュータウン建設をねらっている 。

これ らニュー タウン実現の背景は ，人口の都市集中と世帯の細分化による住宅需要の圧力の増大 と， 所得

水準の向上にともなっ ての生、活の余裕からの居住環境への要望によるものである。その上， 大都市周辺の地

価の上昇が，団地を郊外へお し出していった。大量の住宅需要を充足 し， 良好な居住環境，整備された都市

施設を要望する住民の意向を反映させ ，かつ悪性な団地スプロ ーl レにならないためには ，計画的な大規模宅

地開発というととになり ，まさに千里ニュ ー タウンは，その考え方 Iζ 立脚した ニュータウンの トップバッタ

ーという乙とができる。

従来の区画整理や一団地の住宅経営という開発手法では ，ニ ュータウン開発手法には適さないので，先買

制度 と収用権を規定にもり乙んだ新住宅市街地開発法が昭和38年に成立し ，千里 ・多摩 ・泉北と ニュータウ

ンと呼ばれる大規模開発は発展し成熟期にはいったといえる。

2. 住宅産業と民間デベロッパー

過去15年間 ，香里から始まったニュ ー タウン 開発は ，1970年代を迎えて転換期にはいった といわれる。そ

の第 1 の理由は ，住宅産業をキャッチ フレーズにした民間デベロッパーの進出である。

日本経済は過去10年間 ，世界に類のない高度成長を続け ，1970年度の国民総生産 ( G N P) は24億ドノレと

自由主義諸国のなかで第二位の地位を占めるに至った。そ して情報化社会，脱工業化社会へ と新 しい未知の

社会への第一歩を踏み出した。 しか し過去の経済成長の歪としての公害や都市問題が新 しい発展への障害や

ブレ ーキとなろうとしている。過去の各時代の経済成長を支えてきた繊維 ・機械 ・鉄鋼 ・造船 ・家庭電器 ・

自動車という花形産業に続くものがなければ，わが国の経済成長は減速し ，不況に見舞われると言われてい

る。そ乙で新しい成長産業として経済界がとりあげたのは ，住宅 ・レジャ ー・ 海洋開発である。 1968年 3 月

号の中央公論に通産省の一課長が，自動車に続く取組むべき工業界の分野として住宅の工業化がある乙とを

提唱して以来，経済成長の新しい主役として住宅産業が論じられると とにな った。住宅問題は通産省からの

提唱をきっかけと して，住宅産業として経済界の分野で幅広く関心がもたれるようになった。

宅地開発の分野にお いても ，今までは ，日本住宅公団 ，地方公共団体等の公的機関が主役であり ，民間企

業としては私鉄会社以外はロ ーカJ レな中小不動産業者であり ，時には悪徳不動産屋と して新聞紙上をにぎわ

せる泡沫業者も多かったが，住宅産業の声がかかる頃より，銀行系 ・円財閥系 ・私鉄系 ・建設業系の大企業

が進出 している。

たしかに住宅産業の発展的傾向は否定する乙とはできない。最近 5 年間の民間住宅投資は ，名目年平均伸

び率 ＲＲ ｾ ぢで増大しており ， 1970年度では国民総生産 ( G N P) の 7 96，約 5 兆 l 千 5 百億円に達すると見込

まれている。また産業界のお手本とされているアメリカでの住宅産業の現状は ，わが国 との共通点も多い。

それは住宅の大量建設，建設労働力の不足，地価の上昇，民間企業に よる住宅建設，大規模ニュー タウンの

建設，そして住宅産業がシステム産業としてアメリカ経済にきわめて大きい位置を占めているととである。

「すべての産業がそうであるように利益は加工度を高めると ζ ろに生れる。また新しい加工の仕方を創造

する乙とにより ，より大きな附加価値が得られる。

土地をなるだけ高度に加工し ，最終需要者の最終欲望に密着するととろまでもって行乙 うとするのがデベ

ロッパーの行く道である。販売するものは『人間生活の施設および生活環境の総体』である J ( デベ ロッパ

一 日下公人著，日経新書;'112) といわれるように ， 民間デベロッパーは，住宅産業から都市産業へと「環

境ユ ニ ッ ト」 の生産 ・販売を企図している。

「
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3.  大規模プロジェ ・クト

第 2 の社会的背景として ，大規模プロジェクト主義の提唱があげられる。住宅産業の台頭に呼応するよう

に，政府は新全国総合開発計画を発表し，大規模プロジェクトが特徴的な開発方式としてとりあげられると

とになった。 1970年代の国際化 ・情報化 ・技術革新といった時代的背景に呼応して，国の経済ならびに国土

経営の生成システ ムを今いちどっ くり直すととが必要で ，そのための戦略的核として大規模プ ロジェクト を

意義づけ ，新しい社会への離陸手段とするというととである。

はたして ，住宅産業がわが国の経済成長の主柱となり，大規模プロジ ェクト が新しい社会への核となりう

るのであろうか。それには多くの壁があり，いろいろの問題を解決しなくてはならない。

その第 1 の壁は ， 大都市およびその周辺の地価の高騰である。土地を確保し ， 都市施設という加工を し

て，住宅需要者の負担できる価格で売り出すためには ，できるだけ安い土地を大規模に求める必要がある。

安い土地は ，都心から遠く隔ったと乙ろという乙とになり ，ス プロ ーJ レに拍車をかけるととにもなる。また

大規模化するためには莫大な資金 と完成までの永続性が必要となる。

遠隔化は鉄道その他の公共 ・公益施設の投資を必要とする。 50km圏を超えると新鉄道を敷設しても就業人

口のすべてを母都市まで運ぶわけにもいくま い。職住一体の ニュータウンを考えなくてはならない。しかし

わが国の社会的 ・経済的条件からは職住一体のニュ ータウンの実現がむずかしい。 ニュー タウン内 にできる

だけ職場を誘致する方策が見つかったとしても，全部の就業者を収容するととはできない。どう して も都心

までの通勤鉄道は必要である。その新線鉄道の経営は ，現在の運賃制度では成立たない。通勤新幹線の角本

構想のように土地価格に割がける方法にも問題がある。

との問題は鉄道だけの問題ではない。河川改修，上下水道 ，教育施設などあらゆる公共 ・公益施設の整備

についてもいえる。大規模化によ るメリットは，どの範囲までを分担するかによって ，デメリットにも なり

得る。

また遠隔化による大規模 プロ ジェクトは，都市的影響の少ない農村地域の住民生活，生活環境， 自然的 ・

歴史的風土に大きなインパ クトを与える。たしかに，大都市の機能分散と ，公共 ・公益施設の低水準にある

後進地域を開発するという新全総で述べられているマクロ的効率追求にはなるが，今までのように地域住民

の生活を犠牲にした開発は許されないだろう。

さらに大規模化のための資金調達は可能かというととである。住宅産業論の立場からは1970年代は泉北ニ

ュータウンの 3 倍 ，多摩ニュー タウン の 2 倍， 1兆円程度の投資は可能だ とみている。 I昭和30年の日本経

済の G N P 8 兆円 ，当時の最大投資事業は年産100万トンの鉄鋼一貫工場の建設が100億円。昭和44年の G N

P は50兆円で ，事業規模は東名高速道路が4，0∞億円，鉄鋼一貫工場が3，∞0億円 ，とG N P の 6 倍に対し事

業規模は30- 40倍にス ケー J レアッ プしている。日本経済の中では ，乙れだけの大きな力を集中するシステム

化が可能だ」という乙とである。そ乙で大規模プロジェク ト主義が提唱され，民間資金，技術の導入が叫ば

れ，民間デベロッパーの参加が必要だといわれている。たしかに l 兆円の投資は夢ではないだろう。しかし

住宅産業という華やかさ ，新たな住環境のイ メージ，高い生活水準への大衆的期待をあおる だけで ，環境基

準もなく ，環境全体の開発計画もない状況下で進められるとき ，それはまた新たな公害や ロス をひき起乙す

危険性をはらんでいる。自然破壊，欠陥住宅 ， 日照権のトラフツレなどそのような傾向が，すでに顕著になっ

てきている 。

4. 公共か民聞か

住宅産業論は ，住宅の分野にも ，市場の中で競走の原理を導入し ，消費者動向にただちに順応でき，技術

革新と創造性をもっ民間のすぐれた面を導入すべきだという乙とである。

しかし ，住宅は社会資本 として も，ナショナ ノレミ ニマム型の生活基盤施設であり，住宅困窮者への住宅供

給という社会的使命ともいうべき性格をもっている。民閣の利潤追求の対象とし ，競走原理の導入による住

宅生産は ，悪性スプロ ー J レと地価の高騰に拍車をかけ ，低水準の住宅困窮者を切捨てる乙 とになって望まし

くない。技術革新による生産向上によって起とったわが国の経済成長は ，競走原理のはたらく市場の中で，

民間主導型で行なわれてきた。それが公害問題や物価騰貴をもたらし ，庶民へ査がしわょせされている。住



表- 2 各国の供給主体別住宅供給割合 ( 人間環境の諸問題一社会開発調査団報告ーより) ( 戸数 1，000戸，割合 96)

国 見1) 区 分 1  9  6  0  1  9  6  5  1  9  6  7  I 備 考

〔 建 設 戸 数 〕 ( 1，296) ( 1，543)  ( 1，322)  

ア メ リ カ 公 共 3. 4  2. 4  2.3  民間主導型

民 間 96. 5 97.6 97. 7  

〔 建 設 戸 数 〕 (  307) (  398) (  420)  

地 方 公 共 団 体 43. 2  41. 7  47.9  

イ ギ リ ス その他公共団体 1. 5  2. 3 2. 7  公 ・民混合型

民 間 ( 援助あり〉 1. 6  l. 4  0. 9  

(援助なし〉 54. 7  54. 6 48.4  

〔 建 設 戸 数 〕 (  574)  (  592) (  572)  

公 共 団 体 2. 7 3. 2  2. 9 

住 宅 協 会 ・組合 26. 1  25.4  23. 0  

ド イ ツ (西) 民 間 71. 2  71. 4  74. 1  民間主導型

4. 3  5. 6 7.1 

4. 5  7.0 7.9 

〔 建 設 戸 数 〕 (  317)  (  412) (  422)  

改 築 4. 0  0.3 0. 1  

フ ラ ン ス

政 府 3.0 0. 9  0. 7 

政府主導型

公共団体 ( H L M) 30.3 30. 2  32. 7 

民間( 援助あり) 55. 8  55. 2  45. 3 

( 援助なし〉 9.9 13. 4 2l. 2  

〔 建 設 戸 数 〕 68)  97)  (  100)  

政 府 公 共 団 体 31. 1  4l. 1  44. 2  

スウェーデン 協 同 組 合 29. 5  22. 2  19.7 政府主導型

民 間 39. 4  36. 7 36.1 

( 援助ある民間〉 ( X94. 7) ( X 9l. 9)  ( X 89. 9)  

〔建 設 戸 数〕 (  591)  (  998) ( 1. 229)  

政 府 施 策 住 宅 37.1 39. 6 46.5  

日 本 5. 1  5. 3 6. 1  公 ・民混合型

18. 4 17.4  19. 9 

の 他 4. 2  9.8 1l. 8  

民 間 自 力 住 宅 62. 9  60.4  53. 5  

宅もそうなっては困る。スウェ ーデンの政府主導型といかなくても ，せめて公民混合型で住宅供給しな くて

はという考え方である。( 表- 2 )

わが国の住宅供給はすでに公民混合型でスタ ー 卜している 。一挙にどちらか一方に片寄らせるととも困難

であろう。その長短を生かした公民協調方式を確立するより仕方がないのではなかろうか。

5.  システム化

ニュ ー タウンが，過疎地域でしかも長期間にわたって大規模に開発されるとなると ，その開発区域内外に

いろいろの問題が起乙る。すでに過去の団地や ニュータウン開発での経験で ，定着人口の階層的なかたより，

周辺社会との格差，新旧住民の対立 ，関連公共 ・公益施設の費用負担など解決されなかった課題が今後 Ic 残

されている。 しかも基本構想，計画 ，事業 ，管理の段階で各種の専門家 ，金融機関 ，政府 ，地方公共団体，

民間企業 ，地元住民等の関係者や関係団体を巻き込む乙とになる。しかもニュ ータウン形成のテンポと地域

社会の変革のテンポを動態的にとらえなくてはならない 。そ乙には正確なシステム化なくしては進まなくな

るだろう。

6. 新 し い 開 発 手 法

ニュ ー タウン開発は ，都市開発事業であり ，住宅建設事業の数倍数十倍の複雑性と困難性をもっている 。

現在ある開発の制度としては ，新住宅市街地開発法，一団地の住宅施設による全面買収の方式と ，土地区画

整理法による換地方式がある。前二者は地主が開発利益を享受できない ，住宅市街地に限られ，総合的な都

市としての多様性がもたせられない。また後者は公共住宅団地の確保がむずかしい ，短期間 Ic 市街化される

保証がない ，鉄道 ・河川改修等の大規模関連施設の負担が困難であるなどの問題点がある。しかも全面買収

方式，換地方式とも農業との調整はむずかしい。

また新 しい提案とし て， ①通勤新幹線構想( 角本良平氏) ，②線状都市開発構惣( 山東良丈氏) ，③農協に

よる宅地 ・住宅の供給一一農住都市構想、( 全国農業協同中央会) ， ④開発保留地制度による特別区画整理事
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業( 建設省) ， ⑤東京開発株式会社格怨( 坂本二郎氏) ， @大都市地域の計画的開発構想、( 経済同友会)， ⑦

民間デベ ロツパーの活用による手法( 江戸英雄氏) ， @ 布石開発( ネッ ト開発〉構想( 上回 篤氏) ，@ 総合

的地価対策の提案( 新沢嘉芽統氏，葉山謙氏) ， @ 宅地難解消の根本構想( 根本建設大臣〉

などがある。とれらの提案は ，現行制度をベースにしながらその随路をいかに打開するかを手法の提案の中

に折込んでいる。換言すれば，その大部分は土地の問題であり，いかにして地元住民の納得の上に農地から

宅地に転換するかが問題であるととを述べている 。

ｾＮ＠ 新しい環境

開発する ニュー タウンの機能ないし装置化については ，多くの課題をもっている。

まず，新しい交通システムの提案である 。 自動車交通は ，高密度地域においては輸送効率，エ ネJ レギー効

率が悪く ，交通事故・大気汚染という公害をもたらし ，道路ノマーキン グスペ ース等の都市空間を必要とする。

またニュータウン内のパスによる循環サービスも，人件費の高騰などでその経営は苦しくなっている。ニュ

ータウンの交通計画は，新しいシステムとして考えなくてはならない。そのためには新しい交通機関の導入

が必要となるだろう。すでに自動車に代りうるものと して， 電気推進装置をもったものが開発されつつある。

また環境制禦 として，人聞の機能と能力を有効に維持されるための快適な環境としての温度調節が必要と

考えられるだろう。しかし戸別の石炭 ・石油の燃焼する方式は大気汚染の原因となる。家庭消費年間 1 人当

り約 1，000万Kcal に達する昭和60年頃を想定すれば，エネ J レギーを集約的に供給する地域冷暖房の方式 lζ 向

かわざるを得ないだろう。

生活水準の向上 lζ 伴って ，7. 1<の使用 i立が増大する 。東京 ・大阪のような人口集中地区では ， 自然の河川水

・地下水に依存する方式はもはや許されないだろう。用水の50%以上は回収水によっておきかえねばならな

い。また海水の淡水化利用の促進も考えなくてはならない。そして上水 ・下水に対して中水という水の再利

用が一般化されるであろう 。

廃棄物の処分に ついても ，まず塵芥を出さない方式が検討される必要がある 。また慶芥だけでなく ，ニュ

ータウン内に建設される建築物の改廃までふ くめた計画的廃棄処理をプ ログラミングしておかなければなら

ない。破壊工学や解体工学ともいえる施設更新計画が必要となるだろう。

情報の多様化に対応して通信ネットワ ークが必要となり ，有線テ レビ ( C A T V ) が装置され，ニュー タ

ウン のできごとが報道され，催し物やショッピングガイ ドがボタン一つで撰択できる ように なるだろう。

とのようなエネ J レギー， 7.1<，情報回線，交通などの需要によって ，人と 車の分離，給排気道などの施設が

必要となり，現在の共同溝の進んだ機能が持込まれるだろう。

また住宅は ，乙 れらの需要を受入れるためには ，木造 1 戸建では効率が悪い。どうしても共同化，中高層

化せざるを得なくなる 。中高層化は住宅スペ ース の増大と緑地の確保，住宅工業化のた めにも必要なととと

なるだろう。そのとき ，庭っき 1戸建を欲する消費者動向を高層住宅需要へどうして結びつけるかが大きな

課題となるだろう。

前述の装置化は，人閣の自然適応力を減退させる ζ とになる。また所得水準の向上に伴って ，消費生活に

ゆとりが生じ ，週二日休暇制の採用等に よって自由時聞が増大 し， 自然適応力を維持し生理的 リズムを保持

するためのスポーツ施設，レクリエーション施設が必要となってくる。

また ，所得水準の向上 と自由時閣の増大は，レ ジャ ー・ 社会的正義 ・知性 ・自然 ・情諸的美 しさ・人間の尊

厳などに価値基準を見出すようになり ，欲望の中心が，生きがいのある生活，精神的やすらぎへの希求と，物質

主義から新 しい意味での情緒主義へと座標を転換していく乙 とになるだろ う。 した がって趣味の会，ス ポー

ツ団体，クラブ活動を通じて人間関係を深め，新し いコミュニティの形成が期待さ れるであろう 。そ してコミ

ュニティ の内容がその ニュータウンの特徴であり ，新しい魅力となって人々をひきつけるととになるだろう。

以上，新しい装置をもった魅力あるコミュニティが周辺社会と調和しながら実現が図られるとき「ニュー

タウン」はその名にふさわしく，その時代を先導する住まいとしてまた環境として承認されるととだろう。

語審考文献 「住宅産業 j 竹中一雄編 東洋経済新報社
「デベロッパー」目下公人著 日経新響

「大規侠宅地開発の系諮」今西祥郎 住宅 V O L .20
「とれから の都市生活環岐 J 科学技術庁資源調査会

( いま にしよしお 大阪府企業局調査室長)



これからのニュータウン計

画の問題点

富 安 秀 雄

ニュータウンという言藁も，使われはじめて長く，日本跨と して定着しつつある。千里ニュ

ータウンも，すでに12万人近く の都市として，多く の人有がその中で生活を営み， 種今の問題

をもちつつ成長している。

われわれニューヲウン計画を中心に しているものにと って，この15年間1<1: . まさにニュータ

ウン創生期で，暗中模索してきたわけであるが， 全国にでき上りつつある大小さまざまの住宅

都市をみると，今後のこユータウン計画にとっての操短が，共通していくつかあることがわか

る。これを d 項目に整理して述べてみよう 。

1. まずその l は，ニュー タウンと地域開発との関連。

ニュ ータウン計画は ，次第に大型化しつつ あり ，その建設は ，ニュ ー

タウンを含む地域の土地条件を大きく変え ，地域を変質させる。かりに

個々の開発規模は ，それほど大きくない場合でも開発適地には多くの開

発が集中して，結果において一帯は変質する。したがって ，ニュータウ

ン計画は ，地域的 IC位置づけられ，その地域の発展動向との関速におい

て計画が進められねばならない。とのととは ，すでに前から唱えられ，

高蔵寺ニ ュータウン等では ，とくに強く意識されて きたが，ニ ュータウ

ンがその用地の入手条件からますます都市部を離れ ，都市施設の全く存

在しない地域に進出するにつれて，地域開発そのものがニ ュータウン計

画であるという理解のしかたが必要となってきた。・ ・・・ζ のようなニュ

ータウン開発地域では ，当然交通機関をはじめ . 7.1<. 文化施設等はない

し，その近傍の既存市街地は未整備の場合が多く ，ニュ ータウン計画に

伴う諸公共施設の整備は ，そのまま地域整備と考えられる。今後のニュ

ータウンは ，地域開発と してとらえられねばならず，地域開発，援備と

産業人口の展開は同義として捉えられよう。( 図 1 参照)

2. その 2 とし て，ニュ ータウンそのものの質の向上が必要である。日

本全体の生活水準の上昇に対応 して，今後のニュ ータウンは，住宅都市

として，乙れまで以上に安全で，健康で，快適で、，便利な生活空間を提供

する努力が必要である。自動車の危険のない ，安全な道や，広場 ，広々

とし た緑地，身近に設けられるスポ ーツ施設や遊び場，使いやすい施設

の計画 ，美しい セ ンタ ーの空間 ，能率よい交通機関のネッ トワー ク，い

ずれをとっても ，われわれのニ ュータウンは， まだ不十分である。より

豊かな生活空間 ，環境を目指すとき ，ζ れまでのニュータウンは，都市

通勤者のためのねぐらに等しかったという ζ とができる。さらに生活環

境と してニュータウン を眺めると ，そ乙には単調な ，ほぼ同一のデザイ

ンによる コンクリ ート 5 階建の白っぽい アパート の述続，同一配置パタ

ーンのくり かえ しがあって，学校もあ り， 商庖街もあったが，人閣の住

む町としての多様さや町の個性が全く失なわれていた 。乙のような意味

から ，今後ニュ ータウンは: w : と同時に質について考え られねばならず，

そのためには ，人間の生活が，注意深く検討され， ζ れまで抽象的に扱

われてきた生活を ， もっと生々 しい ， 具体的なものと して， かっ変化

し，成長するも のとして，捉えねばならない。

またニ ュー タウンに住む人々が常に変化し ていくととに対応して，町

そのものが，変化しう る方法が開発されねばなるまい。また ，とくに自

動車の増加が人の生活を脅している現在，歩行者や，自転車利用者にと

って使いやすく ，安全な住宅地の単位でニュー タウンを構成する乙とは

是非必要であり ，ま たパスや，ミニレールの効果的なネッ トワー ク，さ

らに高速な交通機関 との接合lとより ，ニ ュータウン内で，自 動車の利用

が不必要なまでに ，交通網とその体系を整備する乙とが考えられる。

また ，人間生活 と水，緑は密接な関連があるので，流れや池を設けた

り，豊富な緑地空間を極力増す ζ とが考えられねばならず，乙のために

も計画地の自然の保護と ，その利用は ，計画の主軸として扱う必要があ

る 。 ( 図 2 参照)
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図 1

• 

あるニュータウン開発例

L L では海沿いの既成市街地とニュ ータウン区域を結びつけ ，今後中間地帯 IC増加する市街

地の発展を誘導し，且つ既成市街地の中心部の再開発の展開 IC対応するため，都市軸と称する

開発を計画L . 乙 ζ に全壊を対象とする公共，公益施設帯を役け，またその軸 IC沿って高密度

住宅開発を行なう乙とを意図している。 E の軸心には，ミユレールを走らせて，交通機関でも

強〈 ニュータウ Y と既成市街地を結びつける。新設鉄道も E れまでのようにニュ ータウン区域

の内部I r 収めず，区域と中間地帯の筏点 IC走らせ，開発利益を地域のものとしようとしている。

図 2
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成田ニューヲウ ンの例

人口6万人 ・面積約500ha.

L L では図のようにパスの専用道路が計画され，各位戸から遣い所でも 2∞m 以内 ICパス停

留所が設けられている。また ，主ペデス トリアン は，最小幅口15mで計画された縁地の中 IC歩

行者専用路が収められてい る。図示のペデストリアンはすべて自 動車道路とは立体的に交差す

る。また主ペデストリアン ICは， 並行して自転車専用路が設けられているが，己れは歩行者路

とも自動車道路とも立体交差する。図は上が北となっている。

111111111111111111111111111111111111.111111111111111111111111111111111111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111'11111111111111111111111111111111111111111 

39 



3. その 3 としては，ニュータウンの維持管理への住民の参加の必要性

である。ニュ ータウンは，これまでいわば住民にとって，与えられたも

のであって. ，住民が積極的 lこニュ ータウンを創り上げる といったこと

は，考えられなかった。 しかし，ニュ ータウンを高水準の住環境 lζ 保

ち，さらに発展させるには ，どうしてもそ ζ に住み，そとを使う住民が

主体となっていかなくてはならない。 ニュー タウンの中には，ニ ュータ

ウンの住民だけでなく ，ニ ュータウン内外で，等しくサービスされる小

学校や，中学校等の施設もある。乙れらはいずれも ，ニ ュータウンが位

置する地方自治体により ，管理運営されるのが建前であるが，しかし，

ある閉ざ. された住宅地を対象lζ 設けられた純設，空間は， その住宅地の

住民と深い関係にあり ，乙の維持，管理には ，当然その住民の参加がな

くては ，その望ましい形での発展はあり得ない。また，現在の地方自治

体の行政能力，財政能力の限界を考えると ，身近な自分達の生活環境を

守り育てる主体は，そこの住民以外にないと考えられる。したがって，

乙うした住民が，どのような形で，それぞれの生活環境を守り育ててい

くかについて予め検討が行なわれ，入居の条件として，自分達の生活空

間の ，どの部分tζ ，どのように責任があり，どの部分には ，市町村が責

任を持つといったノレールが必要であり ，そうした住民の責任，それを果

していく組織の中に，乙れまでtの新住宅都市に欠如していた地域社会の

成長があり ，ニュー タウンが住民のものと意識され，育つ鍵があると考

えられる。いずれにせよ，ニュ ータウンは， それ自体一つの都市であ

り，その発展のためには独自の自治組織があって ，所在の諸問題の解決

にあたらねばならないが，一般にニュー タウンは，より広い区域の自治

体の一部分でもあり ，場合によっては二つ以上の自治体にまたがる場合

すらあって， ニュータウン自治の問題は混乱しているが，地域社会の構

成が，小学校区を単位とする近隣住区として実現しているニュ ータウン

では，住区単位の自治の可能性は高く評価されねばならない。そ して住

区自治会が，その内部の環境維持のための各積施設の設置や維持管理を

実行する主体となり ，その費用を負担し ，必要に応じて，地方自治体な

り国なりがそれを補助する形が望ま しい。住民の町づくり参加は，乙う

した形をとると息われ，乙うした方向が，乙れまでの与えられたニュー

タウンを住民のニュー タウンに変える乙とを可能にするものと考える。

4. 4番目には職騒とのむすびつきである。とれまでにも ，職住近接と

いう ζ とは唱え られてきたが，乙れまでニュ ータウンの職場は，一般に

第 2 次産業，工場を指す場合が多く ，住との近接といっても公害の問

題，工場の立地条件等との乙とから ，ニ ュータウン内 11 : : 設けるととには

種々の困難があった。ニュ ータウン内就業者のうち最も数の多い第 3 次

産業をニュー タウン内に設けることを考えても ，可能なものは ，住宅地

に直接必要なものに限られるし ，その中でも規模の大きい商業をとって

考えてみても ，その従業員は女子が多く ，ニュータウン内就業者の大部

分を占める ，いわゆるホワイト ・カラ ーの職場である業務施設は，都心

部立地性向が強く ，特殊なもの以外lζ はニュ ータウン内に考えられなか

った。 ζ の傾向は今後も続くと考えられるが，前述したように，ニュー

タウンの建設は ，地域の立地条件を変える効果をもち，大学をはじめと

する文化 ・教育施設やレジャー施設はニュータウン周辺に立地するし ，

工業でも，高次加工型産業から ，知識産業，情報産業， シス テム産業

と， 技術集約型産業への移行がすすむにつれ，乙れまでの第 2 次産業の

イメージとは全く異なる工業が出現しつつあり，とうした職場は，ニュ

ータウンのような高水準の生活環境と ，矛盾しないばかりか，そうした

環境が，乙れらの産業立地の条件となると考えられ，静かで，交通の便

がよく ，環境のよい場所であるニュ ータウンは ，乙うした産業や，その

研究開発部門を計画的にその内外{ こ誘致する乙とによって，職住近接が

文字通りの形で可能となると思われる。また ，住宅建設とも関連して，

住宅産業の立地もその周辺lζ 可能であり ，こうした職場を積極的にニュ

ータウンと組合せて開発することによって，ニュ ータウンは都市として

の機能と内容をそなえる乙ととなる。
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5. 住宅都市の建設を，公共 ・民閣の協力のもとに進める乙と 。 ζ れま

でも ，ニ ュータウンの開発は，公的 11 : : 行なわれることが多か ったが，最

近では ，民間でも ，かなりの規模の開発を行な う例がでている 。宅地供

給の統計からみれば，在来宅地供給の大半は民間 ICよって行なわれてい

るが，いずれも零細で，その開発は ，都市計画的には問題が多かった。

しかし，今後とも ，宅地開発は多くを民間の力に頼る乙とが予想さ れ，

民間開発のエネ J レギーを上手にまとめて，良好な市街地をふやすと とが

要望されるわけである。その有力な方向が，公 ・民協同のニュ ータウン

開発と考えられる。乙れは，公共 ・民聞がそれぞれ，単独に開発を進め

るための諸投資の損失を減ずるとともに ，新市街地の規模を極力大きく

し，同時に計画的 11 : : 開発を進行させる乙とに大きな意味がある。また，

実際開発適地は，公 ・民双方によって買収が行なわれていて，単独に大

きい用地をまとめるととが困難である という現実もある。とう した場合

には ，公共開発の分担と， 民間開発の分担がそれぞ‘ れ果す役割について

の方向づけが確立される乙とが必要と恩われる。私見では，総合計函の

樹立は，公・ 民協同して乙れにあたるが，町の骨格を作る公共公益施設

整備は公共側が行ない，また， 低所得者用住宅，施設の整備供給も行な

う。民間は ，中高所得者のための住宅，施設の供給を主体にするのが望

ましいと考える。乙れらの開発費の負担は，それぞれが分担するが，そ

の維持管理については，基本的施設は公共が行ない ，他はそれぞれが個

別に行なって，その特色をだすといった乙とが考えられる。

こうした公 ・民協同開発は， 住宅地開発のみならず， 前述したよう

に， ニュー タウン内の産業誘致や，各種誘致施設開発の場合にいっそう

検討が必要で，こうした協同開発によって ，乙れまでの単純機能の住宅

都市は，被合機能をもっ新都市へ，質的に発展すると とが可能となる。

乙のような協同開発の例は ，乙 れまでも皆無ではないので，乙れまで

の例を検討し，そのメリッ ト， ディ メリッ卜を十分研究して ，今後必至

と考えられる，乙の方向の開発の実現を進めたい。

6. 最後に ，段業との関係が大き い問題と考えられる。はじめにも述べ

たように， ニュータウンの用地入手が， 都市近郊で困難となるにつれ

て，その敷地は， 郊外に求められているが，そζ は，純農業地域である

場合が多い。

ニュー タウンの建設は，乙うした農業地帯の農民から土地を懇い ，同

時にその周辺の地区では開発の進行によって，地価が高騰し ，1災民の勤

労意欲は消失し ，地域は変質する乙とになる。土地を売り渡した農民の

生活をどうするのか，周辺の段村の変化をどう考えるべきか，区域内 11::

ニュー タウンをもった市町村の財政的負担の問題，ニュー タウン内外

の，諸施設水準の差をどう考えるのか等は，乙れまでにもすでに問題が

生じており ，その対策について，種々の提案や方策が考えられている。

乙乙では，計画的にニュ ータウンに大きく影響 している問題について，

今後の課題を述べてみよう。

ニュー タウンの開発による利益を，地域農民に還元する乙とが，土地

を売り渡した農民の生活再建の意味も含めて重要であり ，今後のニュ ー

タウン開発で，どのような方法で乙れを行なうのかが検討されねばなら

ない。

また ，ニ ュータウン建設に伴って，周辺部農地が市街地へ転換する乙

とが多く ，乙れを何らかの方法で コン トロー ルして，無秩序な市街地の

拡大を防止するとともに，乙れらも含めて計画的に市街地を考える乙と

が必要である。緑農住区とか農住都市という考え方も乙うした問題11::取

組む方策であるが，それなりに問題が残るので，乙れらを含めて新しい

解決が検討されねばならない。それととも I C 法的にも ，新住法と区画

整理手法等を骨組みとしながら ，懸案の問題の解決をすとしでも進める

新開発法が，より広い視野で準備されるべきものと考える。

乙うした問題は，いずれも ，はじ めに述べたように ，ニュ ータウンの

開発が直接開発対象区域を問題にするのでは不十分で，周辺を含めたよ

り広い地域整備あるいは開発として捉えられねばない乙とを示 してい る

ともいえよう。 ( とみやす ひでお 限市浦都市開発建築コンサルタンツ)



転換期にあるニュータウン

開発の手法

立 成 良 一

1. 序

「ニュ ー タウン J . それはイギリスのカリンパーノノレ ド， ミルトン ・ケ

インズ，アーヴィン などでみられるような ，聡窃と住宅とが一体となっ

た，いわば自給自足的な独立都市をいうのであろうが，ニュータウンの

もつ意味は ，それぞれの国および都市がもっとも必要としている社会 ・

経済的価値判断および社会的背景により ，おのずから ，その性格や目的

が異なる。事実，各国でニュー タウンと称せられているものを ，形態的

に分類すると ，独立都市 ・住宅都市 ・拡張都市等κ 分かれる。わが国に

おけるニュ ータウンとは ，千里，泉北，高蔵寺，多摩などでみられるよ

うに ，既存の大都市の周辺部において，人口の集積の上lζ ，業務，商業，

流通等の立地を誘導する住宅都市の開発がニュー タウンの定着した概念

となってきている。しかし ，乙れらの ニュー タウンも形態的には ，ほぼ

同じようなものではあるが，事業実胞の方法はそれぞれ異なり ，また，

特徴をもって進められている。事業実施の方法，通常 ，それを開発手法

と呼んでいるが，乙の開発手法についても ，厳密な定義つけは過去には

されていない。開発手法の定義を非常に広範囲にとらえると ，ニュー タ

ウン実施に伴う ，法的狼拠を何lζ 求め ，用地取得の方法をどのようにす

るのか， などから ，各施設計画の コミュニテ ィープラ ン，実施計画に至

るまでをいうのであろうが，乙乙ではわが国における ，ニュー タウン実

施上，もっとも困難かつ重要な問題点である，用地取得の方法について

考えてみよう。

2. 経 緯

わが国における住宅，宅地の大量供給がニュー タウンとして形づくら

れたのは ，ごく最近の乙とである。乙れに至る経緯をながめてみると ，

昭和25年の住宅金融公庫の誕生，翌26年の公営住宅法の成立によって，

集団住宅の建設も次第にその方向がかたまりつつあった。乙の頃は第 l

期の住宅難の時代といわれ，住宅数の絶対的不足により，もうれつな住

宅難をひき起乙していたが，宅地難としての問題はまだ表面 IC表われて

いなかった 。 しかし ， 昭和 ＲＷｾＸ 年頃から ， 朝鮮戦争の影響を受けて ，

日本経済は成長のきざ しをみせ，以後，高度成長の道を歩むととになる

が，昭和29年には . I公共施設の整備改善および宅地の利用の増進を図

る」目的で，土地区画盤理法が公布された。乙の土地区画整理手法は，

元来，西 ドイツ等で盛んに行なわれていた手法で，スプロ ールされた ，

既成市街地などの土地の区画を整理する目的で，土地所有者に適当な率

で土地を供出させ，それによって道路，公園などの公共施設をつくって

いく手法であり ，現在においてもかなり多く用いられているのは周知の

とおりである。

その後，昭和30年には ，日本住宅公団が設立され，わが国のニュータ

ウンのはしりと なった，香里団地が，土地区画整理手法により出現する

のであるが，昭和30年頃をさかいとして，地価の値上り率は ，卸売物価

指数を上回 り，日本経済の成長に引きずられ，急激K 上昇 した。 ζ のよ

うな状況から宅地難は ，いよいよ厳しいものとなってきた。企業は設備

投資のため安い土地を買いあさり ，いわゆる工場スプ ロールをもたらし

必然的に，人口は都市部へ流れ込み，住宅問題は大都市を中心 IC新たに

土地問題を含んだ形で惹起されてきた。乙れ以後の状況を第 2 期の住宅

難と呼ぶ乙とができる。都市に集まる人口を収容するため ，団地は郊外

へ郊外へと拡散していくと同時に，規模も年々拡大していった。

乙れらの状況の もとに昭和33年，いよいよ吹田市と輩中市にまたがる

計画人口 15万人の大規模な宅地開発「千里ニュ ータウン」が登場したの

である。乙の事業は ，用地を全面貿収して，造成した宅地を分譲すると

とを その主な内容としていた。との種の事業には土地収用権が認められ

ていない ため ，やむなく ，第 1期の実施区域に限り ，都市計画法に もと

づき，収用権の付与されている一団地の住宅経営( 施設) 事業の決定を

昭和35年に行ない ，計画的用地取得の実現を図ろうとした。しかしなが

ら一団地の住宅経営は，その名称、のと おり ，住宅の建設経営を内容とし

ており ，その開発規模も 2 - 1 0  ha 程度とされていた。したがって法運

用上lζ も多くの問題点があった。当時乙れらの問題点の認識の上にたっ

て，昭和35- 6 年には，宅地開発法案が検討されたが，結局，

・個人分譲事業に収用権を与えるに時期尚早である

・先買制度の実施については，なお十分な検討が必要である

などの理由により ，成案を得るに至らなかった。しかし，昭和38年 6 月

建設大臣は，住宅対策審議会に対 し. r現下の宅地問題に対処して，宅

地開発の積極的推進を図るためどの様な措置を講ずべきか』の諮問を行

なった。その結果. r宅地需要のアンバランスが地価の高騰をもたらし，

とのため，と くに ，勤労庶民住宅の建築が著しく 阻害されつつある現状

に鑑み， 住宅地の大量供給のための積極的方第を推進し ，地価の安定を

図る乙とが急務であると考える』 と，答申した。また，乙れに宅地制度

審議会の答申を加えて，ようやく ，昭和38年に「ニ ュータウンの開発手

法」というべき新住宅市街地開発法が公布されるに至った。そ乙で「千

里ニュータウン」の以後の計画は，との新住宅市街地開発法で実施する

に至った。その後，新住宅市街地開発法lζ 基づく事業が続々と計画さ

れてきた。北海道の大麻 217ha ( 人口 27，0∞人) . 大阪の金岡東 138ha

(同30，∞0人) ，兵庫県，明石舞子161ha (同23，0∞人) ，大分，明野185ha

( 同24，∞0人) ，大阪，泉北1，500ha (同 180，0∞人〉 等で，昭和45年 9 月

現在で ，28地区合計12. 019ha (同 1620，000人〉もの事業が計画され，実

施されている 。また ，一方土地区画整理方式による宅地開発事業等もみ

のがすととができない 。乙れは，日本住宅公団，地方公共団体および土

地区画整理組合等により施行されているが，とくに日本住宅公団は土地

区画整理施行地区内の土地を先行的に買収する方法K より ，都市施設の

完備した大規模な住宅宅地供給を行なっている 。神奈川， 港北( 人口

220，000人) . 奈良，平城( 同75，000人) ，兵庫，北神戸( 悶75，000人) ， 

愛知，高蔵寺( 同 ，68，000人) は， その代表的なものである ，乙れらを

含め日本住宅公団が現在施行中のもの37地区約7，700ha， すでに事業完

了のもの 107地区約15，7∞haである。また ，45年 3 月末までに施行され

た地方公共団体の事業は 374地区約 25，500ha ( 起債対象地区のみ) ，土
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新住宅市街地

全

開 発 事 業

函

.Jt 主 一 団 地 の

住 宅 施 設

収

方 そ の 他 の

収 用 事 業

式

そ の 他

開 発 許 可

公共団体

行 政 庁

換 区

組
dロ与

地 函

方 整

個 人

式 E里

日 本 住

宅 公 団

適 用 法 令

事 業 主 体 事 業 目 的

収 用 権

地 方 公 共 団 体

健全な住宅市街地の1 J f .1

新住宅市街地開

発法
住 宅 公 団

発

地方住宅供給公社

居住環境の良好な住宅

都 市 計 画 法

一回の土地所有者
地の大量供給

収 用 権 有

都 市 計 画 法

地 方 公 共 団 体

住 宅 公 団

事業主体自ら経営する 有

集団住宅の建設( 宅地

地方住宅供給公社

分譲は含まれず) 都土市地収計閣用法法

特 許 を 受 け た 者

有

宅地の供給

都 市 計 画 法

特 に な し

i T i 街地の整備

1m 

地 方 公 共 団 体
新市街地の整備

il! 設 大 匝

宅地の利} J j 増進

u町 村 長

何 ｬ 道府県知 Ｎ ｾι 公共施設の整備

土 地 所 有 者 土地区画整理法

借上地権者で 7 人以
都市立| ー繭法

宅地の利川地進

土 地 所 有 者
公共施設の整備

借 地 権 者

公団体団， 公社，公共

住宅の建設または宅地 土地区画整理法

1::1 _ ，f . ; 住宅公団 の造成とあわせて新市 都 市 計 画 法

街地の整備 日本住宅公団法

宅 地 開 発 手 法 の 比 較

事 業 区 域
処 分 宅 地 の

事業年度

| 規 模 ha

開発利益

建 築 義 務

間 題
占

立 地

1. 全面利買益収をで受あるため ，地主はI l n

人口集中により住 処分後 2 年以内に挫
発地分 享地す できない。また ，

主 lζ 対 る生活再建策が不

宅宅地の不足が著 1 以上の住区を
事業主体

築
なため 主の反発をうけや十す

5  - 10年 しい都市区域 形成できる規模
入 居 者

従って宅地利用が計

し、。

市街化区域内で住 30 ha. 以上 画的 lζ 進み ，施設利

2. 住宅市街地に限定され，総合的

都市の建設は困難

居，商業地域内 用が効率的 3. 規体模が大きいため ，地元，公共

団 の 財 政 圧 迫 ( 一 時 期 )

既成市街地

1. 規模が小さいので面的な施設整

2- 4 ha 以上

5 - 7 年

11 

建物は ，事業者自ら 11111は困難

新市街地

小規模な 市街化区域内で住 10 ha. 以上 が建築するので，市

もので 3 居地域 街化が最も急速

年程度

50戸 以 上
11 

施設利用も効率的

公庫の融資を受ける

1 . 宅地の処分に関して法的な制約

調整区域内では をうける乙とがないので企業的

不 定 特 に な し 事業主体 と 2 年以内 IC建築

メリットがあるが，市街化する
20 ha 以上

その他は不定
のが著しくおそい。

内容， ｾＮｬ￯＠ 剖Irl i J H函区域内 1. IJfJ 発利益を受けるのは地主のみ

棋に応じ 市街地開発事業施 10 ha. - j也 主 設定可能 2. 公的住宅用地の確保困難

1 - 1 0年 行区域内 3. 市街化がおそい

4 大規棋な| 刻辿公共の負担が困難

設定可能だが，組合

11 都市計画区域内 不 定
11 

解散後問題が生じる

都ilL計画区域内

地 主

1. 先買いに応じた地主と応じなか

11 市街地I}日発事業施 30 ha.  - 設定可能 った地主のあいだに開発利益の

行区域内

引業主体

配分に不公平を生じている。

資料 ・住宅問題講座 8 巻土地問題( 有斐閣) を参考

・大阪府企業局 ，今西祥郎氏作成，宅地開発手法の要点比較を参考



地区画整理組合の事業は . 204地区，約 11，200ha，( 組合無利子貸付は全

対象地区のみ) である。

3. 現 行 開 発 手 法 の 比 較

乙のように ，ニュー タウン開発または，大規模宅地開発と称せられる

ものすべてが，新住宅市街地開発事業および土地区画整理事業に集約さ

れる。その他，今まで述べた一団地の住宅経営( 施設) を加えて，乙れ

ら開発手法の要点のみの比較を行なうと 表のようになる 。

乙れらのどの手法をみても ，それぞれが長所，短所を待つ手法で，ど

れがもっとも好ま しいかの判断はその事業がもっ目的により異なってく

るが，わが国における「ニュ ータウン創り」のもっとも根本をなす用地

取得がいかにスム ーズに行なわれるかにより，そのニュータウンの成否

がかかっているといっても決して過言ではない。

しかし，現行の宅地開発の手法を二分する全面賃収，収用方式の新住

宅市街地開発事業と ，換地方式の区画整理事業は，それぞれに問題点を

はらみ，現在，進められているどの事業をとってみても，苦労 lζ 苦労を

重ね，あえぎながら事業を進惨させているのが実情である 。

新しい開発手法を述べる前提として，乙の二つの開発手法を今一度分

析すれば ，次のようになる 。

① 新住宅市街地開発事業

事業主体が全面買収する手法であるため，大規模に計画された市街地

が，早期に形成される ，大きなメリッ トがあり ，会わせて低廉な宅地が

大量に供給される。反面，次のような短所をもっ。

・開発利益を事業主体と入居者が一方的に享受 し，地主は開発利益を

享受できない。

・また，被買収者に対する，生活再建策が十分でない。

等の理由により ，用地取得が困難で長期間必要となる 。

・地元市町村と関連公共施設の整備などでまさつが生じやすい 。

・住宅市街地に限定されるため ，収用事業の性格上流通業務施設等を

含む総合的な都市としての多様性をもち難い。

② 土地区画整理事業

開発利主主を地主が一方的に享受するため， ( ディ ・メリットにつなが

るが) 地主の協力が得やすいととや，各極，施設の立地が可能で，多様

性のある都市創りができ得るが，その反面，大規模に実施する湯合は次

のような短所もある。

・住宅市街化のテンポが非常に退く ，実，住宅需要lζ 結び・っき難い 0

・公共住宅用地の確保が困難である( 組合胞行) 。

・公共，公益施設の整備が十分にて、き ない。

・大規模な関連公共施設の負担が困難である 。

・施行区域が大きくなると，関係権利者が多数になり，換地計画等が

非常に複雑になる。

・広i業継続希望者lζ 対する措置が卜分でない 。

乙のように ，現在代表されるニュータウン開発手法も ，おのおのにメ

リッ卜，ディ ・メリットを持ち完全なものでなく，現在，各) j 面で実施

されているニュ ータウンにおいては ，いろいろ工夫を乙らして実施され

ている。

・例えば，全面買収後，元の土地所有者lζ 一定率で，造成完了後の宅

地を引き渡す方式。

・開発全区域を一定率で買収し ，質収区成のみを造成しそ乙に住宅建

設を行ない，その周辺部 IC関係、土地所有者の替地を配し開発利援を

地主に与える ，一定率買収の屯田方式。

・またとの両者を含めたものとしては，茨城県，鹿島の i6 ・4方式J

がある。乙れは，ω %を地主還元，ＴＰ ｾ ぢを事業者買収 ， による区画

整理手法の変形である。

・開発区域外iζ 換地を与える域外換地方式( 新住でも適用可) 。

・その他，良民( 土地所有者) 白からが建設経営する段住方式。

等がある。乙れらの手法でながめてみても ， 大規模宅地開発に ， 京 IC:

適した開発手法とはいえず，全く新しい関発手法が待たれているのが実

情である 。とのような意味からいってもまさしく転換期にあるといえ

る。

4. 新 し い 開 発 手 法 を め ざ し て

時，まさに住民パワ ーの時代である。住民の意識を無視 して， i ニュ

ータウン創 り」は語れない時代にさしかかった。現在，横浜市で，日本

住宅公団が実路している港北ニュータウンは，とれを示唆しているとい

える。 i住民参加のニュ ータウン創り」を目標! C，現在住んでいる住民

の意見を聞きその怠見を反映させるために ，地元の関係、権利者等で組織

する「開発対策協議会」を設置し ，地主の生活再建に対する事柄から段

業経営の指導に至るまで，かなり広範聞な事項を地元，地主，住民とと

もに考え結論を出すようにしている。乙れは事業主体サイドからみれ

ば，相反する利害関係者の意見に耳を傾け ，それをどのように事業の中

に折り込むか，事業採算の上からいってもかなり苦しい状況にある。乙

れは「ニュータウン創り」が，あくまで事業として採算ベースにのせる

という乙とであれば，乙の問題は解決されないであろう。

いずれにしてもニュ ータウンを創る乙とによって，特定の者だけが得

をして，特定の者が損をするような開発手法をさけ ，①行政機関 ，②事

業主体，③地元市町村，④地元の既成市街地住民，⑤関係地主，それに

新しくはいってくる⑤入居者の 6 者が相互に開発利益を公平に分かち合

い，そして新しい都市と既成都市との社会構造が一体となり ，はては ，

新旧住民のコミュニティーが一体化される手法について，検討を重ねて

いかなければならないだろう。最近乙のような観点に立って各方面で検

討が重ねられているが，とくに建設省においては「大規模宅地開発プロ

ジェク卜チーム」を設置して，本格的 IC検討を進められている。過臼 ，

建設省大臣官房対策課の機内正明氏が， 日本住宅協会発行の雑誌「住

宅J ( 46年 3 月号) にプロジェクトチームの中間報告として発表されて

いるものを紹介すると ，現行手法の評価，各種改善案の評価の上! c 立っ

て次の新しい手法を提案されている。( 以下はその要約)

① 出資( 信託) 方式

ζ れは事業主体として新たな公社を設立し，乙れに，土地所有者等は

その土地等を現物出資( または信託) して，公共住宅機関は造成事業費

.相当分を金銭出資し，造成後の宅地を出資額に応じて按分しあうという

共同開発方式である。

② 還元譲渡万式

宅地開発事業のみならず‘ 新都市の管理等も含み，大都市近郊の大規模

ニュ ータウンだけでなく ，遠隔地の大規模工業都市，レクリエーシヨン

都市の建設をも予定する新都市建設制度を考えている。

建設公社は，地方公共団体，日本住宅公団，または地方住宅供給公社

が 2 以上共同して設立する。理由は従来のような単一事業による施行で

は限界があり ，したがって，乙の提案では共同して事業を進める乙とを

考えている 。そ して大量の資金を確保するため債券を発行し，事業区域

を宅地地区( 宅地として造成を行なう) ，暫定段業地区( 暫定的に1災地

として保全すべき地区) ，および緑地地区( 緑地として保全すべき地区)

! と分け，それぞ‘れに応じた対価で土地所有者lζ 還元しようとする手法で

ある。

その他，ニュータウン開発手法として，いろいろなアイデイアで考え

られるが，いずれにしても ，

①地主，広i協，民間デイローパーを含め ，多様な開発主体の参加が可能

で，②単なる住宅市街地だけでなく ，総合的な街( 都市) 創りができ ，

③関連公共施設が一体的 lζ 施行さされ，④開発利益が公平に分配できる

⑤土地所有者の生. 活再建，措置が十分行なえ得る ，③実，住宅需要 K 結

びっく ， ①地域の実情 ｬζ 即したｾ力的な迎用ができる ，

などのまったく新しい ニュー タウン開発手法を早急に樹立し ，新しい都

市を創造しなければならない。

( たつなりりょうぞう 大阪府企業局調査室主主〉
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ニュータウンのプランニン

グ

山 地 英 雄

1. はじめに

ニュー タウンづ くりは ，現在あらゆる商で急速に変りつつある。 -

また，変ら ざる を得ない転換期にたっている といわれている。た しかに

私が今関係 している ニュー タウン開発事業の一部門の作業をみても ，

「ζ れまで」 と「 ζ れから」とは急速に変りつつある面がある。

しか しニ ュータウ ン関発の仕事は ，本来非常に幅の広いまた息の長い

作業であるため，その中のある一つの部門におけるある一時点の断面だ

けで，その部門なりあるいは全体の開発事業を議論しでも意味がない。

それは，どの立場から眺めるに しても ，全体の中の正しい位置づけにも

とづいた客観的 な考察でなければ，対象の正確な認識は不可能だからで

ある。乙のような意味から ， 私が今から述べようとする「プラン ニン

グ」 も，まずニュ ータウン開発作業の全体展望の中で，その本質と現象

とを見つめてみたい。

そ乙でまずニュータウンの開発行為を一連の系統図にして表わ してみ

ると次のようになる。

f 行政的商→法律規制 1

社会理念。都市計画。開発事業。 { 経済的面→投資効果 } プランニング

L物理的面→生活空間 J

乙の中でまず最初の社会理念は ，一般社会の基本的な理念で，人間，

社会，国家，民族などに対する根源的な思索である。

次の都市計画は，将来を指向 しての，住民全体に幸福をもたらす新し

い都市秩序の編成である。

また開発事業は ，都市計画の中の都市機能の空間的，時間的要素を具

体的に展開 して，対象( 乙 ζ ではニュ ータウン) の関連施設を，総合的

1<::: 開発する一連の行為である。

乙のようにして少なくとも今までのニュ ータウンの開発事業は，その

まま即大衆生活の救世主の観があったものであるが，最近ではややもす

れば自然環境の破壊者や行政の異端者としてのきびしい批判にさらされ

る場合もでてきた。たとえばニュ ータウンという容れ物をつくるから人

が集るという結果論から ，貧しいスラムも大きな都市の中に分散する ζ

とによってそれはむしろ安定した社会を形成しているが，それをーカ所

lζ 集めて大規模の新開住宅地をっくり上げると ，それは社会的にも経済

的にも既成の市民行政からはみ出したいろんな問題点をうきぼりにさせ

る。 …ー というような議論である。そしてニュ ータウンの開発をすすめ

ていくためには，その計画と実施と管理の各段階において個人の権利 と

公共の利益との間でどちらにどの程度の重点をおくかとか，それの現出

にたちはだかる諸障害を乗りきるためには社会正義の立場をどとにおく

か，また事業によって利益を享受する社会の担い手を誰にもとめるかと

いうような乙とは，事業推進の上で最もソフ トウエ アな分野に属する乙

とである。そして効率的な全国総合開発計画の立場から ，大プ ロジェク

トとしての大ニュ ータウンの可能性を乙そ ，その転換期としてみる見方

もあれば，大プロジェク トという大太鼓をたたくだけでは真の市民生活

の環境形成にはほど遠く ，例えば税収率 ( 9 ，6 ， 4 や10，5 ， 3 ) と

か米価対策とかの不合理のかたまりの中で，他の行政のフォロ ーの見と

おしもたたないままに ，遮二無二，建設行政だけが先行する乙とは，い

たずらに欲求不満の大集団をつくるだけにしかないとの極論もある。乙

のような中で乙れからのニュー タウンの開発事業をどのように進めてい

くかは，本当の意味で，その大転換期にたつ問題点であるといえよう。

しか し一歩目を転じてニュー タウン開発事業における「プランニ ン

グ」という ハー ドウ エアな面について考えてみる と， 乙乙ではいままで
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把まえたような大転換期と いう認識はあまり存在 しない。そ れは「プヲ

ンニング」における根本的な立場が，本来，人間生活の合理的環境の追

求K ほかならず，対象としての人聞はもともと不変のものであるか ら，

そのフィジカ J レな容れ物だけがとれからも急激に変る乙とは あり得ない

からである。そ してつまる と乙ろ ，ニュー タウンの「プランニン グ」は，

人間生活の正しい容れ物への収数，あるいはあるべき 姿へのアプローチ

を目ざす試行錯誤の継続的な展開とい う乙とになる のである 。しか しま

た他函，人間の「群」 としてのソフ トウ エアな社会構成の仕組は， 実際

の「プラン ニ ング」の個々の解決の上ではどうしてもそ の影響を無視す

るととはできない。乙のような意味から ，私はニュータウン の 「プラン

ニング」について，どんなと とがあっても変らない本質的な ものと， 周

辺の背景 1<::: 応じて移りかわるこ， 三の現象と 1<::: 分けて，以下/ 1買を追って

説明してみたい。

2. 変 わ らない もの ( 本 質 的 な も の〉

ニュー タウン計薗の「プランニ ング」において，常1<::: 一貫する不変の

原則は，次のようなものがあげられよう。

(イ) 人間中心

ニュータウン開発にとりくむ作業の根本は「人間中心主義」でなけれ

ばならない。そ乙にどのような人が住みそ乙でどんな生活が行なわれる

かという考察からあらゆる作業が始まる。多くの場合ニュー タウンはそ

の母都市への労働人口の供給地として構成される 乙とが多いが，ζ の場

合でもそ乙での生活は ，幼児， 子供，未婚の成年男女，主婦，主人，老

人などのそれぞれの生活を幅広 く包含しなくてはならない。も しもその

ニュータウンの計画やプラン ニングが通勤者だけを主体に考えて，いわ

ゆるベッドタウン俗称1<::: 甘んじるならば，それは計画やプランニングの

貧困以外の何物でもない。

こうしたととはまた ，ニュー タウンの対象としての人間生活を動的な

面から捕捉するととも必要である。すなわちそれは町というものが，い

つの時点においても前述のように ，幼児から老人までが生活していて，

しかもその中身は常に変化しているという乙とである。そして幼児は小

学生になり ，小学生は中，高校生になり，若い男女は結婚 して子供が生

まれる。そしてまた子供のいた家庭は ，子供が独立 して最後には老夫婦

が残るという流れの断面を見なくてはならない。 ζ のようにしてわれわ

れのニュ ータウンづくりは ， たくさんの人々の本当の生活の基地とし

て，また乙うした幅広い生活をすべて抱擁する町として，人間中心主義

にこそ ，そのよりど ζ ろを求めなければならない。

(ロ) 弾 力 性

ニュータウンは，それが大きくなればなるほど，かつて人の住む乙と

のほとんどなかった丘陵地や埋立地がえらばれるため，その中において

はもちろん，周辺社会との間にも ，全く新しい人間関係をっくり出さな

ければならない。乙のためニュ ータウンづくりは，各分野の幅広い研究

が常に必要で，とくにその「プランニング」では，それらの研究や実績の

蓄積の成果を十分折り込んだ内容が要求されるわけである。乙のように

してニュータウンづくりは，年月 IL耐える長期，大規模の事業 として，

10年 . 20年の先を見乙 した本当 1<::: 息の長い計画でなく てはならない。

しかし町というものは ，とのような立場にたって，その将来を予測す

る乙とは一応は行なわれでも ，その精度や根拠は必ず しも未だ寺ヰ学的 ，

系統的にオ ーソライズされてはいなし、。したがってわれわれは ，もっと

も確実性のある諸資料の中から ，帰納的に一つの結論を求めて，それを

よりど乙ろに計画や「プラン ニング」をおしすすめるわけであるが，そ

の一方では常にその計画の中 IL大きなフレキシビリ ティ を準備しておく

乙とが必要である。そ して「プ ラン」の要所に時間的な「うつりかわり」

を吸収する計画的な余白を残しておく乙とが必要であ る。

判 反復修正

ニュータウンの「プ ランニング」は，各種分野にま たがる作業で， し

かもそれらはいずれも，計画の段階から ，設計，実施 の段階へ と時間的



経過にしたがってその精度を高めていく。 したがって乙のようなプロセ

スの過程では，各段階ともくりかえし前にさかのぼって反復修正する乙

とが必要になる。その原因としては，時間のずれによるもの，協議の再

調書きによるも の，工程の変更によるもの，障害の発生によるもの，調査

の進展によるもの ，技術の進歩による ものなどがあげられる。乙の中の

「時間のずれ」は，開発規模の大型化に伴うその事業期間の長期化による

もので，たとえば計薗時点と実施時点とが数年のずれをもっ乙とも稀で

はない。次の「協議の再調整」は ，地元市町村や住民，それに各種施設

の将来の管理者や譲渡予定者などとの諸協議の再調整である。また「工

程の変更」 は当初予定 していた建設プログラムの変更によるもので，

「障害の発生」は， 未買収地， 残存水利の未解決などによるものであ

る。また「調査の進展」は ，図上から現地，概略から詳細という各部門

での諸調査の結果がl順次正確になるにつれて，計画の修正が求められる

乙とである。最後の「技術の進歩」は ，宅造事業K 用いられている各種

技術分野での諸検討とその改良によるもので，工事の新工法，土木機械

の新種開発，設計手法の改良などが ζ れにあたる。

(.::..) 総 合 性

ニュータウンづ くりは ，在来の建物j や橋や道路などをつくる単一な事

業とはちがった，新しい総合技術としての町づくりである 。したがって

その「プランニング」の技術は，それらの各部門の技術について深い知

識を必要とするとともに ， さらにその上で各種技術を一つに統合する

「まとめJ が必要である。実際の作業は，経済，社会，技術の分野があ

り，技術はさらに建築，土木，進国 ，電気，機械などといった分野があ

る。そして乙れらはそれ一つがすぐれているだけでは不充分で，全体の

相互関連の中でその存在を正 しく 位置づけながらお互いに協力し合うこ

とが大切である 。

3. 変 り つ つ あ る も の ( 現象的なもの〉

「プランニング」における不変の原則にもとづきながら ，個々の現象

的な面では常;ICいろいろの工夫がつみ重ねられている 。最近でのその主

なもの としては， 次のようなものがあげられる。

付) 建物配置

主居室の南面とその 4 1待問日照の確保 ー乙の点が在来の建物配置に

囲み型配置のスケッチ ( 中庭からみる )

泉北C 住区近隣センター

おける「一つ覚え」

的なノレールであった

が，最近ではようや

く「囲み型配置」が

大分広く理解されて

きて，一つの安定し

た配置技法として定

着しつつある。

そして建物周辺の

の 居 住 空 間 が，静

一一ープライベー トな

クロ ーズ空間と，動

一一一ソー シャルなオ

ープン空間とにはっ

きりと分けられて，

その生活空間に活気

にみちたリズムを与

えている。

(ロ) 建物高層化

用地質の高騰とそ

れに伴う用地取得難

はますますきびしさ

を増し ，それに対応

する戸数消化の手段

として，公共住宅建設事業主体は，高層率を急速に増 しつつある。 した

がって ζ 乙数年ほど前までは，住区構成，住宅配置においてア ーパニテ

ィーの醸成や町としてのわかりやすさの現出等の点、から ，たとえ設計上

ではとり入れられでもそれを実現するのを期待する乙とはなかなか困難

であった。と乙ろが最近では地区中心周辺l C 高層住宅群を配置する乙と

はもちろん，近隣住区中心の近隣センタ ーにも高居住宅を導入して，住

区のフィジカルな「へソ」を構成するなどの方法が平易にゆるされるよ

うになってきた。

一方，高層化にしたがって，その消防，避難の問題や，それによる電

波障害の問題が惹起しているのも事実である。しか しとのためには徒に

在来のやり方や法律概念にとらわれるととなく ，合理的でシステマテ イ

カJ レな対策をつくりだしていくととが今後の課題であう。たとえば第三

情報機関として喧伝されつつある i C A T VJ も，最近は乙の電波障害

lζ 対する一つの対策としての函で徐々に注目されつつあるようである。

付 交通問題

ニュー タウンにおける交通問題は，交通そのものの安全と ，交通から

居住環境を守る乙とのこつにある。そしてそのため には， 各住宅と各種

施設の適正な配置と ，それを結ぶ有機的連続と ，車 と人と の動線を完全

に隔離する歩車分離というととが大切である。しか し自 家用自動車の保

有率はますますたかまってきて，最近ではその駐車スペ ースの点も含め

て，本当に自動車というものが他の機能をディスタ ーブするととなく ，

その長所を発揮するととができるかどうか，そしてオ ープンスペースや

公国敷地に最初から地下構造で駐車スペースを確保するか，あるいは少

なくとも建物の I 階は駐車スペースに確保するかなど，その経済的，空

間的限度の追求が議論されだした。

しかしまた乙のような車の保有を許す上限を摸索するのとは反対に ，

日本古来の住居生活にある，上履きと下履きを区別する伝統をいかし

て，車の保有を住区内ではうんと思い切って制限し ，したがって車庫の

どときもその住区の周辺の一定スペース IC必要なだけどく限定して設け

て，住区内はもっぱら高性能のデマンドパスなどによって上履きの役目

を果させるというのはどうであろうか。 そして乙のような方法によっ

て，車の危険と騒音と瓦斯から住居環境を完全 IC守ろうという考え方が

再検討されつつある。

(斗 学校施設

小，中学校の義務教育過程における父兄たちの教育熱心さはともかく

として，最近で、の高等学校や幼稚園への就学( 入園〉希望はますます普

及化している。そしてしかも乙れらのオ ール公立化 による父兄負担の. 怪

減への強い要望は，ど乙のニュ ータウンや団地でも ，住民パワ ーの一つ

の焦点になりつつある 。また共働き家庭の鍵っ子対策や保育所一位区ー

カ所設立の問題も ，今では住民の特別な要望としてはうけとられなくな

ってきている。乙の

ほかニュータウン人

口に特有の年令構成

は，乙れら学校施設

の児童数ピークの対

策が空間的にもまた

財政的にももっとも

大きな問題になって

きている。

小学校児宣数と入居経年の関係

1lu  

0 2 4 6 8 1 0 1 2 1 4 1 6 1 8 2 0 年

入居笠年

。安定時

このため ，乙のようなピークの移り変りを計画的 K 先取りして，たと

えば幼稚園 ，小学校，中学校，高等学校を住区の中でうまく有機的に配

置し ，その各施設の境界を児童数のピークの流れにしたがって，フレキ

シフツレ IC移動させて解決するという方法が考えられる。そしてそのピー

クが終ったあとでは，各施設の内容をゆとりのあるスペ ースに再編成し

て密度の高い学校教育や住民矯祉施設にうまく対応させるととが工夫さ

れなければならない。乙の際できる乙とならば，プレハ ブ校舎などの仮

設や撤去はなるべく避ける乙とが望ましい 。

( や ま じひでお 大阪府企業局宅地開発部建u第一恕長〉
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三谷氏 住田氏 近野氏

くはじめに〉

「ニュータウン」という言葉も，千里から泉北，そして東京の多摩と

ニュータウン開発が全国的に広がっていくなかでだんだんと定着してき

た。とくにわが国初の本格的な大規模プロジェクトとしての千里ニュ ー

タウンがもた らした影響は大きく ， i ニュ ータウン」という言葉も ，日

本では大ベ ッドタウンの意味で‘ 使われ， 具体的イメージとして千里ニュ

46 

討論会出席者 ( 胤不問 ・敏称略) 1971年 6 月 9 日・日本総築協会会議室にて

赤 穂

住 田

福 田

藤 本

谷

本 橋

まとめ

正 信 ( 大阪府企業局管理部管理第一深長)

昌 二 ( 大阪市立大学家政学却助教綬)

淑 夫 ( 日本住宅公団千里営業所業務第二課長〉

昇 ( 日本住宅公団総持寺団地自治会長)

真 喜 子 ( 財団法人千里開発センター業務探)

清 貞 ( 吹田市津雲台 自治会連合会長)

近 野 正 男( 大阪府企業局宅地開発部総設第一課)

ータウンが頭に浮かぶくら いになっ た。乙うしたニュータウン開発は，

初期の頃は千里のように，府県とか，公団のような ，公的機関が施行者ー

となっていたが，最近になって，民間デベロッ パーがどんどん進出し ，

時代の花形産業 として，開発 ラッシ ュが続いている。

一方，70年代にはいり ，公害を中心とした都市問題に対する住民意識

が高まり ，産業優先と高度経済成長がもたらした生活環境悪化に反対す

る住民運動が全国各地で爆発的に燃え広がった。

そうした時代的背景にあって，ニュー タウンも決 して聖域ではなく ，

住民は白からの生活殴墳を守るために手を結んで動きは じめている。自

動車騒音，ゴ ミ消却場，公害工場等々の潔境悪化に反対する迩動から ，

保育所や駐車場等の施設の要求運動，そして自然や野鳥を守る運動と幅

広い活動が展開されている。そ して，中 には開発側の当初の 7 スタ ープ

ランの変更を迫るものも多く ，いまや，住民の協力と賛同を得る乙とな

くしては ，建設が進まないという状況がでてきている。

乙うした状況は ，過去には稀なできどとで，どちらかといえば，計画

者( 開発者〉は ，自からのマスタ ープランに基づきどんどん建設してい

ける状態にあった。 l時代は大きく変ってきつつある。ニュ ータウン開発

も住民とのかかわりあいを ，基本的 Ir . 再検討しなければならないのでな

いか。そう した意味では，現在は一つの転換期をむかえているのではな

いか. ... . というのが， i 住民運動と計画」というテ ー7 を本特集号でと

りあけ、た編集者の芯図であろう。

そ乙で，本稿は，現在ニュ ータウンの住民であり ，しかも実際に住民

運動の先頭に立って活躍しておられる方々 ，開発担当者，管理担当者，

そしてより広い視野で問題点をみていられる大学の研究者と ，それぞれ

立場の異なる人々に集まっていただき ，千里ニュータウンを中心にざっ

くばらんに討論してもらい ，その記録の内容を ，筆者がまとめたもので

ある。時間の関係もあり ，論議が十分にしつくされていないので，結論

のようなものは出て ζ なかったが，ζ れからの計画と住民との関係、を考

える上で何らかの参考になれば幸いである。

(1) 居住者からみて ，ニュータウンの住民意識 は変ってきてい

るか

ニュ ー タウンに居住する人々の中には ， 乙とで永住しようと

いう意識がだんだんと出てきているのではないか。転居 も相当

あるが，一方ではかなり永く住みつき ， との住み慣れた所で ，

しかも一般市街地に比較して康境もめぐまれているニュ ー タウ

ンで永住しようという声は ，賃貸住宅でも ， とくに分譲住宅で

はだんだんと高くなっているのではないか。そ うした中から ，

自分たちの住むニュ ー タ ウ ンを愛し ，よりよくしようという意

識を持つ人々がだ、いぶでできている。それが住民運動が活発に

なってきた一つの原因でもあるのではないか。

また ，千里ニュ ー タウンの場合，大阪府という公共団体が開

発しているので ，民聞の開発地などでは問題にしないととや ，

泣き寝入りするような ζ とでも ，すぐに問題になるし ，それを

直俵府へ要求していくという態度がある。 ζ れはいままでは住

宅とか住環境というのは個人が処理すべきものとされていたの

が，最近になって ，国とか地方自治体とかが当然やるべき行政

の一つで・ある ，逆にいえば住民として要求するのは当然の権利

であるというように意識が変りつつあるのではないか。それが

千里 の場合 ，ちょうど開発者が大阪府なので ，なんでも府へ持

っていくという姿勢になっているのではなかろうか。

さらに ，千 里 の 場 合，昭和41年に高野台住区の周辺緑地の部



分 lζ ゴミ焼却場を作るという計画が公けになると ，環境悪化と

当初の計画になかったという理由で，との焼却場建設反対の住

民運動が起とった。その後， 市議会や府議会でもとりあげら

れ，結局工事の途中までいっ ていたゴミ焼却場を撤去させ ，他

へ移させる乙とに成功した経験があり ，乙れが住民運動に一定

の自信を与えているといえる。住民は経験からよく学ぶもので

ある。

また ， 乙うした居住環境を守るという乙とが選挙のときの争

点の一つになってきたという点も注目すべきである。千里青山

台の高野台分譲住宅建設反対の運動についても ，地方選挙中の

ため ，多くの立候補者の公約の一つにもとりあげられたりし

た。 ζ うして ，住民は，生活環境を守る住民運動を政治と結び

つけて ，大きく運動を展開すると乙ろまできているのである 。

もちろん ， 乙うした動きには反対者もあり ，とくに指導者は，

ストレ ー トに選挙なり政党なりに結ひやっかないように留意して

いる 。

また ，府や市 lζ 要求するだけでなく，自分たちの手で環境を

育てていくという運動 ，たとえば ，I 自然を愛する会J や，I野

鳥を守る会」等が自主的運動として芽を出しつつある点も，住

民意識の変化として注目すべきであろう 。

(2)  開発者，管理者側からみて，最近の住民運動をどうみてい

るか

千里の場合，他の公団の団地等と比鮫して ，大阪府の" 看板

事業" という性格から ，開発側がかなり細かいと乙ろまで面倒

をみているので ，住民は自分たちで苦労して環境を作っていく

という意識がうすいのではないか。 なんでも府に頼るという

か，要求だけしてしまうという傾向があるのではないか。毎日

住民と接衝していても ， I 乙れをやってください ，私たちは乙

れをしますから」という ζ とがない 。 I私たちも ζ うします」

という姿勢がなくて，すぐにやってもらう ζ とばかりいう 。た

とえば木が枯れているというが，管理はかなり努力してやって

いるつもりでも ，なかなか細かい点までは手が届かない。住ん

でいる人たちが少しでも目をかけてやればかなり良くなるの

に，それをしない 。

また ，最近の傾向をみると ，住民運動には二つのタイプがあ

って ，一つは ， 日照問題とか公害問題とかのように被害をうけ

る立場からの反対運動と ， もう一つは，直接被害をうけでなん

とかしたいというよりも ，よりよい環境というか，理想を追求

した要求が運動の動機になっている場合があるのではないか。

後者の場合なんかは ，現時点では ，ニュータウン以外の一般の

人からみたらかなり "ぜいたくな要求" といえるものもあるん

じゃないか。先日 ，府営住宅居住者と，乙れからはいりたいと

考えている人々と一緒にして座談会をやった。まず居住者か

ら，木が枯れるとか ，駐車場が少ないとか，構がつまっている

とか ，注文や苦情がどんどんでてくる 。 そうしたら ， しまい

lζ ， 乙れからはいりたいという人々が怒って ， I府営住宅には

いりたくともはいれないでいる人々からみたらぜいたく過ぎる

ゃないか」といったそうである 。千里ニュ ータウンなんかも，

現在の一般市街地の水準からみればかなりめぐまれた環境にあ

るのに，住民の要求には少々ぜいたくと ，思われるのがあるよう

lζ 思う。

それから ，住民の要求には，まだまだ個人的なものが多 く，

ニュータウン全体のととについて考えたものが少ない 。そうい

う意味では住民運動を進められる方々も，ニュ ータウン全体の

将来についてもっと研究すべきではないか。

また ，千里には ，各階層の人々が住んでいるので ，その意識

は非常に多様化している 。たとえば， 最近 ，南地区センターに

「いっぱい飲屋」を作ったら ， I あんな裏目I のノレンみたいな

ものは ，ニュータウンにふさわしくない ，けしからん」という

声と ， I初めて千里K ζ うした庶民の 憩いの場ができた」と喜

ぶ声等いろいろあるわ けで， 開発者としては ，どれが本 当に住

民を代表する声なのかわからない 。も っと 住民の方も ，総意が

反映できるようにしてほしい。

(3)  具体的に千里で起こっている 問題についてはどう考えるか

大阪府は，千里ニュ ータウン 青山台の公団高層住宅( 北千里

駅の北側) の西隣りの空地に，高居住宅を建てる方針で ，その

案を競技設計という形で一般に公募 した 。その入選作品に基づ

き，24階建の高層分譲住宅建設の構想を公表したととろ，その

附近の住民 ，とくにその北側に建っている公団住宅の居住者か

ら建設反対のは げ しい住民運動が起乙り，現在計画はストップ

したままになっている 。 乙の例などは， 今後のニュ ータウン計

画と住民運動を考える上で大いに参考! となると思われるので ，

それぞれ立場の意見を聞いてみた 。

まず施行者側の立場としては ，確かに 当初の案では ，24階建

の高層住宅なので，日照 4 時間は確保されているといっても ，

今までのように南側に何の建物もない状況と比較したら，かな

り環境が悪くなるのは確かで、ある 。そ乙で ，それじゃもう少し

低くして建てたらどうかいう修正案を提示したが，住民の方々

は，それもなかなか納得してくれない 。それも，直接 ζ の建物

が建つととに影響をうけるすぐ北側の棟の居住者が反対するの

はまだ理解できるが， 直接影響されない人々まで反対してい

る。しかも乙の土地は ，将来何に使う か決定していなか ったの

で空地になっていただけで ，あのように交通便利な土地を将来

も空地にしておくつもりではなかった 。ただそのまま放 置 して

おくと ，雑草がはえたり環境が悪 くなるので，芝生をはってお

っただけである 。確かにもっと早く， ζ ζ は建物が立つ予定 区

域だという ζ とを説明しておくべきかもしれないが， もしとう

した反対が今後も続くなら，最初 K 北側』ζ 建設されておれば，

後からその南側 Iζ 何も建てられないというととで，不合理では

ないか。
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一方，居住者側の考えは ， ζ れは単 iζ 日照権の問題だけでな

く，いまでも 小学校など過宮になっているのに ，さらに住宅だ

けふやすやり方にも反対し ているのである。また ，ニュ ータウ

ン全域の人々が全部反対しているわけではないが，ただ直接被

害をうける人々だけでなく ，その周辺の人々も ， 乙の事件を対

岸の火事にすべきではない ，今後も乙うした建設が行なわれる

可能性もあるので ，ニュ ータウン全体の環境をどう守るかとい

う立場で反対しているのであるという ζ とであった 。

また研究者からは ，この問題は単に日照権が守られたら建て

てもよいというように問題を縮小してしまうべきではなく ， も

っと基本的に ，どうして ，そ ζ l ζ ，あのような高層分譲住宅 ，

しかも民閣のマンションのようなものを建てる必要があるの

か，その点をもう一度考え直すべきではないかという意見も出

て，結局結論は出なかった。ととで示された問題点を整還して

みると次のような ζ とになろう。

① 計画が事前に住民に知らされていたか

② 計画内容について ，住民の意見を聞いているか

@  日照時間も含めて ，他の公団や公営の住宅水準と同等で

も反対できるか

@  たまたま以前に住んでいたからといって，環境について

の既得権を主張できるか

⑤ 基本的に高層分譲住宅を建てる必要性があるのか ，土地

利用計画としてはどうか

@  住民運動と政治の場とかかわりをどうするか，選挙との

関係で ，問題を複雑にしたり ，公正さを欠く乙とにならな

し、カ〉

等々があげられる。

(4)  日本における住民運動のあゆみに ついてどう考えるか

住民運動を広く市民運動( たとえば平和運動) と区別して ，

地域に密着し た地域生活改善運動という ふ うに限定した定義を

すると ，戦前には住民運動はそんなにお乙ってきていなかった

といえる 。やはり昔はお上が都市をつくり ，町をつくるという

形で上か らおり てくる形であった 。乙の点は ヨーロッバの場合

と対照的で，ヨ ー ロッパでは封建領主から市民が自治権を勝ち

とって町をつくってきたという長い歴史があって ，それが民主

主義とともに発展してきている。日本では ，戦後の民主化の歴

史の中ではじめて地域をよくしていくための住民のまとまりが

芽ばえた 。本当に地域生活改善が住民運動として動きだしたの

は，つい最近の ζ とではないか。しかし ，公害のように地域に

マイナスの現象で利害が共通す るものに対しては，住民が手を

つないだ運動になるが，積極的 lζ 自分たちで具体的に町をつく

っていくという運動はまだまだ進んでいない 。 7 イナスに対し

ては一致して反対できても，つくっていく側になると，お互い

の利害が対立 してくる 。それをどう調整していくかというル ー

ルみたいなものがうま くでき ていないのが現状ではないか。
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(5)  住民運動と計画はどうあるべきか

住民の立場からみる と， 開発者は ，最初にプラ ンを立てその

とおりどんどん建設していく。 しか し住民がだんだん住みつい

てくると ，最初気がつかなかったととろでもいろいろと不満が

でてくるし生活水準や社会的情勢も変化し てくる と， それにつ

れてまたいろいろな要望もでてくる。したがって ，当初のマス

タープランというものは ，情勢にあわせて変えていくものだと

考えるべきではないか。とれからは ，開発者側も基本的に頭を

切り変えて，住民と一絡にマスタ ープランをつくっていくとい

うか ，修正していくべきではないか。そのためにも ，計画は常

lζ 住民に公開されるべきではないか。

開発者の立場からみると ，ニュー タウンというものは ，本 来

住民のためになるように建設しているわけだから ，住民の声を

よく聞くという点では同意見であるし ，基本的姿勢も乙れから

は変えていきたい。しかし ，住民の意見を聞くといっても ，ど

ういう形でやるかが問題である。前にも出ていたように ，だれ

が住民の意向を代表しているのか解らないし ，住民の中には多

様な考え方があって ，それをどう調整するかが問題だ。それが

うまくいかないと ，いたず‘ らに混乱させ ，時間を空費するとと

に終る危険性がある。したがって住民側も個々の利害に走る ζ

となく，もっと広い視野で考える必要性とともに ， 自治会連合

会というような組織を整備するなりして ，住民の総意を代弁で

きるような機関を作る ζ とが必要なのではないか。

ただし ，現段階で，住民の代表者と開発者が定期的に怠見交

換できる場，たとえば 1 0 0 0委員会」とか 1 0 0 0懇談会」

とかいうものを作る ζ とについては，開発者としてはそうした

形でも意見を聞きたいという意向があるが，住民側としては時

期尚早という意見も聞かれ，結論がでなかった。反対する主r

理由は ，へたにそういうものを作っても ，本当に住民の意向な

り要求が反映できるかどうか危ない。へたをすると ，形式的に

流れて，形ばかりの住民参加の計画となり ，かえって本当の要

求が出にくいものになる恐れがあるのではないか，というもの

であった。

く最後に〉

住民運動と計画の関係は，今後のニュータウン開発を考える上で非常

に重要な課題になるであろう。そ ζ で今回は前述のように ，直接現場で

毎日のように接触している人々から生の声を聞いてみたわけであるが，

乙の討論会で話された内容は，非常に具体的であって，乙れらを一般化

する乙とがむずかしい。そういう意味でも ，乙のテ ー7 は，やっと入口

にきたという感じで，いまは，理論化し方向づけるというよりも ，住民

も開発者も個々の問題に どう対処していくか模索している段階といえ

る。しかしながら ，住民にとっても開発側にとってもやはり一つの転換

期にきていることははっきりいえるようだ。荒廃 し，立ち遅れている生

活環境を守り，本当に住みよい街作りを進めるためにも ，一日も早く住

民参加による住民のための計画ができるような方式を作りだし定着させ

ていく乙とが望まれる。



農 住 都 市 構 想

ーそのねらいと問題点一

片 方 信 也

ま え が き

「ニ ュー タウン」の開発や計画の規模が最近ますます大型化し ，それに

ともなって開発手法やそのプログラム，施設配置，居住密度の配置計画

などのあり方がさまざまな角度から関われていると同時に ，都市交通の

ネッ トワークや都市機能の配置のあり方の検討が迫られてきている 。ま

た，新都市計画法による「線引き」が実施されてから ，市街化区域を中

心とした土地の高度利用がさけばれ， i地域 ・地区」の指定の計画とあ

いまって段耕地や林野の計画的宅地化の構想や開発の手法 ・プログラム

等が建設省なと・を中心と して積極的にとりぎたされてきている 。

乙れらは ， i 緑段住区開発計画」とも il辺住都市構想」ともよばれて

いるものであるが，乙乙では，乙のような「計画」や「構想」が山てき

ている背景をさぐり ，その中にある考え方やねらいを明らかにして，市

街地整備を進めていくに当つての今後の問題点をいくつか指摘しておき

fこい。

1. i 農 住 都 市 構 想」 の 社 会 的 背景

「緑良住区開発計画」とか「良住都市檎怨」といわれる「計画」や

「構想」の目的は ，たとえば「良住都市構想」においては「第 1 1Lは n災

地所有者の経済的安定J ，第 2 1ζ は『都市l良業の確立J ，第 3 1C: : は『住

宅の供給J ，第 4 1 L は『良き環境づくり J J  ( ジュリスト No. 476 i良住

都市の構想と現実J ) といわれている。

また「緑j災住区開発計画調査報告書J ( 建設省住宅局昭45 ・めでは，

「緑農住区開発は現代の要求として生まれたものであり ，古典的な田園

都市とは異る新しい側面を有している。 J i 緑設住区開発は，ひとつの

土地利用の転換点において，乙れを良，住，緑の均衡ある計画にしよう

という開発手法である。」といっている。

やや引用が長くなったが，これらはいずれも農民などの地主を住宅経

営に何らかの形で参加させようと考えられている乙と ，市街地と民地，

緑地の「均衡ある計画」を行なう必要のある乙となどを主張している点

で一致している。( したがって乙れらの「計画」や「構想」は以下 iJ .:1!

住都市構想」をさすものとし ， i構想」と略す。)

「構想、」の社会的背景としては次のような乙とが指摘される。

第 1 は，人口の大都市集中による住宅難 ・土地難のいっそうの深刻化

である。 i 新全国総合開発計画」の第 1 部「国土総合開発の基本計画」

第 3 - 4 i 住宅の建設および居住環境施設の整備に関する主要計画課

題J ，(1)住宅の建設の項の中で，今後20年間の新規住宅需要は 1，凶0万戸

に達し，建替需要1，3∞万戸とみとまれ，総住宅需要はおおむね3，∞o万

戸となり ，新規宅地需要は25万halC: : 達するであろう ，としている。

既成市街地の再開発による住宅の投入や住宅の高層化によ って，大都

市周辺への都市化の進行はある程度はコン トロー J レできる可能性をもっ

ているが， 乙の乙とは既成市街地における大資本による空間利用 lζ 対す

る制限や都市施設整備のための思い切った公共投資と住宅建設の実施を

伴わないととには大きな期待はもてない。 20年後の25万haの新規宅地需

要の充足の大半は ，やはり大都市周辺の林野 ・農地にもとめられていく

ζ とになると考えられる。

新都市計図法は市街化区域 ・市街化調整区域の「線引き」を行ない，

農地転用を届出制としたととや，農地の宅地並みの課税などの税対策の

強化とあいまって， ζ れら新規宅地需要を充足するためのいわば下地を

つくったといえよう 。

第 2 は，大都市近郊へのスプロ ールの著しい進行である。もともと ，

低質住宅のスプロ ーノレや農地の蚕食的な工場用地への転用は，住宅政策

の民間自力依存，都市施設配置の立ち遅れと公共投資の不足，あるいは

土地の総合的な利用計画の不備などに原因しているものである。

農民側からみれば，たえず都市化の波にさらされ，農業によって生計

をたてていくととがますます困難となってきている。乙のような大都市

近郊の農民に対して，新しい生計の道が用意されていなければならなか

った。それが土地所有者として農民が住宅経営へ参加していく開発手法

= i 農住都市構想J となってあらわれてきた。

建設省も今年度の良住に対する利子補給を2，( 削戸分 (5，ωo万円) と

し (44年11月) ，また「農地信託制度J ( 仮称) で当局 IC検討を指示し

ている (45年 6 月) 。その骨子は農民が農地の運用を農協に信託し，信

託をうけた農協では ①農協独自の中高局賃貸住宅を建設して賃貸収入

を農民に還元する ，②または民間デイベロパーや公的住宅供給機関，企

業などに貸与して借地料収入を農民に還元する ，という ものである。

全国農協中央会も昨年 3 月 7 自には「良住都市建設協会」を設立し ，

今年度から本格的な農住都市建設を始める方向を打ち出 している 。

第 3 は，さまざまな市街地開発事業における土地関係権利者と開発者

との聞の調整のあり方の重要性がますます大きくなってきている乙とで

ある。 i緑股住区開発計画調査報告書J ICおいても「基本的な手法」の

開発として位置づけられている。

段民が ζ の「構恕」を自らの問題として「地域住民による地域社会建

設運動であり ， 新たな地域協同組合運動として提唱されたものであっ

た」はとみる向きもある。しかし ，農民の運動は，必ずしも「構想」の

実現へ と結び、ついていくとは限らない。乙の論にはさまざまの点で飛躍

があ り問題を もっている。

2. i 農 住 都 市 構 想」 のねらいは何か

「構想J のねらいの第 1 は，民間ディベロパー主導型の開発手法を開

拓 しようとい う乙とである。

図1 ，図 2は，開発のプロセスを示す ものである。

図 1 は，農民による土地区画整理の民間施行の場合である。農民が地

元公共団体や農協などの指導によって，土地区画整理組合を設立し，住

宅の建設は民間の建設機関と農民の団体を中心として行ない ，経営も両

者が主と して実施しようという ものである。

図 2 は，施行者( テe イベ ロパー) が土地を買収し ，一部を地主所有の

市街地，市街化予備地とするほかはディベロパーが主として住宅建設や

住宅の経営を行なうというものである。

前者においては農協自体や農民が住宅建設や経営の能力をもっている

場合は，農民主体の「地域社会建設運動」として進みうる可能性をもっ

てはいるものの ，現状ではそれはなかなかむつかしいと考えざるを得な

い。とすればこの方法は農民の意向をぬきにした土地区画整理法の応用

となっていく可能性が強いであろう 。

後者の方は， i公的機関などのディベロパー」が主導権を握るタイプ

である。 ￭ｊｾ 住都市」への交通手段の開発主体をどうするか ， 都市施設

の整備の負担などをどうするかといった問題を考えるとき ，供給される

住宅 K 対する需要の大小とそのうまみの考慮を一応ぬきにすると，私鉄

企業や大不動産会社が「ディベロパ- J としての役割を担っていくであ

ろう乙とは容易に想像される。

第 2 のねらいは，土地難を何とか緩和するために ，良民などの地主の

土地を放出させようとする乙とである 。既成市街地における固定資産税
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の強化や，市街化区域内農地の宅地並み課税などもその一環として考え

てよいと思われるが，農民が土地K 対する所有権を失なわずに都市化 lζ

対応させようとい う考え方が 「構想」にはつらぬいている *2。地代の家

賃へのはね返りの防止をするという面ではメリッ トをもっている考え方

とい えようが，建てられた住宅が企業の社宅や寮として利用され . 1い

わば土地を無償で占有され，建築資相当の資金を企業に貸しているよう

な状態」 となっている例が指摘 されていることをみるならば将， 単 IC民

間ディ ベロパーにもうけさせるだけでなく ，企業による地域空間の独占

をいっそう進行させる役割も果しかねない。

第 3 は， 大都市近郊農村の破壊政策の矛盾の露呈に対する新たな政策

的塗りかえを行なおうというねらいである。

太平洋ベル ト地帯の大都市地域は政治的に大きな変化を来たしつつあ

りその近郊農村もその影響を受けつつある。国の農業政策の矛盾が次第

に住民の聞に明らかにされ，それに 目覚めた住民は自らを組織 し， 大き

な運動体へと発展しつつある。とのような状況下で農民に対する新たな

生活のヴィジョンを示すととが必要となってきた。 1構想」は ，その実

現の力は農民自らの運動である ，と主張する乙とによって，農民に幻想

を与える危険性をもっと同時に ，真の解決の道をおおいかくすという点

で二重の問題を含んでいるといえよう。

3. 1農 住 都 市 構 想」 の 「計 画 理 念」 に つ い て

乙の「構想」を都市青1- 画的な側面からみるならば，その「計画理念」

についていくつかの間題点が指摘される。

まず第 l は居住地の計画理論としてみた場合である 。

「緑農住区開発計画調査報告書J 1- 2  1緑良住区開発構想の意義」

の項でE . ハワ ー ドの田園都市論との比較を行ないそれとの相違点とし

て次の 4 点をあげている( 要約〉。

① 緑農住区開発は急激な都市化の波にさらされた地域についての具体

的な対症療法手段であり ，それは開発の形態である以上にむしろ開発

の手法であらねばならない。

② そ乙にっくり出されるものはひとつの創造であり ，都市は緑段都市

へ，農村は都市l込業へと創り出される。 その新しい両者の結合ICよる

ものが緑農開発なのである。

③都市化の波のはげしい地域において行なわれ，田園都市のように母

都市を遠く離れて独立に存在するものではない。

④ 田園都市とは迷って土地所有者の意欲を前提とする。

E. ハワードの提案は「いってみれば大都市を否定し人間的なスケー

ルと自然環境のゆたかな小都市群に置き換えるというアイデア」柑であ

り，居住者は母都市へ鉄道によって結びつけられるという計画であっ

た。乙の考えはその後の計画理論へさまざまな影響を与えていった。

「構想」は「緑」と「農」と「住J を三者一体とした計画という乙と

によって田園都市を現代的に発展させたような印象を与えている。鹿住

都市群が都市圏の中 Iζ 構成され，それらが公共交通手段などによって母

都市と結び‘ っき ，あるいは農住都市自体の中 lζ 都市住民の就業場所が計

画され実施されていくならばある意味で新しい居住地計画理論を一歩す

すめていくものとなりうるだろう 。

まだ乙の「構想」は絡についたばかりで実験的な域を出ないものでは

あろうが， しかし ，上記の「相違点」にみるように . 1緑J 1段J 1往J

の一体的な計画理論をお しすすめる方向よりも ，地主などの土地所有者

を利用しながらいかにして土地を開発のために取得するか，そのための

手法の開発という意味合いの方がずっと大きい。乙乙 lζ 乙の「構想」の

対象地域が「都市化の波のはげしい地域」としていると同時κ ，コ ンビ

ナートなどの工業用地確保のため大都市圏以外でも必要な .1開発者と土

地関係権利者との聞を調整する基本的な手法」として位置づけられる背

景がある 。鹿島臨海工業地帯の開発における 「鹿島方式」が「緑鹿住区開

発の先駆」としてあげられている乙とはとの乙とをよく示している柑。

しかしながら . 1ニュ ータウン」開発が大型化し都市型産業などの再

構成をもあわせて計画しなければならない状況が招来しつつあるとき ，

比較的小規模な居住地の配置をどうするかという問題はかなり重要であ

る。乙の怠味では「構怨」も積極的な意味をもちうるであろう。

ちなみに提案されている開発単位の規模と土地利用の構成を示 してお

く。( 資料は 「緑鹿住区開発手法報告書J ;  S45.3. 日本住宅協会)

関 発 単 位 凶Oヘクタ ール

農 業 空 間 単 位 80へクタ - )レ

都市空簡単位( 1中学校区〉 80ヘクタール

総 計 画 人 口 16.0∞人

集 合 住 宅 戸 数 2. 800戸 ( 1戸3. 65人〕

宅 地 分 譲 戸 数 1.400戸 ( 1戸4.2人) 1宅地数70坪

集合住宅延床面積 117ha  ( 1戸6 Onf)

土地利用面積および比率

宅 地 分 譲 用 地 33ha  4096 

集 合 住 宅 用 地 16ha 2096 

都市施設用地( 学校，公園〉 16ha  2096 

道 路 用 地 15ha 2096 

計 80ha 

第 2 は地域社会の構成理論としてみた場合である。

l込住都市は ，土地を提供し住宅を経営する農民と住宅の居住者が計画

された緑地と農地と住宅のシステムの中で・共同の社会がつくられるよう

に主張されている。

たとえば次のようにいっている。 1千葉県清見合，神戸市国松，横浜

市港北区等の ，いずれも ，既成市街，既成工場，工業地域と関連接続す

るわけで，乙れを一括した場合，工業H サービス H 住宅日農業を含めた

巨大集積地域とみるべきで，まさに H. ハJ レペリン氏の発想に指摘され

るイスラ エJ レに発芽したアグリンダス( 農業と工業の統合社会) と対応

する現象にほかならないであろう。いうならば，ジャポニカ ・アグリン

ダス= 良住都市という方程式を概念するととになる。 J *6 と。

「イ スラ エルlζ 発芽 したアグリンダス」については .1アグリンダス 」

( H. ハルペ リン著 ; 飛田徳三訳 ，大成出版) IC詳しく叙述されてい

る。その基本原理は次のように要約できるのではなかろうか。

すなわち. I アグリンダス」とはキブツ( 共同体村) やモシヤブ( 協同

組合村) などのさまざまな機能をもっ共同社会の単位を組みあわせる乙

とによって自治都市を構成する。各村は組織的な交通網によって結合さ

れ各職場に短時間で往復する乙とができる 。つまり「アグリンダス」の

住民はとの自治都市の内において労働し臼常の生活を完結する乙とがで

きる ，というものである。

良住都市の位置は大都市近郊の都市化の波のはげ しいと乙ろに予定さ

れるものであり . 1都市住民J は母都市の住宅難によってオ ーバーフ ロ

ーする都市労働者と土地を提供した農民によって基本的に構成される。

都市労働者にとっては良住都市は単なる「ベッドタウン」としての窓味

しか もたないであろう。

高度に発達した資本主義国のわが国に おける大都市地域とその近郊を

「アグリンダス」的な「統合社会」として主張するととは ，むしろ近郊

の良地をピルトアップエリア IC転用させていく 思想的な背景となるだけ

でなく ，大都市地域の土地 ・住宅難を深刻化した責任を土地所有者など

の農民IC転嫁していく危険性をもっている 。

4. 新 都 市 計 画 法 と 「農住 都 市 構 想」

新都市計画法の施行にと 表 1 区域段定内訳

もなって市街化区域，市街 1  I  針

化調整区域のいわゆる「線

引き」がほぼ全国的 IC 実

施 された。都市計画は乙の

「線引き J IC引き続いて用

途地域の指定，都市施設の

整備 ・配置計画，および市 <f 緩盛住区開発計画調査報告書」建設省 S45. 3)
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表 2 土地利用区分およびそ の内容

よミ場| ① 既 成 市 街 地 ② 市 街 化 地 蟻 ③ 市缶化調 整地織 ④ 開発保留地域 ⑤ 保 全 地 域

人口集中地区 一定期間内 IC計画的に市街化す ①②@ ⑤以外の地壌で市街化の 大都市の外綾部で将来公的主体 土地の形状等から見て開発する

定 義

ベ き地騒 権彊l がまだ鑑定していない地犠 の市街地開発を計画的 i己実施す 己とが因縁な地域，庇史 ，文化

る乙とを但保する地底 風致等からみて保存すべき地域

公k 施 設の整備促進および建築 公式施f ，) : を整備し ，公的機関ま 市街地の開発を極力仰制し，公 市街地の開発; ま原J {IJ として銭止 特別の渇合を除き ，開発を許容

開発または

物の用途およ び密度に関する地 たは民聞による市街地開発を積 共投資は原J {IJ として行なわない。 しないものとするとともに，水

規制の方針

級制によ る土地利用 の合理化 極的に導入する。 道 ，電気，ガス等の供給義務を

排除する。

原則として開発行為は許容。た 開発が計画的かっ適正に行なわ 大観棋な開発行みであって ，幹 公益上やむをえないもの等を除 特別土地区画整理施行地区内 の

だし . 1詳細計函J または「再 れるよ う 「詳細計画 J I C適合し 線道路 ，公園 . 鉄道等の施設を き策止 ，特sIJ 土地区画獲理1 m! 行 土地については ，開発された土

開発地区内」においては E れに て実施されるものについて許可。 自から総合的に盤備し ，適正な 地区内の土地については ，開発 地の利用を促進するため ，施 行

開発許可申j 適合するものに限り許可する。 市街地を形成すると認め られる された土地の利用を促進するた 後一定の期間内に建築し ，また

ものに限り許可。 め，施行後一定の期間内 1<:: 建築 は建築する者 IC. 諸 iXすべ き義

1 . . . . または建築するものに鍛渡 務を課す。

すべき義感を課す

許可は不安 許可は不要 原則として不許可

. 地 転 用

建築敷地として利用されない土 開発許可を受けた後利用されて 開発施行後一定期間内に利用さ

未利用地税

地 1<:: 謀 税 いない土地に課税 れていない土地に謀悦

税

腿地を宅地に転用した場合，そ

宅地転用説

の評価益について諜税

申l
雌地に対して宅地として評価 左記 と同じ 非課説 (J 摘発事業完了の ものを 左記! こ同じ

都・市固定計資画産税

除く)

税

市街市再開発事業 特別土地区画盤援事業の.Al J :lIl:

新 事 業

(1総般住宅開発手法報告書 J : 日 本住宅凶会 545. 3)

表 3 宅地開発基準伊l

H  市 T  市 K  0 市 K  A 市 Y  市 F  市
C  市

小学校

〈計画 戸数) ( 計画人口)

1. 8∞ - 2. 501- 1. ω0 - 2. 5∞ 戸以上 8. ∞0- 10. ∞0人 8. 0ω - 10. 000人 旅行面積の 5 %を公益
10. ∞0人 20. 000人

小学校

および
2. 500戸 4.∞0戸

小(202学..50校∞∞d戸l 校) 上協指示議市がの

小学校 l 校 小学校 l 校 範ｾ用地〔学校清掃工 小学校
8. 000- 10，∞0人 どと

用

小(5学，0校00時i 絞) ([ 0，∞2o校fJ'. )  

20，∞Om' 40，∞Om' 

中学校
中 学 校 市 が 必 要 と 認 中 学 校 市 が 必 要 と 恕 渇用地等) として提供

l中O学，00校Om' 20，000m' 

1<:: 用地を鎚供

2，5∞ - 3，∞1-

中 学 校 市 が 必 要 と 認
めた時提供す めた時提供す する。 中 学 校 市 が 必 要 と 認

学
3. 000;- 1  4. 500戸 めた時提供す

る る ただし ，市が必要とし

小も( 川合2無学PJ 合は校償に，提川・上噂供中記ず学上校(の2用弱校地) と)  

めた時 IC提 供

地 銀 渡

中(5学，∞校0坪i 校) ([ 0. ω2校0J.i' )  

る 小 学 校 無 償
小学学校 ともに無償提 た時 5 %を越えて ，用

中 学 校 提 供 ( 詳 細 不
中 校 供

地を確保する。
小学校 ・中学校用地と

条 件

1. 800戸 2，500戸
小学校→別途協議( 無 明)

事業者が範行

5 %までの部分→
も無償提供

以上 以上 償)

事業者施行

中霊長 ｬ 校Ｈ詰 Ｉｬ ｾ Ｈ 器 Ｉ 中学校→無償提供

3，0∞円 1m'

校 小学校
596を越える部分→ 10.000人 20，0∞人 事業者が施行

校
原 価

小学I 校校校
および

21 校4宜

中学校

中学

舎
小償( 2合司学提0自刷ずは校供，る・上人中以記学割上校合のと渇ICも無)  

条件等

教育箆設分担金の負担 費用 の支払方法→別途 賞用の支払方法→別途

協議 協綴

幼権国，保育所等用地 幼稚園 ，保育所，集会所 幼稚園，保育所等につ 保育所公民館等用地→ 幼稚幽 ，保育所等を舷

等について いて 無償提供 保

モの他の

→無償提供 ( 1カ所当 用地→無償til 供 用地→( 提供)

教 育 ・福祉施股等

り約400坪) B藍綬→事業者施行
施設→事業者施行

支払方法→j J lJ途協議設

( 施 )

支払方法→別途( 協施議設)

lイ公共箆設用地の611i保
lィl公共錐役付地の鉱充整備

(イi公共施設用地( 交番， 料 地区内都市計画決定 付 近 隣IC施工される公 {イ 保安施設用地( 消防 ({ )，官民 IC優先入居，優

( 消防署，郵使局等) 貨有の寄 派出所，郵便局，電話

の施設

共事業等により事業 草書，警察派出所等) 先分識の配慮

lロ文化財保護に ついて

効 宅 面 積 1 m' 当

ポ γ クス等〉→( 鑓

→用地の確保 ，施 投

者が特IC利益を受け →無償提供

り 100円

協議

l町公共施所) 段用地話 〈交番

供)

の整備

る時は，応分の負担 lロi駐車樋の整備

一 般 的 事 項 い交通安全抱設の豊臣備
派出 ，電 ポ ッ タ lロ)事業計画の決定→利

{ロ)駐車場の整備

をする。 h 市民 lζ 優先入居 a 優

ス等 → 無償提供

害関係者の同意書を
い事業計画の決定一車l

先分識の配慮

十、事業計係閣の決定→利

添付

笹関係者の同意書を

響 凶 者 の 同 意 書 を

添付

添付

(.=. 上 ・下水道の配管→

柏市民 1<:: 優先入居 ，優

宅地内まで敷設 先分誠の配慮

乙の要綱に違反した時

は，水道供給ゴミの収

備 考 集 ，し 尿の汲み取り等

の協力を市が行なわな

い乙とがある.

(1紘雌住区開発手法報告書J : 日 本住宅協会 545. 3)
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街地開発事業の計画 ・実施を含む ものとな っており ，各自治体の次の作

業と して早い と乙 ろでは用途地峨 ・地区の指定にとりかかりつつある段

階とみられる。

市街区域内においては ，農地の宅地化への転用を促進するために農地

転用 の許可制を廃 し，届出のみでよい とい う乙とになったと ともに ，農

地 lζ 対する宅地なみの課税な どによって市街地化にいっそう拍車をかけ

ようとしている。

「構想」と市街化区域，市街化調整区域との関係では開発の区域が，

①市街化区域内にある場合，②両者にかかる場合，③市街化調整区域内

にある場合とによって基本的には 3 つのバリエ ーシヨンが考えられる。

厳 密 に い え ば ②のケースはどちらに多く開発区域が含まれるかによっ

てさらにいくつかにわかれて 乙ょ う。

「構想」の趣旨からいって，当面①および②の場合の問題が出てくる

ように考えられる。

①の開発区域が市街化区域の内部に含まれる場合は ，農地のとりあっ

かい方が問題である。市街化区域内の良地に対しては宅地並みの課税が

なされるわけであるからそのまま乙れを適用する乙とになれば農住都市

内の農地も課税の対象とならざるを得ない。良地の種類とか農地の生産

性などによってニュア ンスは異なってくるであろうが，いずれにしても

積極的に生産緑地を確保していこう という ものであれば，現行法では，

②とか③のケースにならざるを得ないという側面をもっている。とすれ

ば市街化区域内 K 農地を計画的に残していくという「構想、」のイメ ージ

は崩れていく乙とになる。逆にいえば，市街化区域内 lζ 農地を確保する

乙とはきわめてむつかしいという乙とになろう。

②のケ ースにおいては「線引き」の区わけの「総」が開発区域にかかって

きているために ，集合住宅や分譲宅地の用地，学校 ・公園などの都市施

設用地，道路用地，燥地をとうセットするかがなりむつかしくなるであろ

う。「線引き」が終ってもその後の土地利用計画=1地域 ・地区」の指定

が具体化し ていない場合は，余計むつか しい作業とならざるをえない。

横浜市北農協の港北区 ・緑区にまたがる区域の計画においてはこのよ

うな問題に一定の打開の方向を示 した典型のひとつといえよう。

表 1 は市街化区峨 ・市街化調整区域の面積とその比率を示すものであ

るが，乙の中 lζ 良業地をどのように確保するかで具体的な提案を行なっ

ている。すなわち .1ニュー タウン開発区域内に燐業専用地区を設定し，

都市農業地域を昔|図的に確保し ，営段意欲ある農家を集団化し ，農業的

投資も段業専用地区 lζ 集中的 lζ 行なわれるような積極的都市農業地域を

めざす乙ととした。段業専用地区は，新都市計画法における市街化調整

区域設定基準としての優良農地にも該当させ，将来とも永続的{ 乙農業地

域として保存する乙ととした」何のである。そして燥業専用地区設定主主

準を次のように定めている時。

(1) 市長は港北ニュー タウン地域内において，永続的に農業を行なうこ

とを適当と認める地域を農業専用地区として指定する。

(2) 地区は20ha以上と する。

(3) 段業振興対策事業として，指導体制j の確立，農業振興協議会の設置，

農業振興計画の作成などを定めるとともに，補助金，融資および利子繍

給，税( 固定資産税) の軽減なとを講ずる乙ととした。

(4) 指定した段業専用地区は都市計画法の市街化調整区域とし ，農地法

に基っく農地転用許可基準による第一種路地とする。

(5) 市長は . ｊｾ 品業専用地区の農業経営を継続するための矯置を講じ，都

市環嵐整備の一環として生産緑地として保持 し得るよう努める。

乙れは「港北ニ ュー タウン地域内農業対策要綱」として昭和43年 8 月

に制定されているものであるが. 1良家の集団化」などが前提となって

いることから他の地域においてもただちに応用されるものではないとい

う面をもっている。 しかし ，農地を積極的に確保しようという点では示

唆に富むものである。

また ， 1地域 ・地区」の指定においてもよりキメの細かい指定を行な

い， 計画的な土地利用を進めていくためにも ，具体性をもった提案とい

えるのではなかろうか。

5. 総 合 的 な 市 街 地 整 備 計 画 の 必 要 性 に つ い て

大都市近郊のスプ ローノレの前線地域における都市化と農村の閣の矛盾

が激化してきた 。そ してその産物が「構想」であった。「構想J は2 で述

べたようなねらいをもち，いくつかの問題をもっている。また，その考

え方は新しい居住地の計画理論としてよりも開発手法の開拓としての意

味合いを強くもっているという乙とをみてきた 。乙の「構想J は単に開

発の手法としての提案としてだけでなく ，今後の市街地の整備がどうあ

るべきかについていくつかの重要なポイントを指摘している 。

その第 1 は，市街化区域，市街化調整区域のより密度の高い土地利用

計画や，開発あるいは規制 ・指導のための財源的保障とその体制の必要

性である。建設省は「都市地域における土地の合理的利用のための対策

試案J の中で表 2 のような見地から土地利用計画を定めることを提案 し

ている 。 しかし，乙の試案は一定の方向性を示すものではあっても ，具

体化するには都市施設配置や市街地開発事業などとの関係、や必要な公共

投資のプログラムなとの検討がさらに必要である。

第 2 は 「構想、」にみられるような民間テe イベロパー主導型の開発に対

する開発基準の設定や規制の体制の具体化の必要性である。わが国にお

いては生活環境の整備に対する公共投資が著しく立ち遅れている。乙の

責任は国や自治体にあることを少 しも軽くするものではないが，当面民

間のエネルギーをも積極的に活用していかなければならない。

大都市周辺の市町村においては . 1宅地造成指導要綱J というような

独自の開発基準をつくって開発主体に学校用地などを確保させるよう義

務づけていると乙ろが多くなっている。 表 3はそのいくつかの例を示す

ものである。しかし ，乙の場合でもまだ問題がある。たとえば，学校用

地確保という点では ，近隣住区以下の小規模な開発に対してどういう対

策をたてるかという ζ とが問題となるばかりでなく ，個別のスプローノレ

がどんどん進行していく場合，道路の開発や舗装の負担などにどう対処

していくかなどきわめてむずかしい問題が残されている 。

第 3 は. 1構想、」にいうようなスプロ ーノレ前線地域の整備と同時に既

成市街地の再開なども含めた市街地整備計画の必要性である。市街地整

備のための公共投資の絶対額を増加させていく乙とは今後どうしても 必

要であるが，その中でもやはり有効な重点投資を考えていかなければな

らない。投資対象の相対的重点はさまざ. まな条件によって既成市街地の

再開発の場合や工場跡地の計画的確保であったり ，スプロ ール前線地域

lζ 対する先行投資となったりしていく。乙のような条件の設定や整備計

画の策定がどうしても必要であろう。

第4 は，住宅再開発の必要性と大都市圏における居住地配置計画の必

要性である。 1ニュー タウン」型の大規模な住宅 ・宅地供給と「構想、」

のような比較的小規模な居住地を将来どのように配置していくのかとい

う乙と，またその実現性をチェックしながら土地利用計画をよりブ レー

クダウンしてどうキメ細かいものにしていくかという乙とから考えても

その必要性は重大である。また ，既成市街地の再開発については住宅の

投入を積極的に考えていく必要があるが，まず何よりもどのような水準

の住宅が何戸，いつまでに必要なのかという 目標を設定しなければなら

ない。場当り的やり方ではどうしても消極的になり ，民間資本のぺース

によけいのめり乙む ζ とになる。

以上，いくつかの側面から市街地整備計画の必要性をチェックしてみ

たが， 乙のほかにも財政などの機構の問題や，行政のあり方の問題な

ど，多くが残されていると思う。また .1構想」についても今後いろんな

地域で具体化されていくにつれ，それぞれ固有の問題が多く発生 してく

るであろう。今後乙れらを トレー スしていくととが重要と考えられる。

注) * l  r雌住都市の構想、と現実」鈴木博 ジュリストぬ476

*2 たとえば「鹿住都市づくりの構想、」ー楽照雄 総良住区開発計画繍査資料集 ( S45.

3 全国雌住都市迎設協会)

・3 r近郊農業と市街化の調和は可能か一腹住郎市構想、を考えるー」石悶頼毘 : 建築雑

誌V o1. 86. No. I037 

*4  r生活空間と住居」三村浩史・住宅問題講座 No. 7

傘 5 1  -3  r線鹿住区開発の先駆」綿般住区開発手法報告書( S 45.3日本住宅協会)

- 6 第 3 章 lV r総農住都市社会の考察」飛回徳三 ・農住都市づくりの基本問題 ( S45. 7.

協同組合経営研究所)

- 7 キ B キ 5 と同じ ( かたがた しんや京都大学工学郁建築学教室)
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地 域 冷 暖 房 の 施 工 上 の 問 題

内 山 昇

わが国で‘ 最初の地域冷暖房が千里丘陵の中央lζ 昭和45年 2 月完成。冷

房能力 17，α∞米冷凍屯，暖房能力 5，500万Kcal 毎時，配管延長12kmを設

備=し ，冷水と高温水の供給が始められている。

また堺市南部丘陵の泉北ニュータウ ン，泉ケ丘地区lζ 冷房能力 5，500

米冷凍屯，暖房能力 3，200万kcal毎時，配管延長 6 kmを設備し ，冷温水

の供給が昭和46年 6 月より始められてい る。

幸いにして両地区とも，筆者が現場に出向して工事完成まで地法配管

部分を担当してきたので，乙 乙に ζ く短い体験ではあるが，それを皆様

Ir . 披露して御批判を仰ぎたいと存じます。

1. 千 里 中 央 地 区 セ ン タ ー

1  ) 千里地域冷暖房の概要 ( 第 1図参照〉

北大阪都心を少 しでも現在の機能麻薄寸前から緩和させ，あわせて都

市の再開発を早く計画実行 しやすくするための先駆けとして，大阪府企

業局がこの千里ニュー タウンの中央部に，北大阪の副都心として開発さ

れたのが千里中央地区センタ ーである。

乙のセンタ ーの交通の便としては，地下鉄 1号線と北大阪急行との相

互乗入により ，新大阪および大阪都心と直結される。一方，道路の方で

は，御堂筋線と中央環状線の交わるインタ ーチェンジにより導かれる。

中央地区の規模としては ，敷地10万坪の中に北大阪急行の千里中央駅

とその上に建つ専門庖街( 庖舗，アパート) を軸にして，東側 1r . はシピ

ックセンタ ー， アミューズメントセンター， 百貨庖，スーパーマー ケッ

ト， ホテル，セ ンタ ーヒツレ，駐車場ビノレなどの施設と ，御堂筋より西側

を業務地区としてのオフィス群が建設される。

- 地域冷暖房システム( 第 2図参照)

① 冷熱源

蒸気タ ービ ン駆動タ ーボ冷凍機と吸収式冷凍機の組合せによるトッピ

ツング方式。本方式は都市ガスボイラで発生させた高圧蒸気 [ζ より背

圧蒸気タ ービ ンを駆動させそれに直結されたタ ーボ冷凍機を運転し，

さらに蒸気タービンで仕事をして低圧となった蒸気の熱を利用して吸

収式冷凍機を運転し冷水を作る。

② 高 熱 源

都市ガスボイラで発生させた高圧蒸気を熱交換器lζ 導き ，高温水を作

る。乙の高温水は圧力をかけたまま ，各ピ J レへ送られ二次側熱交換器

を通して暖房のほか，給湯用にも利用される。

③ 容 量

総冷房能力 17，000米冷凍屯( 1期工事 4，250 冷凍屯)

内訳

蒸気タ ー ビン駆動ターボ冷凍機 1，900米冷凍屯 l 台

吸収式冷凍機 1，175米冷凍屯 2 台

l セット 4，250冷凍屯を 4 基設置する

総暖房能力 5，500万kcal 毎日寺

蒸気ボイラ 24T/ H  ( 常用圧力 28kg/cnl G) 1缶

最終には4 缶設置する。

④ 冷温水の温度

冷 水 5

0

C→ 13

0

C

高温水 180

0

C→120

0

C  

冷温水と も往復 2 本づつの 4 管方式

2  ) 地域配管工事仕様

① 管材および附属品

冷水管

85OA- 3 5 0 A J IS G 3必7配管用 アー ク溶接炭素鋼管

300A以下 J I S G3452配管用炭素鋼管

管継手類 J I S B2304基準とする

管フランジ J I SB2212， lOK ， F F 型溶接フランジ

ノf ッキン 布入りゴムパッキン

弁 類 15A - 8 0 A  " 7リアフツレ10kg/cnl フランジ型玉形弁

100A以上 ノイタフライ弁

高温水管

管材はすべて J I S G3454.圧力配管炭素鋼管 S T P G- 3 8，スケジュ

ー J レ40黒管使用

管継手類 J I S B2305 

管フランジ J I SB2224， 20K， R F 型サシ込溶接フランジ

パッキン 石線ジ ョイ ントシート

弁 類 1 5 A- 40 A マリアプル20kg/crn内ネジ仕切弁

50A- 350A J IS B2083， 20K型鋳銅製外ネジ仕切弁

コンジット管 5OA - 300A J IS G3452配管用炭素鋼管

350A以上 J I S G3457配管用アーク溶接炭素鋼管

伸縮継手 鋳銅製ボーJ レジョイント

② 配 管 工 事

高温水管の溶接

一層目ア J レゴンアーク 溶接，二眉目以降の溶接はイルミナイト系被

覆ア ーク溶接

冷水管の溶接

一周目一重被麗裏波低水素系ア ーク溶接，二局目以降はイノレミナイ

ト系被覆アーク 溶接

X 線検査

耐圧検査

高j昆水省系においては空気圧 26kg/cnl 

冷水管系においては空気圧 13kg/cnl  

コンジット管内系においては空気圧 1  kg/cnl 

③ 断熱工事

構内冷水管

防錆塗装 2 回塗の上50''}/"厚の硬質ポリウレタンホ ーム成型断熱材を

ステンレスワイヤ ー で取付る。目地部分は防水 7 スチックで接着
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し，アスフアルトルーフイングを巻き，さ らに外表面仕上はネオル

ーフイング 1枚を巻いた上lζ 塗装仕上

構内高温水管

防錆塗装 2 回塗の上50協厚の珪酸カルシウム成型断熱材を亜鉛鉄線

を用 いて取付け，その上をアスフアルト J レーフイングで巻き，さら

に外表面仕上はネオノレーフイング l 枚を巻いた上lζ 塗装仕上

地中埋設冷水管

防蝕塗装を行なった上l ζ50孫厚の硬質ポリウレタンホーム成型断熱

材を取付け，防水マスチック およびグラ スクロス 2 回皇室の防水被覆

仕上

地中埋設高温水管

防錆塗装 2 回塗の上50弘厚の珪酸カルシウム成型断熱材を亜鉛鉄線

を用いて取付け ，グラスクロス巻とし，乙れをコンジット管内 1<:: 得

入する。コンジット管の表面は防蝕塗料仕上

'@  自動制御

差圧，圧力，温度発信器装置

エネ J レギープラントにある監視盤上の選択押釦スイッチにより，下

記の値を選択し監視盤上の指示計に表示する。

第 3 図で，押釦スイッチで表示希望点を選択すると ，構内のその点

に相当するデコーダーリレーが選択され，それにつながった希望プ

ロセス値が指示計に表示される。プロセス値は下記のごとく。

(イ) 高温水往管内圧力

構内配管1<:: 設置した圧力発信器により発信する 。

(ロ) 高温水選管内圧力

( イ) と同じ。

判 冷水往管一還管差圧

構内冷水往管と還管 iζ 設置した差圧発信器! こより 発信する。

(ニ) 高温水往および選管内温度

構内配管lζ 設置した N I  iJti J温体により発信する。

(村 冷水往および遼管内温度

(ニ) と同じ。

高温水，冷水バイパス制御

(イ) 高温水バイパス制御

負荷に対し ，常に高温水を供給するための装置。高温水往管lζ 設

置した挿入式サーモスタットにより，往管内温度を検出し，バイ

パス二万弁を作動さ せ，温度を設定値以上に保つ。

わ) 冷水バイパス制御

負荷に対し常に低温水を供給するための装置。冷水往管[ 乙設置し

た挿入式サーモスタットにより往管内温度を検出し，バイパス二

方弁を作動させ温度を設定値以下に保つ。

3  ) 地域配管工事施工要領

① 地 中 埋 設 配 管 工 事

現場の内作作業場で，高温水管はコンジット管表面を防蝕塗装をほど

こし ，二重管に して現場に持込む。定尺は 5. 5m。冷水管は本管lζ 防

蝕塗装後持込む。定尺は 5. 5m。

施工l頃序

イ. 冷水，高温水管を 6 本 ( 33m) つなぎを溶接

ロ. 本管の X 線検査

ハ. 掘削内 iζ レッカー車 ( 10T 車) 2 台にて搬入

ニ. 空気圧による 耐圧検査

ホ. 断熱工事

へ. コンジ γ ト用カラー管溶接

② 構 内 配 管 工 事

冷水，高温水の本管を 1 ; 本づっ現場搬入

施工順序

イ. 架台製作取付

ロ. 本管溶接

ハ. 本管の X 線検査

ニ. 空気圧による耐圧検査

ホ. 断熱主主装工事

4) 土木工事

① 土 留 工 法

H 鋼を掘削に対し 2 mピッチで両側に打込み，完了後矢板をはめ込む

方式を採用

② オープンカット工法

土木工事は土質に より上記の工法を決め ，機械および人工で掘削後山

砂で転圧し，パイフ。倣入後埋戻しおよび整地をする。

土留工法の場合，埋戻し後H 鋼を抜き ，矢板は埋乙ろしする。

5) 地域配管工事の規模 ( 1期工事)

① パイプ数量 7，926m 

② パイプ重量 485t on 

③ 人 員 溶 接 工 641名 0. 08人/ m

配管工 3，520名 0. 45人/ m

手共工 480名 0.06人/ m

計 4，641名 0. 59人/ m ( 本管とコンジッ ト管)

2. 泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン

1 ) 泉北地域冷暖房の概要 (第 4図参照)

大阪市中心部より南へ約20km堺市南部丘陵に開発中の大住宅都市であ

り，泉ケ丘地区，栂地区，光明池地区 lζ 分かれ，総面積 455 万坪の規模

を持つ。 3 地区のうち ，最初に着手されたのが泉ケ丘地区センタ ーであ

る。交通の便としては南海匂鉄高野線の中百舌駅から分岐された泉北高

速鉄道が現在泉ケ丘訳まで開通しており，将来栂，光明池地区まで延び

る。また幹線道路としては ，大阪市内へ延びる泉北 1 ，2 号線( 一部開

通) ， 3 地区を結ぶ泉北中央線，ニュータウンの北側を泉北北線，南側

を泉北南線，南北 lζ 貫く泉北3，4号線がある。

泉ケ丘地峡冷暖房の主な供給先はセンタ ーヒツレ，百貨庖，駅舎，スー

ノf ーマーケ ット ，勤労青少年の街ヤングタウンなどである。

- 地域域冷暖房シス テ ム ( 第 5図参照)

① 冷熱源

炉筒煙管式ガスボイラと二重効用吸収式冷凍機との組合せて、冷水を作

る。

② 高 熱 源

炉筒煙管式ガスボイラで発生させた中圧蒸気を減圧し ，熱交換器を通

して温水を作る。

また，ヤングタウンへは中圧蒸気をそのまま供給する。蒸気供給先で

は二次側の熱換器を通して暖房および給湯に使用し ，選水は圧送して

プラントへ戻す。

③ 容 量

総冷房能力 5，500米冷 凍 屯 ( 1  期工事し000冷凍屯〉

内訳

二重効用吸収式冷凍機 500*冷凍屯 2 台

1，000米冷凍屯 3 台

1，500米冷凍屯 l 台

総暖房能力 3，2∞万kcal毎時

内訳

炉筒煙管式ガラボイラ 7. 2T/ H  ( 常用 8 kg/cnl) 2 缶

④ 冷温水の温度

冷水 7

0

C→ 13

0

C  

温水 80

0

C→70

0

C

冷温水併用の 2 管方式

15T / H  (  11 )  3 缶

蒸気 8  kg/cnl  ( ヤングタウンへ〉

2) 地域配管工事仕様

① 管材および附属品

冷温水管
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350A以下 J I S G3452配管用炭素鋼白鋼管

4∞A 以上 J I S G お47配管用ア ーク溶接炭素鋼白鋼管

継 手 類 J I S B2304 

蒸 気 管

5∞A  r  J IS G3452配管用炭素鋼管

l  J I S G3457配管用ア ーク溶接炭素鏑管

遼水管

200A J I S G 3必4圧力配管炭素鋼管 S T P G- 38，スケジュ ーJ レ80

弁 類 200A以下 J I S B2044鋳鉄製l Okg/cnl フランジ型仕切弁

250A以上 ノてタフライ弁

コンジット管 500A以下 J I S G3444一般構造用炭素鋼管

550A以上 J IS G3457配管用ア ーク溶接炭素鋼管

伸 縮 継 手 鋳 鋼 製 ボールジョイント

ベロー ズ型伸縮継手

② 配管工事

すべての本管の溶接はー居目アルゴンア ーク溶接，二局回以降はイル

ミナイ ト系被覆アー ク溶接。検査の仕様は千里IC準ずる。

③ 断熱工事

千里の仕様 IC準ずる 。

④ 自動制御

冷温水往および選管の温度，圧力 ，発信装置

冷温水バイパス制御

詳細は千里に準ずる。

3) 地法配管工事施工要領

当工事は工期的に短く極力内作作業場で長いものに接続する乙とを考

えたが運搬に問題があり，二本継ぎ ( 11m) にしかできず，現場での

接続個所は減らす乙とができなかった。

施工順序は千里に準ずる 。

4 ) 土木工事

管路すべてに土留工法を採用。

土留工法と しては ，H鋼を打込み鉄板矢板( トレンチ) による工法。

乙れは当地区が以前池であったととろを埋めた場所であり ，土質が非

常に悪いため ，大がかかりな工法を採用している。

5) 地減配管工事の概要 ( 1期工事〉

① パイプ数量 4，028m 

② パイプ重量 31Oton 

③ 人 員 計 2，叩O名 0. 72人1m ( 本管とコンジット管〉

3. 施 工 上 の 問 題 点

1  ) 埋設配管の定尺をできるだけ内作作業場で接続し ，現場での溶接個

所を減らす。

2 ) 天候により工事工程がいちじるしく変る。

3 ) 雨水などによる掘削内の養生。

4 ) コンクリ ー ト会所内の強制通風による換気設備装置。

5 ) コンクリート会所内の自動制御機器の不蝕防止。

6 ) 高温水などに用いるフランジ用ボノレトの選定。

7 ) 埋設配管に対し，段取りをよくしないと 溶接個所の X 線検査 と二重

管であるための溶接工の手待ちが多くなり ，土木工事にまで影響を

およぼす。

今後都市の過密化から ，周辺各地に大規模なニュ ータウン建設が相つ

ぎ，市街地の再開発が進められる中で，地域冷暖房のメリットが高く評

価され，公共的施設として，また煙のない街づくりに も脚光を浴びる地

域冷暖房に大きな期待がよせられている。

さらに地域冷暖房の発展にともない地域配管の役割がますます大きな

比重となってきた。

今まで述べた乙とが，今後読者の方々が地域配管をなされるのに何ら

かの参考になれば幸いである。

( うちゃま のぼる 高砂熱学工業阪大阪支庖技術 2 課探長代理〉
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月間の動き

口昭和46年 6 月分口

総

. 6.  

=  

25日 4 時半- 5 時20分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か32名

議事(1)昭和45年度事業報告承認の件

(2) 昭和45年度収支決算承認の件

(3) 昭和46年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会

25日4 1時- 4 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 川 ，星正副議長ほか21名

委任状 71名 計94名

議事(1)昭和45年度事業報告承認の件

(2) 昭和45年度収支決算承認の件

理 事
. 6.  

=  

23日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか11理事

議事(1)建築工事実務講習会開催の件

(2) 第 8 回「よろず相談住宅展」関催の件

(3) 第 18回青年技術者( 昭和46年度) 選衡委

員会委員委嘱の件

(4) 国家褒章候補者推せんの件

(5) 秋の叙勲候補者推せんの件

(6) 7 月定例理事会休会の件

(7) 1 " 建築と社会」 ωo 号記念号編集特別委

員会設置の件

(8) 取引銀行より l 時借入金承認の件

(9) 入退会者承認の件

UO) 報告事項

教 育 委 員 会

建築工事実務講習会打合会

1 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 鈴 木 講 師 ほ か 5 名

主幹木副委員長ほか 2 名

議事(1)講習会企画全般について

(2) テキストその他について

工高生教育小委員会

2 日 正午- 3 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 斉 藤 副 委 員 長 ほ か 2 名

議事(1)幹事の選出について

(2)工高生デザインコンクーノレの企画につい

て

(3) 現場実習指導要領作成に ついて

(4) その他

現場教育小委員会

14日 正午- 2時 於 会 館 集 会 室

出席者辛木副委員長ほか 2 名

議事(1) 幹事について

(2)現場主任講習会のほか講習会の企画につ

いて

(3) そのほか

工高生教育小委員会

15日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者斉藤副委員長ほか 2 名

議事(1)工高生デザインコンク ーノレ募集規定案K

ついて

(2) その他

工高生デザインコンクール打合会

26日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

L  出席者扇回審査委員長ほか 9 名，谷口委

員長ほか4 名

議事(1) 第 17回工高生デザインコンク ーJ レ募集規

定について

(2) そのほか

事 業 委 員 会

広報小委員会

2 8  6 時- 7時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，回中幹事ほか 6 名

議事(1) 展示写真 8月- 9 月の実施案について

(2) 各種説明会の本年度第 1 回実施案につい

て

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

見学会小委員会

3 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者堤副委員長ほか 4 名

議事(1) 5 月に実施した見学会の報告

(2)6月- 8月の見学会企画について

(3)9月以降の見学会企画について

(4) そのほか

若い会員の集い分科会

8 日 61侍- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中 田 委 員 ほ か 2 名

議事(1) 古い民家集落と新しい町を見る会の企画

について

(2) その他

委 員 会

10日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 北 垣 委 員 長，大橋，窪田 ，堤 ，

三品 ，柳各副委員長，小泉幹事

ほか 3 幹事

議事(1)各小委員会の報告

(2)6月- 8月までの事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

古い民家集落見学会企画打合会

178 .6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 林 野 全 孝，中国委員ほか 2 名

議 事 企 画 全 般 に つ い て

実務に直結した建築工事別説明会打合会

22日 正午- 1時 半 於 会 館 集 会 室

出席者奥島理事，三品副委員長，

説明会社 3 名

議事(1) 本会の各種説明会についての説明

(2) 説明会のプログラム， J順番，時間の割当

について

(3) 説明に要する テキスト，図面，カタログ

スライドまたは実物見本について

(4) 会場への持込その他準備について

(5) そのほか

新しい街の見学会企画打合せ会

22日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 多 胡 進 ，中 国委員ほか l 名

議事企画全般について

出 版 委 員 会

建築基礎工法と実例幹事会

7 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 薦 委 員 長，山 口，多々見幹事

議事(1) 校正作業について

(2) 資料編について

幹 事 会

15臼 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者小林委員長ほか 3 幹事

議事(1) 現在企画中の図書について

(2)新 しい図書の企画について

(3) そのほか

建築基礎工法と実例幹事会

168  6時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 山 肩 委 員 長，山 口，多々見幹事

議事(1) 校正について

(2) 出版工程について

21 日 6 時- 8時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 宮 川 ， 山 口 ，多々見幹事

議事(1) 校正について

(2) 出版工程について

30日 6 時- 7 時 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 多 々 見 幹 事

議事(1) 校正について

(2) 出版工程について

編 集 委 員 会

建築生産特集編集幹事会

2 日 4 時- 7時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 近 藤，巽，井上，長沢各特別幹事

議事 10月号「建築生産 ( 仮称) J 特集の企画

について

作品作風担当委員会

2 日 6 時- 8 時 於3 階会様室

出席者中山，池田委員

議事 6 月号作品作風欄割付け

転換期のニュータウン特集座談会

9 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者近野正男幹事ほか 6 名

委 員 会

148 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室
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出 席 者 鳥 田 委 員 長 ほ か10名

議事(1)7月号= 都市と港湾特集経過報告

(2) 8月号= 転換期のニュ ータウン特集経過

報告

(3) 9月号= 軟弱地盤と震災特集幹事会報告

(4) 10月号= 建築生産特集幹事会報告

(5) 11月号= 第18回青年技術者特集選衡委員

と応募要項の件

(6) 12月号= レクリエ ーシヨン特集幹事会の

件

(7) 小委員会報告その他の件

(8陥J O号記念号特別委員会の件

作品作風小委員会

17日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 小 沢 委 員 ほ か 4 名

議事 8 月号作品決定

住 宅 委 員 会

委 員 会

8  B  6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者 問橋，黒谷正副委員長ほか 19名

議 事 第 8 回「よろず相談住宅展」

イ〉住宅相談員派遣依頼の件

ロ〉展示資料に関する件

ハ〉現在までの進捗状況の報告

住宅展， 総務合同小委員会

16B 5 時半- 8時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 湯浅，生田，細見，高田 ，坂井

各委員

議事(1)会場計画最終決定

(2) 出展業者との打合会につい一

(3) 展示資料，作成資料，記録用紙などにつ

いて

出展業者打合会

22日 2 時- 4 時 於 阪 神 百 貨 庖

出 席 者 協 会 側 岡 橋 委 員 長 ほ か 7 名

阪神，出展業者，装飾業者なと50名

議事(1)小間の抽せん

(2)会場計画の説明

(3) 実演実施業社との打合

(4) 商品即売業社との打合

(5) 実演コ ーナー資材提供打合

(6) そのほか

建 築 デ ー タ シ ー 卜 委 員 会

計画分科会

11 日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者松村副委員長ほか 2 名

議事(1)未発行シ ート の再検討と発行計画につい

て

(2)既発行シ ー トの各工事別掲載・ン ー 卜の精

粗調整について

(3)新規発行、ン ー卜 の製品と会社リストの作

成について

(4) そのほか

委 員 会

24日 6時- 8 時 於 会 館 集 会 室
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出 席 者 井上， 松村正副委員長ほか 4 名

議事(1)計画分科会よりの報告

(2)本年度の発行計画について

(3) 合本シ ー トの申込状況について

(4) そのほか

見 学

. 6.  

=  

タカラの名古屋工場と名古屋城その他見学会

5 日 10時40分~午後 4 時40分

参加者 24名

大阪ガストレーニングセンターの見学会

11 日 3 時- 5 時

参加者 26名

日本ハウジング堺工場の見学会

18日 2 時半- 4 時半

参加者 46名

阪急南茨木ハイタウン く美沢高層住宅〉の建

設工事見学会

25日 2 時半- 4 時半

参加者 30名

監理 ・経営 阪急電車土地経営部

設計 ・施 工 附 竹 中 工 務 庖

3 会 事 業 委 員 長 打 合 会

24日 正 午- 1 時半

於日本建築学会近畿支部

出席者 6 名

議事 7 月以降の共催事業について打合

中 国 支 部 役 員 会

16日 3 時- 6 時

於広島ステ イショ ンホテル

出 席 者 支 部 青 盛 支 部 長 ほ か15名

本 部 塚 本 会 長 ，福中事務局長

議事(1)昭和46年度収支予算審議

(2) 昭和45年度収支決算報告

(3) 昭和45年度事業報告

議事終了後，同所において懇談会を開催

した。

|4会 連 合 協 定 ・ 工 事 請 負 契 約 々 款 委 員 会|

10日 2 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

本会より福田 ，岡田委員出席

6 月 の 入 会 者 ( 敬称略)
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財 団 法 人 建 築

1  9  7  1 ，第12回" 建築業協会賞 (BCS PRI ZE) "  

伊藤忠ビル・大阪センタービル

大阪市東区北久太郎町 4 - 68

建 築 主 伊 藤 忠 商 事K K

御堂土地K K

設計施工 K K竹中工務庖

竣 工 昭 和44. 4 .25

親和銀行本底

長崎県佐世保市島瀬町10 - 12

建 築 主 K K親和銀行

設 計 者 白 井 最 ー 研 究 所

施 工 者 K K竹中工務庖

峻 工 昭 和44. 4 . 14

世界貿易センターピルヂング

東京都港区芝浜松町 3- 5

建 築 主 K K東京タ ー ミナ J レ

設 計 者 K K 日建設計

武藤研究室

施 工 者 鹿 島 建 設K K

竣 工 昭 和45. 3. 3

帝国ホテル本館

東京都千代田区内幸町 l 一 1 - 1

建 築 主 K K帝国ホテル

設 計 者 高 橋 貞 太 郎

武藤研究室

施 工 者 鹿 島 建 設K K

清水建設K K

K K大林組

竣 工 昭 和45. 2 .28

天満屋岡山底

岡山市下之町77

建 築 主 K K天満屋

設計施工 K K竹中工務庖

峻 工 昭 和44. 9. 10

業 協 会

東京卸売センター

東京都品川区西五反田 7- 22- 17

建 築 主 K K東京卸売センタ ー

設 計 施 工 大 成 建 設K K

竣 工 昭 和45. 2 .28

東京国立近代美術館

東京都千代田区代官町 2

建 築 主 石 橋 正 二 郎

設 計 者 谷 口 吉 郎

施 工 者 鹿 島 建 設K K

峻 工 昭 和44. 5 . 7

八十二銀行本庖

長野市中御所岡田 178

建 築 主 K K八十二銀行

設 計 者 三 菱 地 所K K

施 工 者 清 水 建 設K K

峻 工 昭 和44. 9 .24

富士フィルム東京本社ビル

東京都港区西麻布 2- 26

建 築 主 富 士 写 真 フ ィ ル ム K K

設 計 者 芦 原 建 築 設 計 研 究 所

施 工 者 鹿 島 建 設K K

唆 工 昭 和44. 6. 21

ホテルプラザ

大阪市大淀区大淀町南 2 - 2

建 築 主 K Kホテノレプラザ

設 計 施 工 大 成 建 設 K K

峻 工 昭 和44. 9 .30

三菱重工業 K K東京製作所相模原工場

神奈川県相模原市田名3000

建 築 主 三 菱 重 工 業K K

設 計 者 清 水 建 設K K

施 工 者 清 水 建 設K K，鹿島建設K K

大成建設K K

竣 工 昭 和45. 3. 31
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チ ベ ッ ト 人 の 世 界

カトマンズ出発以来、 17 日聞のキ ャラパンの後、

到 着 し た チ ベ ソ ト 人 の 村 、 サ マ ( 写 真一 1 ) は

ヒ マ ラ ヤ の 高 峰 に 固 ま れ 、 プ リ ガ ンダキの1i l l : 奥

に あ っ た 。 山 の 高 さ こ そ i主え、山 H9 : の木立、村

の遠景、狭〈区切られた耕地、から竿、 j民 選 、 筒

宇由の培物を青空た日本人によく似た顔立ちの人び

と、屋内に入れば、板の聞に図: 伊裂と、そこには、

今 は な い か つ て の 日 本 の 田 舎 の 光 景 が あ っ た 。

今 回 は 、 こ の サ ? を 中 心 に チ ベ ッ ト 人 の 也a 界を

紹介しよう。

ヒンドゥ文化閣からラマ文化圏へ

ブリガンダキも上流になると、チヨノレテンなど

の 宗 教 的 桝 築 物 が 現 わ れ 、 ラ マ 教 文 化 圏 に 入 っ

た こ と が わ か る 。 カ ト マ ン ズ を 出 発 し て 10 日自

の野営地、 ジャガードで初めてチヨノレテンを見

た。それ以後、村の出入口や道端にチョルテン、

メ ン ダ ン が 現 わ れ て く る 。 人 純 は ま だ グ ル ン 族

で あ る が 、 ラ マ 教 化 し 、 チ ベ ッ ト 的 風 俗 や 生 活

様 式 を 採 用 し て い る 。 そ う い う 集 落 を い く つ か

過 ぎ て 、 チ ベ ッ ト 人 の 住 む 世 界 に 入 る 。

チ ョ ル テ ン 、 カ ン ニ 、 メ ン ダ ン 、 タ ル チ ョ ー

い ず れ も 、 チ ベ ソ ト 人 の 精 神 生 活 を 支 配 し て い

る ラ マ 教 ( チ ベ ッ ト 仏 教 ) の 意 味 を 持 ち 、 道 祖

神 、 お 守 り の よ う な も の で あ る 。

チヨノレテン( 写 真一 2 ) は 、 ラ マ 教 の 経 文 や iL、

を苦叫んだ石を 2 重、 3 重 に 高 〈 約 み 上 げ た 仏 石

搭 で 、 村 の 出 入 口 に 立 っ て い る 。 ラ マ 教 徒 は そ

の左f R l J を通らねばならない。カンニ( 写 真一3)

は 門 の つ い た チ ョ ル テ ン の 大 き な も の で 、 外 商

はt尼 が 喰 ら れ 、 大 き な 目 玉 が 儲 か れ 、 村 内 に 災

いが入ってこないようにというラマ教徒の[ 9 . 買い

が こ め ら れ て い る 。 メ ン ダ ン は ( 写 真一 4 ) 、経

文 や 仏 画 を 刻l んだ石( . . . . ニ石) ( 写 真一 5 ) を 道

端に並べたもの。旅の安全、病気の ｾｦ￬ｴ 怒を ｉＮｾ Ｎｒっ

て マ ニ 石 を 車11むという。タノレチョーは、純文の

E! ?かれた白いh 1eの の ぼ り て ¥ 民 家 のbHNやチヨ

ル テ ン の 先 に は た め も 、 て い る ( 写 真一 6 )。

チベット人の集落

両 岸 の き り た っ た 深 い V 字谷も上流になると、

河 岸 段 丘 が 現 わ れ， そ こ に チ ベ ッ ト 人 の 集 落 が

あ る 。 そ の 中 か ら 、 プ ロ ック 、ロ一、サ. . . . ( 下

流 か ら ) の 村 を と り あ げ よ う 。 標 問 、 2 ，500m

- 3 ，500m。樹木はツガやモミの針号車問は多くな

る 。 各 村 と も か な り 広 い 平 坦 J也を有しているが、

本 流 や 支 流 が 入 り 組 み 、 そ の 平 坦 I也は続いてい

な い 。 村 聞 の 距 離 は 半 日 な い し 1 日行程ぐらい

こ れ ら の 集 落 の 聞 に も 、 わ ず か の 平 地 を 耕 作 す

村 内 を 巡 る i立は、幅 ] - 2 m 、石が敷地、れ、両

側 は 布 垣 が 積 ま れ て い る 。 山 す そ と 中 腹 に 2 つ

の ゴ ン パ ( ラ ? 寺 ) が あ る 。 高 山 に 閉 ま れ た こ

る一軒家がある。 の 台 地 の 中 央 に は 、 小川 が 流 れ 、 小 川 に 沿 っ て

プ ロ ッ ク ( 写 真 7  ) は 本 流 沿 い の 道 か ら は ず 木 立 が 繁 り 、 そ の 陰 で は 、 尾 の 長 い 山 鳥 が 遊 ん

れ 、 右 岸 を 高 度 に し て 約 300 m登 っ た 河 岸 段 丘 で干し、た。 まさに桃源境である。

に 開 け た 村 で 、 下 か ら は 全 く そ の 存 在 に 気 が つ ロ ー で は 数10戸 の 民 家 が 密 集 し 、 長 家 形 式 の 家

か な い 。 急 な 坂 道 を 受 り 切 る と カ ン ニ が あ り 、 が 多 い。 ゴ ン パ は 密 集 し た 民 家 の 間 に あ る 。 地

そ れ を く ぐ る と 眼 前 に 一 端 は プ リ ガ ン ダ キ に 洛 形 は 、 プ ロ ック ほ ど は 平 坦 で な く 、 大 部 分 の 耕

ち、後方は急傾斜の山に統< 0.5kmX  2  km四 方 ぐ 地 は 村 の 下 手 に あ る 。 村 は ず れ に は 、 カ ン ニ と

ら い の 平 坦 地 が 広 が っ て い る 。 平 坦 地 は 全 て 耕

作され、 トウモロコ y の 取 り 入 れ の 終 っ た 畑 に

は 、 家Eむーが放され、山手を中心に 5 0 - 6 0戸 の 民

家 が 点 在 す る。他 の 村 と 迷 っ て 密 集 度 は 小 さ い。

長 い メ ン ダ ン が 絞 < ( 写 真一 8 )。

サ マ は プ リ ガ ン ダ キ 依 奥 の 村(際 高3 ，500m) て¥

ここからチベ ット ま で 築 港 は な い。 探 高7 ，0 0 0 -

8 ，000mの 高 崎 に 閉 ま れ た 盆J也でブリガンダキも
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こ こ に き て 初 め て 明 る く な る ( 写 真一 9 )。 広、、

平 坦I也、チベ y ト と の 交 易 絡 の 要 所 と い う 地 理

条 件 に も 恕 ま れ 、 プ リ ガ ン ダ キ 沿 い の 集 落 で は

一 番 大 き い ，100戸 ぐ ら い の 民 家 が 小 川 を 中 心 に

密 集 し ( 写 真一 10) 、約400人 の チ ベ ッ ト人がI主ん

でいる 。 集 落 の 周 囲 に 畑 が あ り 、 そ の 絞 き のお

地 は 放 牧地 と な っ て い る 。 放 牧t也の 第 1 の カ ン

ニ、畑の 中 の第 Ｒ のカン ニ をくぐってよｾ務に入

る。 村 内 に も メ ン ダ ン 、 彩色 されたチヨノレテン

が あ り ( 写 真一 1、11 ) 、 集 落 か ら 約500m離 れ た

高 台 に 大f曽院がある 。

& ⑤ タルチョー( ロー)

チベット人の住居

( 図 ー 1 、 2 、 3 ) 切 姿 、 平 入 り の 2 階 建 て 。 1

ド皆は土 |問、 2 1，管床は数本の丸太の柱で支えられ、

機 木 は 直 接 、 壁 に の せ 、 2 階 に は 柱 は な い。 全

体 に 長 屋 形 式 の 住 居 が 多 い が ( 写 真一12) 、 l 戸

建 ち の 家 も あ る 。

椛 造 材 料 は 全 て 自 然 の も の が 使 わ れ 、 屋 被 は 板

または自然石のスレートで廷かれ、ｾは石般み、

2  P皆は綴床である 。

建 築 用 具 は 、 ナ タ と チ ョ ウ ナ だ け で 、 銘ーは使 用

さ れ て い な い。 屋根 や 床 に 用 い ら れ て い る 板 も

ナタ 1 本で得たものである ( 写 真一 13). i泊りが

ア

1

1

1

1

1

1

E

m
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l

i
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-

ム

8 m 

石積みの壁、l写さ 40- 50cm

ト 一一一一一 6 m

か り に 火 事 の 後 の 建 て 直 し 現 場 を 見 た が 、 作 業

す る の は 夫 婦 2 人 の み。 道 具 は ナ タ と チ ョ ウ ナ

ず れ で は 、専 門 の 大 工 が チ ョ ウ ナ で 大 き な 木 和

を 作 っ て い た ( 写 真一 15)。

人 び と は 2 階 に 住 む。 l 階 は 家 畜 小 屋 や 物 置 と

して使用される。2 f > 皆居室へは、屋外からの| 稽

各 1 本であった ( 写 真一 14)。 ま た 、 ロ ー の村 は

段で前 ｾ に上り Ｈ 写真 一 ＱＶ 、 Ｑ ＷＩ 、そ の 奥の低く

て 狭 い 両 聞 き 戸 を く ぐ っ て 入 る 。 前 室 は 板I激、
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前面は板で図われていない場合もあり、そこは、

穀 物 や 家 畜 の 飼 料 と す る 草 の 置 場 と な っ て い る。

プロックの大きな 家図 - 1

1  

棚 l

i  

手すり

一一一一一斗十一一一一一一一 7. 5m

ま た 前室 の 一昔11を 板 壁 で 区 切 っ て fム刊] を設けて

いる家も多〈、彼らが熱心なラマ教徒て' あるこ

とがわかる 。 居室は、長さ 190cm、幅50cm、厚さ

3 - 4 cmの 板 敷 き て ¥ 婆 側 の 壁 よ り 中 央 に 、 約

1. 2m四 方 の 囲 炉 裏 が き ら れ て い る。 囲 炉 裂 は 下

ローの普通の家図 - 3
ローの大きな家図 - 2

マ③ ローの村

か ら 板 、 ス レ ー ト 、 泥 と 重 ね て 作 ら れ 、 n 中に

は鉄の五徳カ吋居えられている。ここで茶を沸し、

食事をし、吸をとり、 その ま わ りで寝る 。 燃 料

は 、 乾 燥地 帯 の チ ベ ッ ト 人 は 家 畜 の 糞 を 用 い る

が 、 こ こ で は 薪 で あ る 。 囲 炉 裏 端 の 席 は 決 っ て

い る 。 向 っ て 右 側 は 男 、 左側 は 女 の 席 て ¥ 奥 か

ら 年 長 者 のj順に座る 。 図 - 1 、 図 - 2 は そ れ ぞ

れ プロ ック、 ロー で 一 番 の 実 力 者 の 家 で あ る が 、

床 よ り 10- 20佃 高い「座 J が 、 窓、ぎわと正面の壁

沿 い に 設 け ら れ 、 そ の 前 に テ ー プ ル と な る 台 が

置 か れ て い た 。 ロー の 家 で は 、 じ ゅ う た ん が 敷

か れ て い た が 、 そ の 上 で も 靴 を脱ぐことはない。

正 面の墜には棚や戸 棚 があ り 、左には、日 Ｑ ｾ Ｎ 使

用 す る食若手、 鍋 、査が、 右 には 、 仏具 な ど が 雑

然 と 並 べ て あ る ( 写 真 18 )。

一 般 に 、 石 墜 で 囲 ま れ た 空 間 を 区 切 る こ と は な

い。プロ ックの 家 で は 、 図 の よ う に 壁 沿 い に 板

壁 で 区 切 り 、 物 笹 と し て 使 わ れ て い た が 、 他 に
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は こ の よ う な 例 は な か っ た 。 ま た プ ロ ッ ク の 村

では、 2 戸 で 1 棟 を な し て い る 家 が 多 い が 、 こ

の 2 戸 に 住 む 家 族 の 関 係 は 、 尋 ね た け れ ど 要 領

をえずわからなかった。

天 井 は 、 減 っ て あ る 家 が 多 〈 、 そ の 高 さ は 約 2

m 、 図 - 3 の 家 で は 、 物 置 と な っ て い て 、 はし

ご が か け て あ っ た 。 た だ し 、 囲 炉 裏 の 上 苦11は 天

井がなく、煙はそこから屋根と壁の| 域 rMI を通っ

て 抜 け る 。 凶 炉E径 が 、 妥 側 の 壁 ぎ わ 中 央 に あ る

のは煙抜きにも都合がよい。

窓、は全体に小さい。 一 般 の 家 で は 、40c m角 の 空

間 が あ る だ け 、 図 - 1 、 図 ー 2 の 家 の 飾 り の つ

い た 木 製 の 窓 も 空 間 は 小 さ < ( 写 真一 19) 、 い ず

れ の 室 内 も 昼 な お I惜し、。明かりとしては、バタ

ー ラ ン プ が あ る に は あ る が 、 宗 教 的 な 行 事 に 用

い る だ け で 日 常 生 活 に は 使 わ れ な い。

家 の 前 面 に は 、 必 ず ス レ ー ト を 数 き つ め た 庭 が

あ り 、 そ の 周 囲 は 石 垣 で 図 わ れ て い る 。 大 き な

家 は 、 門 構 え の 広 い 庭 を 持 つ。 そ の 庭 で は 、 穀

物 を 干 し た り 、 脱 穀 作 業 、 家 畜 の 世 話 が 行 な わ

れ る ( 写 真一 12、20)。

以 上 は 、 当 地 方 の チベッ ト 人 の 住 居 の 特 徴 で あ

っ て 、 チ ベ y トや、ネノ マー ル 圏 内 で も 乾 燥 地 惜

の チ ベ y ト人 の住 居 は 、 木 材 を 使 う こ と が 少 な

〈、 2 階 以 上 も 床 は 土 問 で 、屋 被 は 平 屋 恨 で あ

る。 こ の よ う な 相 違 は 、 ブ リ ガ ン ダ キ が 、 比 較

的雨が多いということと、そのため木材が ｾｗ

で あ る こ と に 因 る も の で あ る 。

コ' ンパ( ラマ寺院)

ま と ま っ た 集 落 に は 必 ず ゴ ン パ が あ る 。 村 内 に

あ る こ と も あ る が 、 大 体 、 集 落 を 少 し 離 れ た 高

台にあり、緩傾斜のスレート主主きの寄せ煉で、

2 重、 3 霊 に 昼 恨 は 震 な り 、 先 端 に は 紫 色 の 金

具がま軍き、石積み の ｾｉ ま泥が上 塗 りされた うえ 、

白 〈 塗 ら れ て 速 くからでも紋} j lj できる 。 内 部は 、

正 商 に 数 休 の 仏 像 が ま つ ら れ 、 音11屋 中 央 に は 釣

鐙 状 の 大 き な 7 ニ専が吊ワ下。〕、まわすと涼し

い 音 が す る 。 天 井 や1HI J l 芝には、極彩色 の 仏 闘が

描 か れ 、 棚 に は 数 本 が 収 め ら れ て い る 。 あ る ゴ

ン パ の 天 井 夜 に は 、 火 葬 に し た 後 の灰やf : t を泥

と ま ぜ て 、 こ ぶ し 大 の 円 錘 形 に 固 め た も の が 無

数 に 収 め ら れ て い た 。

ゴ ン パ の 中 で も サ ? の コ・ンパはひときわ大きく、

僧侶も多い 。 僧ｾーなどの多数の附属建物を持ち、

一 帯 は 公 園 の よ う に よ く 手 入 さ れ て 、 一 大 僧 院

を な し て い る ( 写 真一 21) 。 このゴンパのほか、

サ 7 か ら 約 3 時間の距離にあるサマカノレカ ( 夏

期 放 牧 場 ) の は ず れ の 山 腹 に は 、 白 〈 燦 〈 マ ナ

スノレを背に、ゴンパと約10戸 の 家 屋 が あ る ( 写

真 一22) 。 人 の 出 入 は 少 な く 、 修 行 場 の よ う で も

ある 。 こ の よ う に 、 サ ? の ゴ ン パ が 勢 力 を 持 っ

て い る 理 由 は 、 村 自 体 が 広 い 耕 地 、 放 牧I也を持

ち 余 裕 が あ る こ と の ほ か 、 チ ベ ッ ト か ら 速 ば れ

て く る 岩 忽 の 専 売 機 を 持 っ て い た た め と Il fJ いた 。

チベット人家庭の訪門

い ろ ん な き っ か け か ら 、 f. l . は7 " ロック、ロ一、

サ 7 の 村 で 、 彼 ら の 住 居 を 訪 ね る こ と が で き た。

サ7 は か つ て 、 日 本 の マ ナ ス J レ隊が追い返され、

ロ ー は 春 に オ ラ ン ダ 隊 が 通 行 を 拒 否 さ れ た 村 で

ある 。 手' J . . 途は、秋に訪れたのであるが、行〈前
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は 、 そ の こ と を 心 配 し 、 実 際 、 ロ ー で ト ラ ブ ル

に 出 あ っ た が 、 彼 ら の い い 分 を 聞 き 、 こ ち ら の

考 え を 誠 意 を 持 っ て 知 ら せ る こ と に よ っ て 解 決

することができた。

招待されたり、 l 人 で の こ の こ お し か け た が 、

み ん な 人 な つ っ こ く 、 親 切 に も て な し て く れ た 。

屋 内 に 入 る と 、 囲 炉 裏 の ま わ り や 「 座 」 に 席 を 作

っ て く れ 、 ま ず だ さ れ る の が 、 チ ベ y トから入

っ て く る 茶 に 、 バ タ ー と 塩 を 入 れ 、 長 い 木 筒 の

中 で 後 持 し た お 茶 で あ る 。 栄 養 価 が 高 〈 、 彼 ら

の 日 常 の 栄 養 源 の ひ と つ で あ る が 、 独 特 の 香 り

と味がして、恩11れ る ま で は 飲 め な い a こ の 茶 を

陶 器 の 茶 碗 に な み な み と つ い で だ さ れ 、 一 口 で

も 飲 ん で 下 に 置 け ば 、 待 ち 構 え て い た よ う に 、

注 ぎ た さ れ 、辞 す る の に 苦 労 し た 。

飲 み 物 に は 、 茶 の ほ か 、 酒 が あ る 。 大 麦 や ト ウ

モ ロ コ シ を 醗 酵 さ せ て 作 っ た チ ャ ン 、 蒸 留 酒 で

あ る ロ キ シ 一 、 味 は 淡 泊 で 茶 よ り は ず っ と 飲 み

よ い 。 ア ル コ ー ル 度 は 、 水 増 し き れ 一 定 で は な

い が 、 日 本 酒 程 度 で あ ろ う か 。 こ れ ら の 酒 は 、

人 の 住 む と こ ろ 、 ど こ で も 手 に 入 る 。

そ の 他 だ さ れ た も の は 、 塩 と 唐 辛 子 を 添 え て ゆ

が い た じ ゃ が い も 、 ゆ で 卵 、 大 き な カ プ 、 チ ベ

ッ トチーズ。

チベット人の生業

ヒ マ ラ ヤ の チ ベ ッ ト 人 は 定 住 集 落 を 作 っ て 農 耕

と 牧 畜 を 営 む 。 プ リ ガ ン ダ キ の チ ベ ッ ト 人 も 例

外ではなし、。 主作 物 は 、 大 麦 、 じ ゃ が い も 、 ト

ウ モ ロ コ シ て ¥ 冬 期 は 栽 培 き れ な い 。 私 の 見 た

大 麦 の 刈 り 入 れ は 、 長 さ 30cm ぐらいの 2 本 の 細

し、絡で、数本ずつ視! の下をはさみ、引張りちぎ

っ て 背 負 っ た ド ッ コ ( か ご ) に 入 れ て い た 。 じ

ゃ が い も は く わ で 掘 り 起 こ し 、 前 に 置 い た ド ッ

コ に 投 げ 入 れ て い た ( 写 真 一 23)。かまもあるに

は あ る が 、 切 れ 味 は 惑 し 」 畑 を 耕 す の に は ヤ ク

や 牛 が 使 わ れ て い る ( 写 真一 24)。 大 変 の 脱殺は、

前述の庭で、から生存を用いて行なし、( 写 真 一 25) 、

実 と 殺 は 風 選 ( 写 真一 26) によって寄り分ける。

か ら 竿 、 風 選 は 、 か つ て の 日 本 で も 見 馴 れ た 道

一具 、 方 法 と 同 じ で あ る 。 両 者 の 聞 に は ど の よ う

な つ な が り が あ る の だ ろ う か 。

チ ベ ッ ト 人 は 元 来 、 遊 牧 民 で あ る 。 農 耕 を 営 む

チ ベ γ ト人も牧f . ' i を 忘 れ な L 、 。 股 耕 よ り も 牧 畜

の ほ う が 重 要 で さ え あ る 。 家 畜 は チ ベ ッ ト 牛 と

呼 ば れ る 毛 の 長 い ヤ 夕 、 ヤ ク と 牛 の j出 血 税 の ゾ

ム ( 写 真一 27 ) が主である 。ヤクやゾムは荷役、

ＭＪｍ 乍 ｬ ニ ｩｾ うとともに、その手しからはバター、チ

ー ズ を 作 り 、 彼 ら の 生 活 に は な く て は な ら な い

ものである。

集落から数日寺 fHI の 距 離 の 問 地 に 、 村 ご と に 放 牧

地 を 持 っ て い る。 こ の 政 牧J也はカルカと呼ばれ、

森 林 限 界 を 越 え た 草 地 で 、 か つ て 氷 河 に よ っ て

形 成 さ れ た と 思 わ れ る 平 坦 地 て ¥ 氷 河 の 後 退 し

た い ま も 、 サ マ カ J レカとローカ J レカの問には、

氷 河 が 横 た わ っ て い る 。 夏 期 は こ の カ J レカにヤ

ク や ゾ ム を 波 牧 す る 。 人 び と も カ J レカの小屋に

移り{ 主み、手L し ぽ リ 、 乳 製 品 作 り に 精 を だ す 。

カ J レカのJ l は、 l咲き乱れる高山純物岩手の中を雪

解 け 水 を 集 め た 小111 が 流 れ 、 ヤ ク の 首 の 鈴 の 音

が 、 カ ラ ン 、 カ ラ ン と 白 き 山 崎 に 電 車 き 、 心 に 法



み透る j風景が広がる。

秋 の 訪 れ と と も に 、 こ の カ ル カ を 去 り 、 集 落 周

辺のカノレカや、取り 入れの終った畑に放牧する。

畑 に 放 牧 す る こ と は 、 言KT t . ; " の君主が唯一の肥料で

あ る 当 地 に お い て は 、 重 姿 な こ と で あ る 。 ま た

冬 期 の 飼 料 の た め 、 住 居 の ま わ り に は 、 う ず 高

〈 乾 撃 が 積 み 上 げ ら れ て い る ( 写 真一 10)。

チベット人の社会と生活

各 村 に は 、 中 心 人 物 と 見 ら れ る 男 が い る 。 彼ら

の 家 は 他 の 家 と 比 べ、大きく盤っている( 図 ー 1、

図 - 2 ) 。 プロ ック、 サ ? の 男 は 僧 侶 で あ っ た 。

このことはラマ教の世界であることを考えれば、

当 然 の こ と で あ ろ う が 、 彼 ら が 俗 事 に 対 し 、 ど

れ ほ ど の 力 を 持 っ て い る か は わ か ら な い。

ロ ー の 村 の 通 過 に 関 し ト ラ ブ ル が 生 じ た が 、 そ

の|療 、キ ャ ン プ の ま わ り て ¥ デ モ ン ス ト レ ー ン

ョンのように、 10数 人 の 男 達 が ロ ー の 中 心 人 物

と 目 さ れ る 男 ( 写 真一 28) を中心 lこ議論を始め

た 。 男 達 の 輪 が と け て 決 論 が 出 た か と 思 う と 、

そ の 男 を 置 い て 他 の 場 所 に 移 り 、 ま た 議 論 す る

という光景が何度か繰り返された。最終的には、

そ の 男 と 話 を し 、 解 決 し た の で あ る が 、 私 達 の

荷 を 各 戸 1 人 の 割 で 運 ぶ と い う こ と な ど を 見 る

に つ け 、 村 の し く み は 民 主 的 の よ う で あ る 。

なお、ネノマーノレ政府の力は、まだ届いていない。

チ ベ ソ ト 人 は 、 前 述 の 成 耕 や 牧 畜 の ほ か 、 交 易

も 行 な う 。 こ れ ら は 分 業 さ れ て い ず 、 入 手 さ え

あれば、 l 戸 の 家 て 3 者とも 営む。 川 喜 田二

郎 氏 は こ の よ う な 背 景 か ら 兄 弟 で 1 人 の 妥 を 持

つー 妥 多 夫 の 習 慣 が 生 じ た と 述 べ て お ら れ る 。.

な ぜ な ら 、 放 牧 や 交 易 で 、 兄 弟 が 交 代 に 長 期 I:Jl

家 を 雌 れ る こ と が 多 い か ら で あ る 。 分 家 す る 伐

の余裕のない生活程度も理由のひとつであろう。

この習慣は少ないけれど、 一 昔JSに 残 っ て い る 。

チ ベ ソ ト 人 は 遊 牧 民 の 血が流れているせいか、

陽 気 で 人 な つ っ こ く 、 つ き あ っ て も 楽 し い ( 写

真 一29、 30) 。また交易などをやっているためか、

少々ずるいとごろもあるが、 gi ve and take の 思

想 を 持 ち 、 診 療 に 対 し で も 、 相 当 の 礼 を 持 っ て

くる。ヒンドゥ教徒のネパーノレ人と違い、女性

の 地 位 は 高 〈 、 物 お じ し た り 、 隠 し た り は し な

い。男以上によく働〈 。い ず こ も 女 3 人寄れば、

か し ま し く 、 そ ん な と こ ろ に 行 き あ わ す と 、 こ

ちらカf カ‘ ら由、わt L る平呈て・ある。

子 供 達 も 小 さ い 時 か ら 、 家ili の 番 、 農 作 業 の 手

伝 い と よ く f動 < ( 写 真一 31) 。ポー ターの中の子

供 達 も 自 分 の 背 ほ ど も あ る 30kgの 荷 を 一 人 前 に

運んでいた。

ポ ー タ ー の 賃 金 、 現 地 購 入 の 食 料 代 は 、 政 府 発

行 の 紙 幣 が 通 用 し た 。 破 れ て い た り 、 汚 れ て い

ると使えなかったが、マナスノレ隊のように硬貨

を運ぶ必l } i きはなかった。

日 常 の 食 事 は 、 乳 製 品 の ほ か 、 大 麦 、 トウモロ

コ シ 、 じ ゃ が い も が 主 で 、 大 変 や ト ウ モ ロ コ シ

は 妙 っ た 後 、 手 回 し ゃ 水 車 に よ る 石 う す で 粉 に

し た ツ ア ン パ と 称 す る 「 は っ た い 粉 」 を バ タ ー

茶 や 湯 で こ ね て 食 べ る 。 閥l味料は岩塩とチリ( 底

辛 子 ) で 野 菜 類 は 殆 ん ど 食 べ な い 。 ニ め よ う に

食 事 が 簡 単 な こ と は 、 定 着 集 落 に 住 む よ う に な

っ た 現 在 も 、 隊 商 を 組 ん で 交 易 に 出 か け た り 、
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夏 の fiJJは 、 高 地 の 放 牧I也 で ヤ ク と 共 に 生 活 を す

ると L 、 う 移 動 性 の 高 い 生 活 を し て い る こ と に よ

る も の と 考 え ら れ る 。 私 達 の ポ ー タ ー は 、 荷 の

上 に 大 変 と ト ウ モ ロ コ シ の ツ ァ ン パ 、 バ タ ー 、

狩 屋 、 チ リ を く く り つ け 、 野 営 地 で は 、 j易を胃r ，

す だ け で 、 簡 単 に 食 事 を し 、 箔 の み 滑 の ま ま 、

l:I むらで寝ていた。

衣 服 は 、 男 は ズ ポ ン を は き 、 上 身 に は シ ャ ツ を

つ け 、 そ の 上 か ら 筒 袖 の 長 い 完 宝 物 を 治 、 前 で 合

わ せ て 帯 を し め る 。 若 手 〈 な る と 好 ん で 着 物 の 片

肌、両肌を脱〈・ 。 女も渚物を青空て、娘途は、前

後に 2 枚 の 縞 模 様 の 入 っ た 腰 ま き を し 、 金 属 製

の バ ン ド を し て い る ( 写 真 一 32) 。 男 も 女 も 布 ま

た は 皮 製 の 長 靴 を は き 、 屋 内 で も 脱 ぐ こ と は な

い が 、 キ ャ ラ パ ン 中 、 悪 場 や 水 場 に さ し か か っ

た り 、 低 地 に お り て 暑 〈 な る と 紫 足 に な っ て い

た。 こ れ ら の 毛 織 物 は 、 自 給 自 足 で 、 女 達 は 歩

き な が ら も 糸 を 紡 ぎ ( 写 真 一 32) 、 簡 単 な 織 機 で

織 る ( 写 真一 33)。

径 は 、 男 女 と も 長 〈 、 お さ げ に 結 う 。 前 後 を 切

っ て い る 女 、 坊 主 刈 り の ラ 71r;1 もいる 。 怖は、

*，uく さ い た 竹 を た ぱ ね た も の で 、 バ タ ー の よう

なものを髪油としてつける 。 後を洗う ｾｉｴｬＮｴ は、

も ち ろ ん 、 身 体 を 洗 う 習 慣 も な L 、。 ま し て 衣 類

を洗うことはなし、。 f忠 治 乾 燥 地 術 に 住 ん で い た

ためであろう。それでも私達と数日I i ¥] 、キャラ

パ ン を 共 に し た 女 達 の な か に は 、 後 を t先 い 、 洗

1砲 を す る も の も 現 わ れ た。

身を飾りたいとし、う女性の閉め、は、万悶共通。

? ? " 、トルコ石の首飾り、指輪をつけている 。 な

か に は 、 イ ヤ リ ン グ を つ け た 女 も い る 。 首飾り

は 男 も つ け て い る が 、 男 女 と も ずf 飾 リ の う え に

お 守 り を 下 げ て い る 。 努 は 般 に 、 火 打 石 、 針 の

〈 っ た 竹 筒 、 財 布 を 、 女 は ス プ ー ン ま で ぶ ら 下

(f て い る 。

終 りに

今 悲 の あ る 大 学 の 調f t 隊の報告によると、ネノ守

- ) レ内のチベット密教( ラマ教 ) は 、 ヒ ン ド ゥ

教 の 進 出 で 荒 廃 の一 途 を た ど っ て い る そ う で あ

る。 私 の 踏 査 し た チ ベ ッ ト 人 の 村 で は 、 ヒ ン ド

ゥ 教 の 進 出 の 形 跡 は 全 く 認 め ら れ な か っ た 。 そ

の 玉 虫 由 は 、 プ リ ガ ン ダ キ の 上 流 と い う 交 通 の 不

i出な J也 で あ る こ と に 因 る の で あ ろ う 。 しかし、

チ ベ ッ ト が 中 国 に よ っ て 解 政 さ れ 、 国 反 が 閉 ざ

さ れ た 現 在 、 そ の 後 立 て を 失 っ た ラ マ 教 は 、 い

つ か は ヒ ン ド ゥ 教 に 押 さ れ て い く で あ ろ う 。

- )y 、 ブ リ ガ ン ダ キ の チ ベ ッ ト 人 の 村 は 、 今 か

ら20年 jli: < 前 に も 、 日 本 の マ ナ ス J レ隊が訪れた

こ と が あ る 。 そ. のH寺 の 写 真 と 今 回 の 調 貨 の 写 真

と 見 比 べ 、 い ず れ が い ず れ と も 見 分 け が つ か 主

い。 そ れ ほ ど 、 村 は 変 っ て い な い 。 新 し い 榊 築

物 H.!. る こ と が で き な か っ た 。 変 化 が な い と い

う こ と は 、 寂 れ つ つ あ る の だ ろ う か 。

お 守 リ を く れ た ラ "?f (望 、 は に か み な が ら ふ と こ

ろ か ら マ カ イ ( ト ウ モ ロ コ シ ) を 手 づ か み で く

れ た 娘 、 火 を 囲 み な が ら ロ キ シ ー を 飲 み あ っ た

男 達。 ヒ マ ラ ヤ の 高 峰 に 囲 ま れ 、 ヤ ク の 鈴 の 響

〈 彼 ら の 世 界 が 、 い つ ま で も 平 和 で あ る こ と を

即負わずにはおれない。

おわり
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宮 谷 商 事 株 式 会 社
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出 張 所一 高 松 ・ 北 九 州

発)
支

営 業 所一 千 葉 ・ 横 浜 広 島

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

詰 研 冷 機 構 軍 醤 柱

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 了 6 8 番 地
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電話 261 (代 ;0641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 結 68l (代) 1781

大 阪 庫 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の l

名古屋支庖京 都 后
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空 調 設 備 の 頁

平山互業株式会社@  

設 計 ・施 工

キ土本

大阪市西 ｉｾ 江戸収通 Ｒ の ＲT  E  L  ( 441 )刊 1994 .  ( 443)  (代) 0331

空 気 調 和 ・ 恒 jEL恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛生 設 備 設 計 施 工

暖 ・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

@不ニ熱学工業締ま舎紅

r : ¥ 

ｾ＠妻11回

大 阪 市 南 区 脈 経 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436i拘

束京都大田区丙馬込 1 - 2 - 1 111話 773ー1231間

銀座 ・ ｩｊｾ 絵 ・ 京都・神戸 ・福岡

本 庖

東京支庖

営 業 所

ｦｩｾ＠

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

高

大阪支庖

ヰ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 湯 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

ｾ邑

星回艮

司1 &

新日本空調株式会社

社

大阪市西区京町場 1 丁目 6 2  包 括(443) 代 表8161- 9  

名古屋市中村区水主町 1の 1 2  包 括(541)0966(551 )1655 

東京都港区赤板 2 丁目 3 - 1  2  

赤坂ピークピル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生凹区北長狭通 7 丁目 l 町 1 電話 (34) 1778 .  4386 

A

Q

一

A
式キ来業エ田山

本 社

支 陪

出張所

大 阪 市 北 区 .;:t ， ［ｾｪ 浜通 Ｑ Ｍ 2  5  ( 新大ピル )

包括 (06)  344 - 6  0  3  1  (代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

電話 ( 03)  279ー 5 6  7  1  (大代)

名 占 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 札 幌 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

阪 支 l肖

本社 ・東京支J汚

大

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・ア ル ミ - サ ッ シ - ド ア - シャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

銅 機 株 式 会 社

大阪市東区高腹橋 5 - 4 5  ( 興銀ピル別 館 )

也 大 阪 代 (202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

t江 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 悉

東京高Ili 住区間麻布 4 - 15- 23(  tfi 5 興和ピル)

埼 玉 I ! 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 台

同 気 調 和 宅 1il1l
ロ 一 日 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 ー 又

く m哩型医コ

理 研

大 阪 支 庖

東 洋 梨 工 業 織 式 会 祉 大 阪 安 倍

本社・ヱ渇

T E L ( 443)  8 0 7  I  

T  E  L  ( 562)  I  3  5  I  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 事 業 部

古名日E支

2舎町震H副 S

(*""，> ＭＭＭＭＭＭＭ｟ＮＮ，可 ＺｾＺｵＺＨＺＮ

ー・ｾＮＮＮーＮＮＮＮ
③指j語器掛誹

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 rl 図町 2 0 番 地 の 1

包括 (681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満橋北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 国 西 末 広 町 1 1 I 街 ⑬7431 - 3  

大 添 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 電話③ 3 6  1  0  

会 社
⑨ 

キ土

大 阪 営 換 所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高松・広島

本

四日市営換所

大 津 出 張 所

津 営 集 所

エレ ベータ ・リ フト ・カーリフ ト

計 ・ 製 作給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庄

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六緩急ビル ) (35 1) 4927代

大阪営業所 ( 351) 4927代 サービス事業所 (328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 場 (328) 0363代

電話大阪 ( 458) 3531 番

者11 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 ilt 南 iill 4T!=l l l

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤

気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 葛 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

電 気 設 備の 頁

電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2  

電 話 大 | 仮 (362) 8  7  0  1  

束 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5 ー 7

電 話 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 眺 ・ 福 岡

旭 川 ・ 浜 松 ・ 姫 路 ・広 仏 . 7. ' J i 松

設計施工

社

A

Q

玄電

I1E葺

|顎

ヰ土

営 費 陣 所

営 業 所

朝

本

社

キ土

支 庖

営 業 所

本

東 京 支 社

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高鹿橋五丁目 二八百干I也 屯話大阪 (202)0325- 9得

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 格 I也 5 号

支 社 札 帆 ・1111 f ; .  1L ノ 内 ・名 古 屋 ・縮 問

出 媛 所 N ! . 川 ・ 白 河 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 1. ¥山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 山 区 上 初 ぬ 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

大 阪 市 此 花 区 恩 i1t 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462- 1  3  0  1 (代)

A

Q

一

A

工藤工太 陽

本

"il. I力工事本音11

設計- 施工

A

Q

一

A

喝'
電 気 工 事

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rl i h/.( ｾ ミ ｬ 丘ｾｲＭ 江 東 之 町 三 「日 - li 

屯 JR 大 阪 (931) Ｈｾ＠ 点 7 3 4 1 - ; '

0 3 8 8 ・2 1  9  3  

大阪市h左京医7f 江東之町三丁目・ー ＧＮ Ｇｬ￬ ｍｩ 大阪Ｈｾ Ｚ ＱＡ ＩＷ ＨｸＩ Ｔ

Ｔ＿ 良 ｌￇｾ 制 ｉＯ［ ｉ｛， ｦ ￭ｩ，卸ｼ司 ￬ ￚＡ η ＺＱＶ Ｐ .，' 江川湖1/荷 2  2607 .  11よユ!)

式株
信
一
刈

号 居

宅，本中

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 束 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東京・名古屋 ・ 舞鶴 ・大阪南・神 戸 ・ 広島 ・九 ｾ ｈ

A

Q

E

 

式

英信

株

原、

業

菜

エ

取 締 役 社 長

原栗6詮

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

司E 館 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東 京都 品 川 区 西 五反 田6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 紫 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

ェ

叫

興

敏

凡

又事工

信

一

川電

キ土

営 業 所

后

本

支

社

代表取締役 林

大 阪 市 北 区 制i 笠 岡r 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

m ぷ ⑪ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 ms中 央 区 日 本 陥 箱 崎 町 3 丁 目 211H也

屯 ぷ ω 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 様 原 . ey .  ｬｩｾ＠ 山

夫

一
一
一

株 式 会 社

社

窓

本

支

群出 張 所出 張 所

宝 眉 機 排 -t d h  

弓ｾ 1寓イ限: : C ¥， 'J:定

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 堂 ピ ル 三 階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( ー辻孝 ピ J レ)

電 話 ( 542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 ・ 幌 市 ・ 高 槻 市 ・ 姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

卒富士電業株式会社

社

電 電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

S注

Ｂｪｾ＠中111  以締役社長
宇土

社

本

支

大 阪 市 西 l孟北堀; _ [ I二通 l 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 足 ・lぶ 出 . ｦｩｌ ，ｾ＠

社本

営 業 所

|将営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

Ｍｭｾ舌大阪 ＨＳＶＴＩ 代 Ｓ 0  5  6  

東 京 都 港 区 新 橋 5 - 3 4 - 6 相 馬 ピ ル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大 阪 商 ・札眺・名古屋 . [[l l l::! rli .  ｬｩｾ 山 ・ 徳山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・和 歌 山

松山・京都 ・ 草津・ Ｑｾ Ｑ＾岡・水島・福岡

A

Q

一

A

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 計 施 工

取締役社長

社 大

東 京 支 が (

本宇土本

所張出

支 庖

営 業 所
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建 材 ・そ の 他 の 頁

!  奉 仕 感 謝 の 庄 |  庄の

タ イ ル 工 事 施 工l

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタロ グ進呈)

⑪ 認 '11 j手 窯 業 高 志

窓掛、鍛帳、日際、壁紙 室 内 装 飾 繊焼、舗床材一般

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. Yト発売元

⑥ 亀 井 株 式 曾 枇

⑩ 

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手L. -9ー・ミ>it.-J.レ

タ ＪＧｲｴｾ 桂
三 幸 商 曾

. 内 念 宮 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 エ パ テ ッ ク ス 吹 付
Standard Board &Slate 

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話(702)代7814- 6  

特約代理庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 広 島 ・今 治 ・福 岡

大1 3 1 X曹 6 椀

K A N D A N  

・ 空 気 調 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

・各種送排風機 設計施工

⑪/ 自鰭県鈴界全野
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建 材 の 頁

• • • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 寒 剤

ニ ッ ポ ン 防 水 目 地 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水斉11

。〉

近代建築の要求する

• • 製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工 • 
震 JIII4と診の

色メニ"J ♂砂κ

語 黒 川 化 学 工 業 所

本的工場 神戸市 東灘区住吉 東町2丁目 5- 15 T  E  L側2723

N .. G. C. 式

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ァ ル コ ン パ ンド( 町串

米国バイヤーライト・アスファル コンパ ンド J .. .. 

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉升互業株式会結

工場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 3 丁目 16番地

ス チ ー ル

フア J レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ • ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャツララー

• ド ア ー ハ ン ガ ー

P 可

琴22 三 高 製 作 所

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

※キ寺言午 /1¥ 1実 武

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -

言5t

72 

言十

製 イ乍

施 工

/1¥俣シャ11' ' - 1- 工業者朱式会社大阪支庖



蟻 の 集 団 誠 実 勤 勉 し か も 万 イ ト ーとー そ

全国的販売組識カネライトパネルホーライト天井カルトン施工体制の確立ベニオンポーライトセメントベーストによる特安

カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホローボードバイオニヤカルトン高精度パネルK Cパネル工期大巾短縮ホロ- -

メーションシステムカルトンフロンテアベ二オンスピリットカルトン外壁ボーライト耐火80分1021号ホ口ーボード耐火30分

耐火30分0027・0028号アコニオン全国的販売組識K Cパネル遮音35dbカルトン L=o. n'l A V ' nn'l A V ' _ _ .  I _ L  _ . . . . . .ローライ

アコニオン L=0. 097Kcal /mh c ポーライト L=0. 097Kcal  Imh c カルトン乾式構造 ---'.1 _， ψ - .' " ー ム 匂 11 :al /m 11 

K=0. 88Kcal /m h  c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁カル I / 技術の結晶0.88Kcal  m h  cベ

カネライトパネルセメントベーストによる特殊接着ベニオンオートメーションシステム: ルトン高精度パネルカJ トン全国

工体制の確立ユニオンボードバイオニヤボーライトフロンテアホローライトスピリット 2パネル施工体制の確: アコニオ

耐火30分0027・00河 芸7 コニオン肪'k l:il:i妄・ m畏ホローボード遮音35dbユニオンポー L=0. 034 Kcal /mh  c  ，ルトント

cal /m h  cボ ー う . 41Kcal  1m h  c ホ口一 イト耐火30分0027・00 号カルト

荷重500kgベニオ I I ドード野地カネライトパ ル内戸. . . . L. _ -J，....:'  い町』ベニオン

35会問ZZ | 保有外貨 61 億ドルに |説話幸子ι コt f 1251日招努素手.

11ttZAL |  昭和 60年には世界の |陥没初期? レ.VFf 交EY与えとim::

321A252? |  総生産の 25 %に! |L21明 :党? うねE17f 課長主主主計会

壊荷重500kg カキ I  I  J販売組識 KI ，，，ネル施工体制6 韮立ベニオンボーライトセ

トによる特殊接着 べニオンスビットポーライト ffi ｾＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号カル卜
30分0027・0028号ユニオンホード防火55号 '99号ホローボード遮音dbカル ン全国的販売組i カネライトパネルホローラ

ルトン施工体制の確立ボーライトセメントペーストによる特殊接着カルト 間仕切ユニオンz ードの術の結晶ホローボー

カルトン高精度パネル K Cパネル工期大巾短縮ホローライトオートメーシ ンシステムカルト : フロンテアベ二オンスピリ

外壁ポーライトスピリットホローボード耐火 ＳＰ 分 ＰＰＲＷ ・ ＰＰＲＸ 号アコニオ、ｾ術の結晶 ｋｃ パネ 遮音35dbカルトン L=30

0028号アコニオン全国的阪売組識カルトン遮音35dbカルトン L=O. O' (く0. 034Kcal /mh c ローライト曲げ破壊荷重:

アコニオンし=0. 097Kcal /mh c ボーライトカルトン乾式構造ユご ・ノボード K= 2.41Kcal  n  h  c ホローボード K=O.l

h c アコニオン間仕切カネライトパネル外壁ホローライト内壁小' ノ技術の結晶ベニオン間 |切カネライトパネルセメ〉

セメントｾ Ｎ . . ，いー" ' P 壮時寝ヂ ピーーι 、4 ・ ・ ‘  ・ . F ムカルトン高精度パネル+ トン全国的販売組識カネラ

ユニオン・- ＱＧ Ｑ 川勾ーヤ 刀 ・ｾ 1  ｲ 、ノ ｕ ノア〆不 ｕ ーフイトスピリット ｋｃ パネル施工ｾＮＮ ，，) 確立アコニオン防火55号・ 9

ーポート E音35dbユニオ〉い ;' L=0. 034Kcal /mh c カルトン K=0. 8 Kcal /m '  ポーライト L=0. 097Kcal /mh I  

カルトン 1け破壊荷重5001 :^ オン乾式構造アコニオン工期大巾短縮ホローポー 虚音35dbカネライトパネル内壁ホI

ベニオン: 井ホローライト f f:士 • • ._- • • - iネルオートメーショ ンステムユニオンホ♂ードセメントベー

特殊接事 ' ンホード全| 的販売組謡カルトン高精麿パニ レベニオン施工体常 J 確立ホローライトバイオニヤカルトン

ボーライトス t J ットカネう. t  ・一 ・ ・… _ ＱＰ ｾ＠ 1021号カルトン耐 30分0027・0027号カルトン遮音35dbペ

ポーライト L= .034 Kcal  時 :ホローボード K=0. 81 (c I _  L  _ ...... 11 L 、. =0. 097 Kcal /mh  c  K CパネルK=2. 41

h c カルトン L :0・09:7Kca 'm c K Cパネル K=2.41 cal /  m n  C - ' - - " l ノゅード曲け破壊荷重500kgアコニオン乾式;

ホローライトコ R- +- 南 信 悼 c; ゐ. . ｬＧ 一 角 ｾＴＱ Ｂ， ｟｟ Ｎ Ｑ I Cホローライト野地カルトン天井カネライトパネル技術の結晶

オートメーシヨ/ / ^ ア .1.>. 1) 1レトノ官 F ノド、- " " 1 ' いJ ; . Q特殊接着ユニオンボードカネライトパネル高精度パネルアコニ

売組識 K Cパネル施工体制の確立ホローライトバイオニヤカルトンフロンテアベ二オンスピリットポーライト耐火30分0021

トン耐火30分0027・0028ユニオンボード防火55号 ・99号ホローホード遮音35dbカネライトパネルホローライト天井カルト :

立ベニオンポーライトセメントベーストによる特殊接着カルトン間仕切ユニオンボード技術の結晶ホ口ーオtードバイオニ守

⑥語j丘極通逼株罰金祉

J I S 表示許可工場

名古屋出張所 名 古屋 市 中 区 丸 ノ内3- 18- 12 ( 大奥ビル)

T E L  名 古屋 (052) 9  6  1  - 5  9  4  0  

福 山 出 張 所 福 山市松浜町 l ー 1- 4 (福山不動産ビル)

T E L 福 山 (0849) 2  3  - 1  4  9  1  

本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3  5  鈴 鹿 工 場 鈴 鹿 市 三 田 市 町 1 8  5  9  

T E し 大 阪 (06) 4 9  1  - 6 7 8  1  (代 ) T E L 鈴 鹿 (0593) 7  8 ー 11 65- 6

東 京 営 業 所 東京都台東区駒 形2- 3- 5( 駒形武蔵 野 ビル) 上 野 工 場 上 野 市 山 出 字 相 ケ 坪 1 0 0 の l

T E し 東 京 (03) 8 4 2 - 9251( 代 ) T E L 上 野 ( 05952) 3一 0 2 0 5- 6  

・資料ご希望の方は D係までお申込みく ださい。
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全国有名建材l吉又は当社へ

@  

発 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大阪市住吉区粉 ￬ｾＪ ＱＡｉｔ 4  T !3 2  6 番地 T E L  

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所
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繊 維 塗 料 の
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コート

( 特長)

建 材 の 頁

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而す

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538)2951 - 5・(541) 5757-

営 業 所 東京・高槻・明石・ 姫路 ・四国・ 中国

イ寸l.B. 音水: k 

一‘・.... fII//III' 

つ

“強

青 株 式 社

...0、

-z¥ 

j歴柏 原

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場
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建 材 の 頁

エ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

任 施責由自彩色尺 物長

種"" 
回 目

女 然 え な い

オフ才L 右ご、、

ら右ご、、信電

'" 

W ジ ャ ン ボ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通風器・排気ダクト・モニター

ボ ッ ク ス 波V 波S 大 波S ノj 、f皮ｴ 皮キ反先見ｾ

途用

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 69) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

兵 町 民L尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6松 本 ビ ル

崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  

稲 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田 T 1 の 2 4第 2中 経ビノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 I吉 及 工 場

名 古 屋 支J吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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け
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e• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P ボ ー ド 代 理 庖

建 設 大 臣 認 定

・ 三 段 ブ ロ ッ ク

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理l吉

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

E

Z

 

4

4

 

b

寓式株

吐

旭

硝

問

問

問

問

製ι副
，m

y
 

J

F

 

・

釦

国

F
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E

F

 

周

F

恥

d工

川

Jオ

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 ニ 団 地 設 計 中

指 導

エスシール #3 1- 高 弾 性 目 地 材

工 ス シ ー ル #21 

神 戸 市 葺 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 訴 地

1tl a舌 0 7 8 代表 ( 2 3 ) 1 4 2 1 - 6 9 5 6

1UJ 舌0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6 1  7  7  

ｦ 正 ，ｾ，ｦ［ 0 8 4 9  ( 5 3 )  2  0  2  7  

- 防 水 材

宇土本

⑩神戸五泊株式計主 東京営業所

福 山 出 張 所

MIIi P"_- _ _ _  - _ _  . d .  Ｂ Ｑｉ￭ｉｬ・・・・・・・ ｛ＭＭＭ Ｍ ＭＭＭＭ Ｑ ・・ｾ・・・・ ｚ 冒国軍曹・冒・・・・ Ｒ ・・・・ｾ ｟ ｟ ____-_ -_____ _ -_  I ・・・・・・・・・ I

Ｍ・・・・・Ｂ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｂ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｾPI I I i ・・・・・・・・・. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .，
E  ・・ r_____-- - - --w___ -----Wl ・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・ a・・・・・・・・・・・・・・ ... w.. w.w.
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モルタル・コンクリー卜用

防 水 剤

串 マ ノ ー ノ レ 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

串A E 効 果 に よ り 適 量 の 空気 を 連 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 ぴ 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

* セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中性化を| 坊 さ「 、 鋼 材 、 木 材等 の 腐 蝕 ・腐 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・! 坊温効力は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

: 11: %: : 6- . ル( セメン卜起泡剤) . %. - : 11-1.. 察局杭エ)

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 剤 ・ 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式包. . . . 固匡 1..... • ...島
会 社 』 沼 田F ・目唱島園田昌_ . . . . . . .  

東 京 都 品 川 区 大 井 1 一 15ー 1 宮E 東 京 (774)  4111 代 表

茨 城 県 よ 浦 市 大 町 1 2 1 3  哩E ゴ二j甫 ( 2 1 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 島 市 下 野 寺 字 述 原 哩E 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

哩E

ご一 報次第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 盛 岡 市 南 大 通 3 - 12- 50 盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所
大阪 rl i 京 成 区 東 中 本 2 - 17- 26 宮E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

カタログ進呈します
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T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を完全 に 追 放 し ま し た グ

・ 主 な 特 長

ＱＮ ネ ジ 込力 を 杭 Ｎｪ ｬｪｬ 込力に変 え る の で完全 ｾ Ａｉ Ｎｲ， Jlu 1i }j 1!1，Ii In長71・です。

2. 出 人 以 さ が 民 く 安 定 し た JE;作 杭 が地 工 11'，米 ま す 。

3. ス ラ イ ム の 沈 引 は あ り ま せ ん 。

4.完 全 に J i .j '. 'f' }[i' i に 岩 部 さ せ る の で 大 き な ぷ nブJ が JUJ 待 ，'1'， 米 ま す。

5. 何 ヰと で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 電 の あ る 主]!; 築 に 紋j盈 で す 。

ｾ株式害事主語交霊呈 Ｑ こ矛ｉｩｊｩ ｦｩ
- 本 社 大l以 di *1メ 111i 聞 紙 2 の 20( 正再開新 ピ ル ) T  E  L 大阪 (202)3233( 代 )

. 名 古屋 支 l苫 :r， .I i} -'J{ di  '1 '1メ:$1，¥1  - 3  - 2  ( 刑滋 ピ ル )

・ 福岡 支 Ｑ 吉川 ｉ ， ｾ ， ｪ di ，Jl Wi  1  - 15  - 33( 首1 ｾ＠ t_l1J 似 ピ ル )

・営業所 Ｊ ｽ ［Ｈ Ｇｉ ＧｩＱｾ Ｑ 刈 ・ Ｇ Ｈ［ｹ 山 ｊｬＺｉ Ｚ ， ｴ ｪ 熊本Ａ血児向 ・ 工場 大阪 • r ，.'j  Ｑｾ Ｎ ・ ｊ 血児Ｉ Ｚ， Ｎ Ｑ



全く新しい床タイルです

三星 ピ サ ロ ン は 、 従 米 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 介 が 全 く 速 い ま す 0. 尉ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共 重 介 体 の 特 殊 樹 脂 を mいた I，IIi 期的な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 尉 代 脱 線。 ピサロンの持つ

エラスチックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協同組合員が責任をもって施工いたします

コ星ピサロンは、材料だけの版売はいた しません。

責 任 施 工 の 出 来 る 協組以が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現代の

インテリアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 か せ ま せ ん。 - * 京浜松町の超自層世界貿易

センターピルの 4 F以ヒの各| 精通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星ピサロンと

はその棋織がフランスの画家ピサロのタッチに似

ていることから、名付けられたものです 。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専用品〉
ピ昔日こs

女 脱 桁 = 333. 3 X333. 3 X 2 引 9 枚 / m'  

333. 3 X333. 3 X  3 司仏 Ｙｾ ｪＨ ＯｭＧ＠

女 色 数 = 18色

女制li 桁 = 2 '%.Jl!，'，，'， 1，2001' 1  /  m'  (300m' 以 u

3 引 j写，'，，'， 1，800ド1/ m'  (300m' 以 u

小部屋 ｭｬｬ ｙ ＯＮ 階段 ＴＰＥ ，ＢＧｾ製 造 元= 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東 京 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大 阪 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

Ｎ ＴＺ品は特にれ ｽＱｉｓｲｾ の Ｔ ・ Ｔ 料を吟 ｬ 床し、表面があ Ａｪ

びないようポンデライジンク加工を地した 1:

に防錆塗装 をしております

. 焼{ F t 淡 11: 卜ー製品の他に、他の持出し吊の腕

前I Ｈ吊込後 ｬ えから政 ｈ ｾ する部分 Ｉに ｳ U  S  27 

(18. 8)ステンレス製へアーライン仕上の化粧

カバーを{ 十けてあります。

・回転部分にナイロンベアリンク及びスラスト

ベアリンクを i伏入してあリます

・ ｾｉｪ製のぷ， ＰＱＧ 製作をも歓迎Ａ欽します。

- 弊ヰ土製立枠イ寸

ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ

1;1; 

実 用 新 案 登 録

簿 ｾ ＵＱＷＳＱＶ 長手 σ コ

立 枠 に は イ 可 ん ら

イ忌触致 し て お η

ま せ ん 。

55 5  
本 社 大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 151 f i (06 )751 - 3653- 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都 墨 田 区 本 所2 ー 11 ー 11 f i (03 )623 ー7677

型

ラ

O

イ

O

ボ

8

P

 

M

 

世 界 に 誇 る | セ ン ト ラ ル ・ ヒ ー テ イ ン グ

の決め手

ボ イ ラ 効 率90 - 8 8 %一一

住 宅 向

温 水 ボ イ ラ

ウエル- マケレーン

くそ の 他 の 営 業 品 目 〉

0 熱 媒 ヒ ー タ

0 染 色 排 水 処 理 装 置

0 排 液 処 理 装 置

套222F川 鉄 三 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 ー 11

T  E  L .  ( 06)  458- 8681 ( f t )  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌

米国ウェルー 7 クレーン社・鋳鉄製

14 .  OOOKc a l / h  - 550.  OOOKc a l/ h  

ガ ス ー A . ; 由・灯油 ・軽油

特 長

0 鋳鉄製により }.J: 命 は

永 久 的

O タ ン ク レ ス ヒ ー タ ー

の使用により l h で 給

湯岐ぽが同時に可能

。 コ ン ノ え ク 卜 な タ イ フ に

より j) ，，;イJ 而干fi は 小 さ い

o他 に Ni をみない，Wf か

な運転音

. こ入会のお申込は・社団，去人 B 本迂築協会 干 541 大阪市東区北，兵3 37 電話大阪、 06) 231 ・9648 .  9649 ・9640 JJK谷口座大阪39975番
定価 300円 ( 送料共)


